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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　──眠ねむれない……。

　ナインヘルの腕うでの中でぱちぱちとまばたきをしたアナベルは、サイドテーブルに置いている懐かい中ちゆう時計へ手を伸のばした。ドラゴンギルドの紋もん章しようが彫ちよう刻こくされた金色の蓋ふたを開け、午前二時を過ぎていることに驚おどろく。

　早く眠らなくては仕事に差し支つかえるのに、なぜか目は冴さえるばかりだった。それだけではない、急に身体からだが落ち着きをなくし、血が騒さわぎだしたようにも感じて、どうしようもなくなったアナベルは寝しん台だいから抜ぬけ出した。

　月光を受けた火竜サラマンダーの巣は淡あわい銀の一色に染まっている。

　出窓から見えた月は美しい円を描えがき、花か瓶びんに挿さした一輪の花が影かげを落としていた。出窓に小さな花瓶を置いたのはアナベルで、竜の巣を埋うめる多くのがらくたから見つけ出したガラスの花瓶を、ナインヘルが手た折おった風鈴草カンパニユラの住すみ処かにした。

　縦長の窓いっぱいに、月の光がさらさらと降ってくる。満月を見上げるアナベルも、夜よ露つゆを閉じ込めた純白の風鈴草も、一様にうっすらと青みを帯びた。

　何度も躊ちゆう躇ちよするナインヘルに向かって、『どうぞ手折ってください』と告げたカンパニュラ。

　花びらを濡ぬらす夜露もそのままに、もう十年以上も同じ姿をしているそうだ。

　──綺き麗れいだな……。

　こぼれ落ちそうで、でも決して花弁から離はなれない透とう明めいの雫しずくに丸い月が映っている。その不思議な美しさは、上手うまく言葉であらわせないほどだった。

　魔ま女じよの力を少しだけ得たアナベルはきっと、風鈴草と言葉を交かわすことができると思う。でもそうはしないで、どちらも物言わぬまましばらく一いつ緒しよに月を眺ながめた。

　銀色の光を浴びるのはとても心地ここちよくて、眠たくはないけれどまぶたを閉じる。

　すると背に竜の重みを感じ、背後からまわってきた長い腕に包まれた。月明かりを受けて蒼あお白じろくなったアナベルの首筋に顔をうずめてくるナインヘルは、腕うで枕まくらが軽くなったせいで目が覚めてしまったのだろう。

「ごめん、起こしちゃった？　眠れなくて。すごく目が冴えてる……どうしてかな」

　ふたたび丸い月を見上げると、ナインヘルは首筋に口づけるのをやめてアナベルの頭に顎あごを乗せ、あくび混じりの声を出した。

「アナベルは魔女で、今夜は満月だからだろ」

「あっ、そうか。そうだったね」

　満月の光を浴びると魔女の血が濃こくなることを失念していた。眠れないのはそのせいだと納なつ得とくしたアナベルの頭の上で、ナインヘルはまたひとつ大きなあくびをして言う。

「魔女どもはたしか、満月の夜は外にテーブルと椅い子すを出して茶会をするんじゃなかったか。自分たちで焼いた菓か子しやら新しい魔薬やらを持ち寄って、夜じゅう満月の光を浴びながらしゃべるんだ。たぶん。おれもはっきり知らねえけど」

「楽しそう……」

　話を聞いただけで心が躍おどったが、アナベルに生きた魔女の知り合いはいない。純血の魔女に生き延びていてほしいと強く願う毎日で、出会うのは奇き跡せき以上に稀まれで難しいことだと自分に言い聞かせていても、やはり寂さみしくなる。

　アナベルの心情を察し、魔女に満月の光を浴びさせてやろうと思ってくれたのだろうか、まだ眠そうなナインヘルがつぶやいた。

「新しい珊さん瑚ごが欲しい。拾いに行くか」

「……行く！」







「わぁっ……すごい、これが海──」

　生まれて初めて本物の海を見たアナベルは、大きくて広くて果てのないその様子に心から驚きよう嘆たんした。海洋が舞ぶ台たいの小説を読みながら想像してきたものとはまるで違ちがう。大自然の創造物にしばらくのあいだ見入ってしまった。

「波が来たよ、わ、また来た……波が終わることは本当にないの？」

「ねえだろ。海ってのは、こうやってずっと揺ゆれてるもんだ」

「ずっとって、いつからだろうね？」

「さあ、世界ができたときからじゃねえか」

　気が遠くなるほどの大昔から途と切ぎれることなくこの浜はま辺べに打ち寄せているのだろうか、煌きらびやかな月光を纏まとう黒い波が、二人の足を濡らしては去ってゆく。ナインヘルはもともと裸足はだしだったが、アナベルも靴くつを脱ぬいで裸足になった。

　銀の浜辺はさらさらとしていて柔やわらかで、夜の海を渡わたる風も心地いい。ナインヘルは満月の光を記き憶おくした珊瑚が本当に欲しかったようで、さっそくしゃがんで探しにかかり、アナベルも倣ならって砂をさらいはじめた。

「あっ、あった……！　ねえ、ナイン。これはどう？」

　白銀の砂に埋もれた珊瑚を見つけて手渡すと、ナインヘルは「うーむ」と口を真一文字に結び、真しん剣けんに見つめた。

　長い指で珊瑚をつまみ、角度を変えて見たり満月にかざしたりもする。好きな形や大きさや色といった、彼なりのこだわりがあるようで、それがとても微笑ほほえましい。ナインヘルは気に入った珊瑚をポケットにしまって、それ以外は丁てい寧ねいに波に乗せて海へ還かえした。

「もっと探すね」

　珊瑚探しに夢中になる竜からは「おー」という生返事が返ってくる。

　ナインヘルとアナベルは、互たがいの背をくっつけたり、少し離れたりして珊瑚を探した。取り留めのない話をしながら探しても、しばらく黙だまって探しても、アナベルの心は弾はずみっぱなしだった。

「ナイン、楽しいねえ」

　そのような言葉が、自然と唇くちびるからこぼれ落ちる。ナインヘルは真剣な表情で砂をさらいながら「すげえ楽しい」とつぶやいた。そうして一緒に珊瑚を探しては銀色に煌めく浜辺を歩いていく。

「見ろ、こんなに集まった」

「わぁ、すごく綺麗。ナインは珊瑚探しがとても上手だね」

　ナインヘルの手の中には満月の光を記憶してぴかぴかと輝かがやく珊瑚がたくさんあった。淡い桃もも色いろや赤色に交ざって、黄色いものや琥こ珀はくに似たもの、紫むらさきや青金石ラピスラズリみたいな色の珊瑚もある。

「アナベルにみっつやる」

「全部ナインが持っていて。──あ、でも、出窓のカンパニュラのそばに幾いくつか置きたいな」

「わかった。そうしよう」

　手をつないだナインヘルは、脚あしの長さも歩ほ幅はばも大きく違うアナベルに合わせてゆっくりと歩いてくれた。彼自身は気づいていないその優やさしさがとても嬉うれしくて、アナベルは自分の手を包み込んでくれている力強い手をぎゅっと握にぎり返す。

　ふと振ふり返ると、きらきらと輝く白銀の砂浜に竜の大きな足あし跡あとと魔女の小さな足跡がどこまでもつづいているのが見えた。

「ねぇナイン。今度また来られるなら……、紅茶とか飲めるといいね」

「できるだろ。火なんかいくらでも出してやる」

「あっ、ほんとだ。じゃあ、ナインは白ワインのサングリアにする？」

　巨きよ大だいで恐おそろしいとされる世界最強のサラマンダーは意外にも甘い果実の入った酒が好みで、ナインヘルはうなずき、そして思いついたように言う。

「あと、あれだ。アナベルが作った、パンに色々挟はさまってる、すげえ美味うまいやつ」

「パンに色々……？　サンドイッチのこと？　このまえ作ったのは、オイルサーディンとか卵とか、サラミやレモンを挟んだのだったよね」

「それだ。それも持ってくる」

「わぁ、真夜中のピクニックみたい」

「満月の夜がいいだろ？」

「うんっ。じゃあ来月ね。すごく楽しみ」

　夜すがら一緒に歩く銀色の浜辺には、寂しさや孤こ独どくは欠片かけらもなかった。

　そこには美しく輝く月と煌めく珊瑚、幸福に満ち足りた二匹ひきの魔物の月影だけがあった。

「早く来月にならねえかな」

　心から楽しそうに言うナインヘルに、アナベルは綺麗に笑う。

　どこまでもつづくふたつの足跡が、この先離れることは決してない。
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　月光を受けて煌めく海にパシャパシャと小さな音が響ひびく。

　それは人魚が海の中で脚を動かしている音だ。タンクトップと海水浴用の下衣シヨートパンツを身につけたメルヴィネは夜の海を泳いでいた。サロメに両手をしっかりとつないでもらっているから、大きな波に揺られても怖こわくない。

「メル、あと少しですよ」

「うん、っ」

　いつも落ち着いた声で励はげましてくれるサロメは、つないでいる手を引っ張りはしない。どれだけ遅おそくても、メルヴィネ自身の力で前に進むまで待ってくれる。

　過去、メルヴィネはわずかな水位で溺おぼれ、自分が泳げない人魚であることに苦く悩のうしてきた。でもサロメの腕うでの中にいると、不思議と脚も攣つらないし溺れない。そのことに気づいたメルヴィネはサロメに頼たのみ込んで、こうして泳ぎの練習に付き合ってもらっていた。

　必ず泳げるようになってみせる。メルヴィネが強く心に決めたその理由はたったひとつ。

　極東の海へ向かったラーラが、父親の胸に抱いだかれるところを見届けるため──サロメと一緒に見たあの素す晴ばらしい夢を現実のものにするためだった。メルヴィネと同じ想おもいを持つサロメは「必ず一緒に行きましょう」と綺麗に笑って言ってくれた。

「ふ……、ぅ──」

　顔を上げて息を整えると、長い腕が腰こしにまわってきて抱だき上げられる。サロメは岩がん礁しように腰をおろし、メルヴィネは彼の腿ももに跨またがるようにして座った。腰から下は海に浸つかったままだが、火ほ照てった身体からだにはこの冷たさが心地ここちいい。サロメが濡ぬれた黒くろ髪かみを梳すき、一いつ瞬しゆんで乾かわかしてくれる。

「とても上手です。長い距きよ離りを泳げるようになりました」

「本当だ……」

　少しだけ腰を捻ひねって振り返り、その距離を確かめた。

　いつもサロメに沖おきへ連れて行ってもらい、メルヴィネはそこから汀みぎわを目指して泳ぐ。

　今夜はこれまでにないほど沖合へ出ていた。遠くで揺れる波に綺き麗れいな満月が映っている。あのあたりから汀まで泳ぎきれたことも嬉しいが、向き直って見つめたサロメがメルヴィネ以上に喜んでくれていることがなにより嬉しかった。

「疲つかれていませんか？　浜辺で休みますか」

「ありがとう、疲れてないよ。まだまだ平気。あと三回くらい、泳ぎ、た、ぃ……」

　サロメの喜ぶ姿をもっと見たいメルヴィネは張り切って答えたが、その言葉の最後は曖あい昧まいになってしまった。

　サロメが意味深げに「そうですか。よかった」とつぶやく。水竜オンデイーヌのしなやかな裸ら体たいを濡らす海が──メルヴィネたちの下半身を包む夜色の波が、妖あやしく揺れるのを感じた。

　否いな、剝むき出しになっているメルヴィネの腿に触ふれてくるものは、波の揺ゆらめきではない。

「サロ、メ……？」

　メルヴィネが身につけている、海水浴用の下衣シヨートパンツ。下着のように短いそれの裾すそにサロメが両手を差し込み、長く綺麗な指が水の流れるような動きで下衣の中へ入ってくる。尻しりの丸みを撫なでられ柔やわくつかまれ、ゆっくりと開かれて、熱を纏まとう身体がびくんと跳はねた。

「あっ。──だ、だめ」

「なぜです？　メルヴィネは疲れていないのでしょう。ですからここで交尾セツクスします」

「……っ！」

　直ちよく截せつな言葉にまた翻ほん弄ろうされる。竜りゆうは裸はだかでいることにも性せい行こう為いに対しても恥はじらいがない。今もサロメは当然のように裸で、メルヴィネの股また座ぐらに当たってくるものはすでに形を変えていた。

　水すい滴てきが流れ落ちるオンディーヌの胸むな板いたから、雄おすの香かおりが匂におい立つ。たまらなく好きなその匂いに鼻び腔こうをくすぐられて、メルヴィネは今にも発情しそうだった。

「待ってよ……泳ぐ、練習」

　発情を堪こらえて言っても、サロメは聞かない。硬かたくした性器でメルヴィネの茎くきを撫でてくる。

　下衣で隔へだてられているが、薄うすい布地越ごしに伝わってくる形や弾だん力りよくのほうが却かえっていやらしく感じられた。逃のがれようとしても敵かなうはずがなく、尻の奥に入ってきた指で後こう孔こうを強く押し上げられる。

「ん、ぁ……っ！　いやだ……海の、中は」

「海の中だと身体が冷えますか」

「そうじゃ、なくて──、あっ」

　満月の光を浴びる人魚の身体は熱くなるばかりだとわかっているくせに、サロメは心配そうにメルヴィネの肌はだに頰ほおを寄せてきた。海水をたっぷり含ふくんだタンクトップは身体に貼はりついていて、月明かりでも充じゆう分ぶん透すけて見える胸の突とつ起きに綺麗な唇が近づいてくる。

「ぁ、んんっ……！」

　じゅっ、と音を立てて布地ごと乳ち首くびを吸われ、凝しこったそこを舌先で突つつかれて、海の中で腰が揺れた。縋すがるようにサロメの両りよう肩かたに手をまわすと、疼うずく尖とがりに水竜の吐と息いきがかかる。

「大だい丈じよう夫ぶです。メルは温かい。身体の先せん端たんまで、とても温かいです」

「は……ぅ、サロメ……」

　もどかしい。もっと強く吸ってほしい、服の上からじゃなく──サロメに乳首と後孔を愛あい撫ぶされて、懸けん命めいに抑おさえていた発情の炎ほのおが一気に燃え上がった。サロメも波の下で忙せわしなく手を動かす。ぐい、と下衣を引っ張り、そこに太い陰いん茎けいを捻ねじ込んでくる。

「あ、ぁっ」

「メル、言ってください、早く」

　サロメはいつも、メルヴィネに挿そう入にゆうを乞こう言葉を言わせたがる。メルヴィネはそれを拒こばめたことがない。発情した人魚の唇は、はしたない言葉を躊ちゆう躇ちよなく言ってしまう。でも今は──。

「いや、だ……、怖い」

「怖い……？　どうして」

　ねだられながら挿入することを好むサロメが、にわかに声を低くした。

　メルヴィネだって今すぐ挿いれてほしいと思っている。身体の奥が耐たえられないほど疼いている。でも、海の中は嫌いやだ──その理由を言葉にするのはひどく恥ずかしかった。

「なにが怖いのですか」

　それなのに、サロメが強ごう引いんに額を重ねて問いただしてくる。間近に迫せまる竜の瞳ひとみは興奮と苛いら立だちのせいで縦長の瞳どう孔こうが狭せばまっているが、メルヴィネは唇くちびるを嚙かんで首を横に振ふった。

「メルヴィネ」

「や、っ」

　低くなった声で答えを急せき立てられ、ぐりっ、と硬い亀き頭とうで孔あなを引っ搔かくようにされた。

　今夜の満月みたいな深く妖しい金色の瞳にとらえられて逃にげられない。発情した身体よりも顔が熱くなる。メルヴィネは涙なみだ目めになりながら唇を動かした。

「いつも、みたいに……は、激しい、のは──、海の水が……入る、から、怖……」

　本当に恥ずかしくて、そう言うのがやっとだった。逸そらしていた視線を恐る恐るサロメに重ねると、美しいオンディーヌは一瞬だけ驚おどろきの表情をしたが、やがて銀色の長いまつげを揺らし、淑しとやかに微笑ほほえんだ。

「異物の侵しん入にゆうを、私が許すと思いますか？　ましてや水など──」

「え……？」

「杞き憂ゆうだとすぐにわかります。……メルが感じて、私に教えてください」

「サロメ？　──あ！　ぁあ……ぅ！」

　苛立ちを消したサロメが顎あごや首筋に口づけてくる。後孔に密着していた陰茎を一気に埋うめ込まれて、平たい腹がぐうっと膨ふくらむようだった。サロメはいつものように入ってすぐに射精する。そうして大量の精液をメルヴィネの体内にかけると、腰を大きく動かしはじめた。

「あっ、あっ」

　弓ゆみ形なりに反ったペニスの、先端から根元までが激しく出入りする。じゅっじゅっ、と泡あわの立つような感かん触しよくがした。夥おびただしい泡が、ぴんと拡ひろがりきった孔のふちを撫でていくけれど、海水が入ってくる気配はない。サロメが甘く深い吐息をつく。

「メル……とても、いい──」

「あぁ、……」

　嫌というほどよくわかる。水を自在に操あやつる水竜オンデイーヌは、本当に異物の侵入を許さない。一ひと滴しずくの水さえも。メルヴィネの中は、サロメが放った粘ねん液えきだけでいっぱいになっていた。

　彼の言う通り杞憂だったと理解する。安あん堵どしたと同時に疼きの塊かたまりを突つかれて、メルヴィネは淫みだらに腰をくねらせた。

「あぁ、んっ……、気持ち、い。……サロメ、もっと、当てて」

「メルヴィネ、っ……」

　突き上げが一層強くなる。竜の長ちよう軀くの上で、発情した人魚の身体が大きく揺れる。

　揺らされた拍ひよう子しに屹きつ立りつが下衣シヨートパンツから弾はずみ出てしまっても、恥ずかしいそれを気にしている余よ裕ゆうはない。大丈夫、夜の海が隠かくしてくれるから、サロメには見られない──そう安心するメルヴィネの瞳に、ふいにふたつの影かげが映った。

「……！」

　大きな影と小さな影が、銀色に煌きらめく浜はま辺べを歩いてくる。

　思いもよらない光景に驚きよう愕がくして、水色の[image: 鱗]うろこが浮うかぶ肩をぎゅっとつかんでしまった。

「サロメ……っ。だめ──だれ、か……こっち来る」

「ナインヘルとアナベルでしょう」

「ぅ、そ……！」

　静かに告げられたその名に身体が震ふるえた。メルヴィネは目を凝こらして浜辺を見つめる。

　大きな影には立派な角があり、小さな影は美しい金髪ブロンドを揺らしていた。手をつなぐふたつの影はどんどん近づいてくる。サロメは浜辺に背を向けているのに、なぜわかるのだろう。

「どう、して……ふたり、が？」

「満月の夜を特別な日とする魔ま物ものは多くいます。魔女の一族も──彼女らは満月の光を浴びることで自身の血を濃のう厚こうにし、魔力を強くします。夜明けまで一いつ睡すいもせずに満月の光を浴びつづけるのは魔女の習性です」

　妙みように口早に説明された。メルヴィネとの交合に耽たん溺できするサロメは、魔女の習性にもナインヘルたちが近づいてくることにもまったく関心を示さない。その熱い視線は、陰茎を深くまで吞のみ込むメルヴィネの股座だけに注がれていた。腰を上下に動かすサロメがうっとりとした表情でささやく。

「あぁ。こんなにも可愛かわいらしく揺れて……」

「──っ」

　その言葉でメルヴィネは気づいてしまった。夜の海に隠されて見えないはずの下半身が、サロメには視みえている。水竜の強い魔力は黒色の海をも容易に透とう視しし、下衣から弾み出て揺れるメルヴィネの性器を、サロメは凝ぎよう視ししつづけていた。

　混乱と羞しゆう恥ちで泣きそうになる。強い抜ぬき差しをされて涙声が勝手に漏もれていく。

「サロ、メ、待って……あっあ、──止まっ、て、気づかれる、から……」

「私はここで愛し合っていると知られてもかまいません」

「あっ、いや……！　やめて、サロメっ、やめ──、ぁん……んん、っ……！」

　懸命に頼たのんでいるのに綺き麗れいな唇が重なってくる。メルヴィネの唇をきつく吸いながら、サロメは激しい抽ちゆう挿そうを始めた。

　ちゃぷ、ちゃぷっ、と水面が妖あやしい音を立てる。二人の乱れた息いき遣づかいが満月の海に響ひびく。

　淫らな音で満たされた空間に、アナベルの透き通った声が流れ込んできた。

「わ……。ねぇ、綺麗な珊さん瑚ご、見つけたよ」

「アナベル、待て、そっちは──」

　ナインヘルの声がする。メルヴィネの心臓は壊こわれそうなほどに高鳴っていた。

　すぐそばの岩いわ陰かげにはタオルや着き替がえを入れた手さげ籠かごを置いていて、そこへアナベルが近づいてくる。サロメは激しい抽挿をやめない。手さげ籠を見つけられてしまう。夜の[image: ]さざなみとは異なる水音に気づかれて、海の中で交こう尾びしていることを知られてしまう──。

「おいっ、アナベル！」

「ど、どうしたのナイン？　びっくりした……」

　もう駄だ目めだと思ったとき、ナインヘルが声を大きくした。銀の砂を踏ふむアナベルの足音が止まる。メルヴィネもびくりと身体からだを震わせた。

　躊躇など知らない火竜サラマンダーが、いつになく言い淀よどむ。

「………。──そっちの珊瑚はいい」

「どうして？　綺麗なの落ちてるよ。ほら、すぐそこ、きらきらしてるでしょう？」

「もっと綺麗なやつが先にある」

「でも……」

「いいから来い。手ぇ放すな」

「あっ。──うん。ナイン、ごめんね」

　少し照れくさそうな、とても嬉うれしそうなアナベルの声がして、それきり二人の声は聞こえなくなった。サラマンダーの力強い足音と、魔女の軽かろやかな足音が遠ざかっていく。

「んっ、……は、ぁっ」　>>>♥

　長い口づけからようやく解放され、メルヴィネは瞳を二人へ向けた。手をつないで銀色の浜辺を歩いていくナインヘルとアナベルを見て心から安堵する。

　しかしサロメは一いつ瞬しゆんだって彼らに視線を向けなかった。恍こう惚こつと執しゆう着ちやくを宿した金色の瞳でひたすらメルヴィネだけを見つめてくる。そうして腰こしを揺ゆらしながら、遠く離はなれていても言葉を伝え合うことができるという竜りゆう特有の魔力を使う。

「ナインヘルが、『メルヴィネに伝えとけ。ひとつ貸しだ』と言っていますね……」

「えぇっ」

　その言葉に衝しよう撃げきを受けた。ナインヘルがアナベルを止めたのは、彼がそうしたいからだと思ったが、違ちがう。あれはメルヴィネの焦しよう燥そうと混乱を知り、取ってくれた行動だった。

　アナベルに気づかれずに済んだのはナインヘルのおかげだけれど、それはつまり、サロメとメルヴィネが海の中でなにをしているか、ナインヘルは把は握あくしているということ──。

「う、ぅ……ひどいよ。ぼく、明日あしたどんな顔してナインヘルさんに会えばいいの……」

「メルはなにを気にしているのです？　ナインヘルたちも先の浜辺で長い交尾セツクスをしますよ」

「も、いやだっ……。そんなこと言わないでよ、アナベルとだって──」

　そのようなことを聞かされてはアナベルとも顔を合わせづらくなる。朝の打ち合わせのときに顔が真っ赤になって、アナベルに心配され、ジュストにいじられるのが簡単に想像できた。

　メルヴィネばかり恥はずかしい思いをさせられるのが悔くやしい。潤うるんだ瞳で睨にらむと、オンディーヌはむっとしてその美び貌ぼうを曇くもらせる。

「なぜそんなにも彼らを気にするのですか。余計なことを考えないで私だけに集中しなさい」

「ぁん、っ！」

　怒おこりたいのはメルヴィネのほうなのに、どうしてか叱しかられて、意地悪く突つき上げられた。

　その一突きが凄すごくいいところに当たり、頭の中が真っ白になる。交尾をナインヘルに知られたことも、羞恥と混乱で泣きそうになったことも忘れて、メルヴィネは甘い声を漏らした。

「ん……。サロメ、今、の……」

「──っ、メル」

　ねだるように竜のペニスをぎゅうぎゅうと締しめつけると、逞たくましい腰がブルッと震えた。

　不ふ機き嫌げんな表情をしていたサロメが、ふっと笑う。そうしてメルヴィネの望み通り、発情した人魚の内ない壁へきを思いきり搔かき上げてくれた。

「あっ、あ、──すご、いっ……、あっ……！」

「感じたことを教えてくださいと言いましたね。メルヴィネの中は、どうなっていますか」

「は、ぅ……、サロメ、だけ、っ」

「そう。私だけ。海水の侵しん入にゆうなど絶対に許しません。もう怖こわくありませんね、メル？」

「うんっ……。もっ、と──いっぱい、サロメで、いっぱい、が……いいっ」

「あぁ、メル、……愛いとしい、私のメル、ヴィネ、っ──」

　サロメがひときわ強く腰を突き上げる。どぷどぷと注がれる精液を感じながら、メルヴィネも海の中に体液を漏らした。

　満月の夜の愛欲行こう為いは終わらない。水竜オンデイーヌと人魚セイレーンは深く激しくからみつづけ、夜色の波は甘く淫らに揺れつづけた。







　清らかな水の香かおりがしてメルヴィネは目を覚ます。

　行為の最中に意識を手放してしまったようだった。まぶたを半分だけ開くと、すぐそばに美しい蹼みずかきがあって、自分が水竜の前まえ脚あしに包まれていることを知る。

　メルヴィネは半透明の蹼の向こうを見た。空は藍あい色いろをしているけれど満月は姿を消して、東の地平線がほんのり明るくなっている。

　サロメとナインヘルは夜明け前の空を並んで飛行し、アナベルは火竜の前脚の中で眠ねむっていた。サラマンダーの前脚は、綺麗な鉤かぎ爪づめと柔やわらかな蹼のあるオンディーヌのそれとはまるで違う。触ふれただけで皮ひ膚ふや肉が裂さけるほどの、鋭するどくて危険な鉤爪だけがあった。

　それでもナインヘルは、とても上手にアナベルを包み込む。世界で最も危険なそれは、魔女を絶対に傷つけない。そしてアナベルは黒く艶つやめく鉤爪に身を委ゆだね、とても綺麗な寝ね顔がおをしていた。

　素す敵てきな火竜と魔女だな……──夢うつつにそのようなことを考えていると、頭上から竜たちの声が降ってきた。

「本当に泳いで行かせるのかよ？　飛んで行ってやりゃいいだろ」

「メルヴィネが泳いで極東の海に辿たどり着くことが大切なのです」

「絶対に無理だな。疲つかれて具合が悪くなったらどうすんだ？」

「大だい丈じよう夫ぶです、泳ぎ疲れたときは私の鬣たてがみに入って休む約束をしていますから。メルが眠る夜のあいだも私が泳ぎます」

「まぁ、それなら三、四日もあれば行って戻もどってこれるか」

「はい。リーゼの許可も得ました。休きゆう暇かをもらうとき兄弟に迷めい惑わくをかけてしまいますが……」

「そんなもん気にする必要ねえだろ。リーゼがひとこと言ったら、あの万年浮かれ亭てい主しゆが喜んでサロメの分も稼かせいでくる」

　年の離れた竜の兄弟は笑い合い、オンディーヌの巨きよ体たいが穏おだやかに揺れる。それはとても心地ここちがいい。楽しそうに話すサロメとナインヘルの声をもっと聞いていたいけれど、強きよう烈れつな睡すい魔まに負けてしまった。まぶたを閉じ、大好きな水竜の蹼に頰ほおずりをする。

　そしてメルヴィネは考える。魔物たちが行き交かう満月の海はちょっぴり危ない。

　でも、賑にぎやかで楽しい。そしてなにより、満月の夜を特別な日とする魔物の血が──人魚ラーラの血がメルヴィネにもしっかりと流れていることが感じられて、たまらなく嬉しかった。

　だから、ちょっぴり危険とわかっているけれど、サロメにお誘さそいされたらまた満月の海へ行ってしまうかもしれないな──そんな取り留めのないことを思いながら、メルヴィネは深い眠りに落ちていく。

　夢にラーラが出てきてくれたら嬉しい。そのときは、もうすぐサロメと一いつ緒しよに会いに行くねと伝えよう。
















ギルド・エースの嘆き　～ぼくの奥さんは守銭奴です～
















「暑いなあ……今日は紅茶やめない？　ぼく、ペアサイダーにする。アナベルも好きなのもらっておいで」

　議会を終えて中庭へ向かうサリバンがそう言ったので、アナベルは厨ちゆう房ぼうへ行きコックに二本のペアサイダーを用意してもらう。自分の飲みものは任せると、ミントの浮ういたレモネードが出てきた。

　夏の盛さかり、ドラゴンギルドの中庭は色とりどりの花で埋うめ尽つくされている。楓かえでが大きな木こ陰かげを作っていて、そこにある椅い子すにサリバンは腰かけ、丸いテーブルに両手で頰ほお杖づえをついていた。

　珍めずらしいことに、今日の彼はどことなく元気がない。

　サリバンの前に氷だけが入ったグラスを置き、そこにペアサイダーを注ぐと、泡あわを纏まとった氷がカラカラと涼すずしげな音を立てた。

　物もの憂うげにグラスに口をつけるサリバンを、アナベルはストローを摘つまみつつ見つめて訊たずねた。

「サリバン、元気ないですね。なにかありましたか？」

「………。リーゼくん、ごきげん斜ななめでしょ」

「あ。たしかに今日は……」

　やはりリーゼがらみだったようだ。それ以外はあり得ないだろう。

　今日の筆頭バトラーは朝の打ち合わせから物もの凄すごく機き嫌げんが悪かった。ミスした仕事に対して怒ることはあっても、理由も言わず苛いら立だちだけを態度に出すなんてほとんどないのに。

「リーゼさんと喧けん嘩かしちゃったんですか？」

「喧嘩のほうがまだいいよ。拗すねたリーゼくんをうんと甘やかしてとろとろにするのは至上の喜びだもの。喧嘩のあとのセックスってすっごく滾たぎるでしょう？　ぼく、あれ大好き」

　直ちよく截せつな言葉に、ぶっ、とレモネードを吹ふき出しそうになるのを懸けん命めいに堪こらえた。

　これがあるからサリバンに付くのは難しい。どうしてか必ずこういう話になる。本気で悩なやんだアナベルはテオに相談したほどだった。

『奴やつがスケベ話するのなんか呼吸してんのと同じくらい自然なことだろ？　いちいち気にしてたら仕事が終わらねぇよ。日常会話、日常会話。朝飯なに食ったとか、午後から雨だとか、それと同じだって。さらさらーっと聞き流せ』──最も頼たよりにしている先せん輩ぱいバトラーは的確なアドバイスをくれたけれど、アナベルには難易度が高すぎる。

　しかしアナベルもバトラーの仕事を始めて間もなく一年だ。レベルアップを果たすべく、果か敢かんに挑いどんでゆく。

「じゃ、じゃあ……リーゼさん、どうしていらいらしてるんでしょうね」

「今月の利益、昨さく対たい割れしたからでしょ……」

　竜りゆうたちの相手と現場をまわすことで精せい一いつ杯ぱいのアナベルは、ドラゴンギルドの経営面についてほとんど知らない。難しい言葉が出てきたと小首をかしげると、サリバンはわかりやすく説明してくれた。

「去年の七月より今年の七月のほうが稼ぎが悪かったの。リーゼくんが大きらいなことだよ」

「そんなに悪かったんですか？　ど、どのくらい……？」

　リーゼがあんなに苛立っているのだから、よほど悪かったのだろう。もしかしてギルドが潰つぶれるとか、そういう話につながっていくのだろうか。訊きいては駄だ目めかもしれないと思いながらも、ひどく気になって恐おそる恐る訊いてしまった。

「去年の七月より十一ペルラー（約二千円）少なかったんだ」

「えっ。そんな、ちょっとだけ？」

「あっ、アナベル、それリーゼくんの前で絶対に言っちゃだめだよ。殺されちゃうからね」

　とてつもなく恐ろしいことをしれっと言って、サリバンはペアサイダーを飲みほした。

　わずか十一ペルラーでなぜ筆頭バトラーがひどく機嫌を悪くするのか、よくわからない。でも名案を思いついたアナベルは、空になったグラスにおかわりを注ぎながらそれを伝えた。

「あの……。それくらいの金額なら、お給料から渡わたしちゃう、とか。だめですか？　僕でも渡せる金額ですし」

「それがだめなんだよねえ。昔それやって泣かれたことあるの。『そうじゃねえんだよ、俺が言いたいのはそういうことじゃねえんだ』って本気で泣くんだよ？　よくわかんないでしょ」

「うぅん……難しいです」

　筆頭バトラーの心中やいかに。レモネードを飲みつつ思案するアナベルに向かって、二杯目を一気に呷あおったサリバンが愚ぐ痴ちをこぼしはじめる。

「だいたいさあ、報ほう酬しゆうの最高額を毎月更こう新しんしろって、リーゼくんの言ってることがまずおかしいよね。去年の同月より上げろ、じゃないよ、毎月上げていけって言うの。ギルド運営、もう三十年やってるんだよ？　それで毎月最高額を更新してたらおかしなことになっちゃうよ。任務の半分は自然相手なんだし、毎月流動があって当然だと思わない？　それなのにちょっとでも少なかったら手の付けようないくらいぷんぷん怒おこってさ。もうやんなっちゃう」

「でも、自然相手のお仕事というのはリーゼさんが一番よくご存知ですよね。なのにどうしてそんな少額で怒ってしまうんでしょうか。なんだかリーゼさんらしくないような……」

「あの子、お金が大好きなの」

「えぇっ？」

　思いもよらない言葉にびっくりしてしまった。竜と魔物と、そしてドラゴンギルドをこよなく愛する筆頭バトラーは、金銭にはまったく関心がないように見えるのに。

「あれでもアナベルたちには気づかせないようにしてるつもりみたいだけどね。リーゼくんって守しゆ銭せん奴どなんだよ」

「しゅせんど」

　それは金を貯ためることに執しゆう着ちやくするけちのことを言う。

　聞き慣れない言葉にアナベルはふたたび小首をかしげた。

　やはりリーゼと金が結びつかない。常に多た忙ぼうな彼は散財する暇ひまなどないのだろう、いつでもテール・コート姿で私服は一度も見たことがなかった。食堂では竜と同じくらいの大量の料理を食べるけれど、あれは結社ギルドの経費で支し払はらわれているから、相当な高額であろう食費をリーゼが負担する必要はない。そう考えると金を貯める目的がわからなくなる。

　それに、けちにも思えなくて、出張に行ったときは皆みなにお土産みやげを買ってきてくれるし、発着ゲートの壁かべに小さなひびが入っただけでも「今日中に修理しろ」と指示を出すように、必要なものには惜おしみなく投資する印象があった。

「リーゼさんが、お金大好き……」

　まだ半信半疑のままのアナベルがつぶやくと、サリバンは深い溜ため息に言葉を乗せた。

「まぁ……、そうなっちゃったのはぼくのせいなんだけど」

「どういうことです？」

　今日のサリバンはいつにも増して饒じよう舌ぜつである。元気がないように見えたばかりだし、鬱うつ々うつとしたものを吐と露ろしたい気分なのだろうか。それを聞くのはバトラーの大事なつとめだ。意気込んだアナベルは二本目のペアサイダーの栓せんを抜ぬき、またグラスになみなみと注いだ。

「大昔のことだけどね、ぼく、リーゼくんに好きになってほしくて毎日毎日贈おくりものしてる時期があったの。リーゼくんだって嬉うれしそうにしてたくせに、ある日突とつ然ぜん『もう買ってくんな』って言いだしたんだ。でもぼく、どうしてもなにかあげたくて。そう言ったら、『じゃあ金よこせ』って──」

「えっ……サリバン、まさかリーゼさんにお金あげちゃったんですか？」

「そんな目で見ないでよ。ぼくが悪かったって自覚はあるからさ……。最初はお小こ遣づかいみたいなものだったの。でもリーゼくん、それまでずっとお金なんか触さわったことない暮らししてたせいか、貯まることに喜びを見み出いだしたみたいでね。渡す金額がどんどんエスカレートしてさ。最終的に、ぼくのお給料全部リーゼくんが持つようになっちゃったの。だからぼく、お金ぜんぜん持ってないよ。今は一ペルラーも持ってない」

「えぇー。なんでそんなことに……」

　ドラゴンギルドに所属している竜の給料はとんでもない額をしている。

　ナインヘルの巣の壁に短たん剣けんで留められた、少し色いろ褪あせた彼の雇こ用よう契けい約やく書。そこに記き載さいされていた年収にアナベルは腰こしを抜かしそうになった。一年も働けば帝てい都との一等地に豪ごう邸ていが建つくらいの高額である。

　一番若いナインヘルでもそうなのだから、ギルドのエースと謳うたわれる稼かせぎ頭がしらのサリバンが恐ろしいほど高所得であることはアナベルにも容易に想像がつく。

　そんな彼が手元にわずかな現金すら持っていないのは、なんともわびしく感じられた。

「そしたらサリバンはどうやって暮らしてるんですか？　お金使うときあるでしょう？　たまにナインとパブに行ってますよね」

「そういうときはね、リーゼくんに言うんだよ。いや、申しん請せいするの。『ナインヘルとあのパブに行ってあれとこれを一杯ずつ飲む予定だからお金ちょうだい』って言うの。そしたらリーゼくんが計算してね、お釣つりがほとんど出ないくらいきっちりのお金を渡される。ひどいと思わない？　二杯のつもりでいても、話しているうちにもっと飲みたくなるときだってあるでしょう？　それもできないくらいきっちり渡されるの。ぼくだってお兄ちゃんなんだし、かわいい弟に一杯くらい御ご馳ち走そうしてあげたいよね。もちろんそれも禁止。たまにお釣りがちょっと出るときあるけど、それもリーゼくんに返す決まり」

　その恐るべき徹てつ底ていぶりに身み震ぶるいがした。筆頭バトラーの敏びん腕わんが、そんなところでも発揮されていようとは。

　サリバンはグラスをゆっくりと揺ゆらす。カランと氷の鳴る音と、小さな溜め息が重なった。

「あの子が好きなのはお金を数えること。趣しゆ味みは貯金なんだ……。ぼくは──」

「サリバンは？　楽しいことや好きなこと、たくさんあるでしょう？」

「リーゼくんしか好きじゃない」

「しゅ、趣味は？」

「リーゼくん」

「………」

　この凄すさまじい執着が彼の平常運転であり、どうにか慣れたから動どう揺ようはしない。しかしギルドで最も美しく端たん麗れいなその貌かおに翳かげりが見えて、焦あせったアナベルは懸けん命めいに励はげまそうとする。

「で、でも……リーゼさんも、ちゃんとサリバンを想おもってるでしょう？　うん、絶対そう」

「違ちがうよアナベル、ぜんぜん違う。ぼくもすごく心配になって、ぼくのどこが好きか訊いたんだよ。そしたらね、すっごく真ま面じ目めな顔で『金を運んでくるところ』って言われたんだ。『俺はおまえが金を背負って帰き還かんするときが一番興奮するんだ。尻しりの孔あなが疼うずいてめちゃくちゃに突ついてほしくなるぜ』ってさ……。ひどいでしょ。お口が悪すぎるよ。言ってる内容もさんざんだし。──でもまあ、そのあと思いきり突いてあげるけど。リーゼくんもおしりの孔ぎゅうぎゅうに締しめつけてきてさ、あれ、どうにかなっちゃいそうなくらい気持ちいいんだよねえ」

「な、なるほど、です」

　落ち込んでいるかと思いきやメガトン級の猥わい談だんをしれっと差し込んでくる。しかし今はそれを上手うまく流せた手て応ごたえがあった。今日だけで飛ひ躍やく的なレベルアップを果たせた気がする。アドバイス通りにできたことを張り切ってテオに報告しようとアナベルは思った。

　どのタイミングで火がついたのかわからないが、サリバンはその綺き麗れいな貌をしかめ、金に執着するリーゼをむきになって詰なじる。

「ぼくはセックスのあともずっとイチャイチャしてたいの！　今夜も漏もらしかたすっごく素す敵てきだったよとか言いながらリーゼくんの汗あせを一滴てき残らず舐なめたいのにっ。それなのに、つい今までぼくの腕うでの中であんあん啼ないてたくせにさ、終わった途と端たんお金を数えはじめるんだよ。胡坐あぐらかいてパイプくわえてさ。うちにはベッドでパイプ吸わないってルールがあってね、でも『ベッドの中じゃなけりゃいいんだろ』って、寝ねてるぼくの身体からだの上に胡坐かくわけ。それって屁へ理り屈くつと思わない？　お札繰くってるときのあの悪あく魔まみたいな顔、見せてあげたい。〝サタン・オブ・ギルド〟って言いだしたの誰だれ？　テオだっけ？　うまいこと言うなあ。そうやってお金を数えるとき異様に興奮するから、パイプから火の粉が舞まうんだよ。ぼく風竜シルフイードだよ？　肌はだに触ふれたら普ふ通つうに熱いし火傷やけどもするよ。ナインヘルじゃないんだから」

　サリバンは本気で憤いきどおり、アナベルはそれを一生懸命聞いているのに、どうも嚙かみ合わないのはなぜだろう。あ、サタンって言いだしたのテオだったんだ、などと思ってしまった。

　そして、ふと不安に襲おそわれる。尋じん常じようではないほど金を貯めるリーゼの目的は、いったいなんなのだろう。

　どうしてかあまりいいことが思い浮うかばない。もう三十年もドラゴンギルドの筆頭バトラーでありつづけている彼が、ある日突然「俺は疲つかれた。あとを頼たのむ」なんて言って、南の島なんかに移住してしまったらどうしよう。リーゼさんに見捨てられたら、ギルドは──。

「サ、サリバンっ。リーゼさんはお金貯めてどうするつもりなのか、知ってますか？」

「そんなの、ギルドに使ってるに決まってるじゃない。ギルドというか、リーゼくんの大好きな竜りゆうたちのために使ってるんだよ。それ以外に使う目的なんかひとつもないよ？」

「えっ」

「ギルドって三十年も経たつのにどこもぴかぴかでしょう？　竜たちにベストな環かん境きようで働いてほしいからとか言って、リーゼくんが私財をつぎ込んであっちこっち改装してるからだよ。私財というか、ぼくが稼いだお金だけど」

「………」

　軽けい率そつな思いちがいをした自分が物もの凄すごく恥はずかしい。リーゼは無類の魔物好き・竜好きであることをすっかり失念していた。その唯ゆい一いつの被ひ害がい者しやらしき竜はなおも嘆なげく。

「いつもシーモアの巣に運び込んでるあの土だって、ただじゃないよ。リーゼくんがものすごく高いお金を払はらって買ってるの。シーモアに自分の給料で買わせたらいいじゃないって言ったけど、『ギルド内のことだから』って言って聞かないんだよね。この前とうとう南の島を買うって言いだしたよ。どうせオーキッドに腿ももの上に座られておねだりされたんでしょ。『ギルド初のプライベートビーチだぜ』って、よくわからないこと言ってにやにや笑ってた。自分は行かないのにね。なににお金を使うかは好きにしてくれたらいいけど、デレデレされるのがほんとイヤ。あの太腿、ぼくのなんだけど。ああもう、思い出しただけでいらいらする」

　移住するどうこうの話ではなかった。南の島そのものを買う金を持っていて、しかも自身は多た忙ぼうなために一度も行かないであろうそれを躊ちゆう躇ちよなく買おうとするリーゼにアナベルは慄おののく。

　それにしても今日のサリバンは本当に珍めずらしい。

　ここまで愚ぐ痴ちをこぼすことは今までなかったのに。やはりどれほど愛し合っていても、三十年も一いつ緒しよだとさすがのサリバンも嫌いや気けがさすときがあるのだろうか。

　ちょっと残念というか、そうあってほしくなかったというか──心が沈しずみかけたアナベルの前で、サリバンは今日一番の深い溜め息をつく。

「あーぁ……。リーゼくんの話ばっかりしてたら会いたくなってきちゃった。ぼく帰るね」

　腰を上げるサリバンに、ふふ、とアナベルは綺麗に笑う。

「はい。お疲れさまです、サリバン」

　やはりサリバンはこうでなくては。この彼らしさがアナベルは好きだった。

　常にリーゼしか見えていないサリバンは、それでも周囲の皆みなにとても優やさしい。ギルド内を移動するだけなのに、ごく自然に頭をひと撫なでしながら「アナベルも気をつけてお帰り」と言ってくれる。

　どこまでもリーゼだけが大好きで、年下思いの素敵なお兄さま竜ドラゴンだ。そんな彼は、弟に酒を奢おごられる側になんてなりたくないだろうか……。

「じゃ、アナベル、またデートしようね」

「はい。次もペアサイダーでいいですか？」

「うん。そうする。──リーゼくん、執しつ務む室にいるかなあ」

　少しでも早くリーゼの顔が見たいのか、サリバンはきらきらと煌きらめく三つ編みを大きく揺らしながら駆かけていった。その後ろ姿を見送りながらアナベルは考える。

　怜れい悧りかつ冷然とした姿からは想像できないほど、リーゼは金の亡もう者じやで守しゆ銭せん奴どだった。

　ドラゴンギルドの利益を最優先とし、その稼ぎ頭から給料を根こそぎ取り上げ、彼のささやかな金銭消費を徹底的に制せい御ぎよし、貯ために貯めた巨きよ万まんの富を嬉き々きとして竜たちのためだけに使う。そんなリーゼにアナベルはまた強く憧あこがれ、でもサリバンをちょっぴり不ふ憫びんに思った。

「やっぱりお酒くらいは好きなだけ飲んで楽しくおしゃべりしてほしいなぁ……」

　だから次にパブへ行くときは、ナインに少し多めにお金を持っていってもらおう──。

　そんなことを考えながら、すっかり空になった二本のペアサイダーの瓶びんを銀のトレイに載のせて、アナベルは夏の夕暮れに染まりつつある中庭をゆっくりと歩いていった。
















アナベルの新人バトラー日誌：エマージェンシー
















　春の盛さかりの午後三時──。

　麗うららかな気候などまるで関係なく、竜りゆうたちの帰還が始まったドラゴンギルドの発着ゲートは今日も戦場と化している。アナベルは先せん輩ぱいバトラーのテオと組み、第二ゲートに着陸したナインヘルの洗せん浄じようとオーバーホールを開始した。

　両りよう隣どなりのゲートも帰還したサリバンとバーチェスで埋うまり、そのほかフォンティーンとガーディアンが上空待機している。今日も完全にまわっていない。こういうときは、執務室で勤務する筆頭バトラーが加勢しに現場へ来てくれる。

　しかも彼は通常二人で行う作業をすべて一人でしてしまうのだ。今も第一ゲートに帰き還かんしたサリバンを洗浄しながら同時にオーバーホールを行っている。その動きに無む駄だはいっさいなく、デッキブラシを駆く使しするさまもすばらしく鮮あざやかだった。

　リーゼの熟練した動きもさることながら、一人でふたつの作業を同時に行うためには竜の協力が欠かせない。サリバンはリーゼに「右みぎ脚あしのうしろ痒かゆいよ？」と自己申しん告こくし、リーゼは「小枝が挟はさまってた」とすぐに確かく認にんする。

　サリバンはそのあともリーゼが洗浄しやすいように巨体を動かし、すべての工程を終わらせて脱だつ衣い室へ向かった。リーゼはさらに上空待機していたフォンティーンをあっという間に洗ってオーバーホールし、「もういけるだろ。あと頼んだ」と言ってゲートを出る。

　そうして脱衣室の入り口で待機していたジュストがリーゼの防護服を脱ぬがすあいだに、淀よどみない早口で幾いくつかの指示を出すと、多忙な筆頭バトラーは大おお股またで執務室へ帰っていった。

　──リーゼさん、かっこいい……。

　それに比べ、アナベルはまだナインヘルの洗浄を終わらせていない。テオも、まったく言うことを聞かないサラマンダーに四苦八苦している。サリバンの一割でいいから、ナインヘルも協力してくれたら凄すごく助かるのに。せめて痛いところや痒いところを教えてくれないだろうか。

「ねえ、ナイン、どこか痛いところない？」

「ない。おれは痛みなんか感じたりしねえって何回も言ってるだろうが」

　いきなり怒おこられてしまってしょんぼりする。

　強きよう[image: 靭]じんな体たい軀くと硬かたい[image: 鱗]うろこを持っている竜は痛みに対して鈍どん感かんで、中でもサラマンダーは痛点が極きよく端たんに少ないらしい。実際にナインヘルは鋭えい利りな金属片へんが身体からだに刺ささっていても普ふ通つうに会話をしていたし、魔ま石せきから放たれる黒い雷かみなりに打たれても倒たおれず、最後はその魔石を壊こわすに至った。

　そんなナインヘルは痛みを感じることを恥はじと思っているようだ。最強種で荒あらっぽい性格のサラマンダーらしいと言えばそうなのだが、バトラーたちは困らされている。

　ナインヘルは帰還のたびにバトラーに状態を訊きかれて機き嫌げんを悪くしていた。「痛み」で苛いら立だつくらいだから、「痒み」など訊いたらもっと怒るかもしれない。でもこれは仕事なのでアナベルも引かずに頑がん張ばらなければ。

「痒いところは？　やっぱりそれもないよね……」

「ある」

「えっ！　どっ、どこ!?　教えて！」

　まさか痒いところがあるなんて。しかもそれを素す直なおに言ってくれるなんて──嬉うれしいあまり、ナインヘルが驚おどろくほどの勢いでその顔にしがみつく。するとナインヘルは鋭するどい牙きばが並ぶ大きな口をアナベルの耳に近づけて、ごにょ……とその部分を教えてくれた。

　聞き終わるなり、尻尾しつぽをオーバーホールしているテオのところへ駆けていって報告する。

「テオ。あの、ナインが右耳のうしろ痒いって言ってます」

「へー、自己申告とは珍しい。まだ頭のほうは見れてねえんだよ。そこだけ先に見とくか」

「はい」

　二人で赤い[image: 鱗]の上を歩いていき、ナインヘルの後頭部に立つ。テオは該がい当とうする場所にしゃがむと、専用トングで[image: 鱗]を一枚一枚挟んでチェックしたが、ふいに手を止めてつぶやいた。

「あれ？　なんか動いてないか？」

「ほんとですね。なんでしょう」

　うしろからのぞき込むアナベルにもテオの言うものが見えた。赤い[image: 鱗]のあいだに茶色くて丸いものが挟まっていて、その茶色い物体から出ている針金みたいなものが、もぞ、と動いた。

「ぎゃぁあ……！」

「えっ」

　いきなり叫さけびながら派手に尻しり餅もちをつくテオにびっくりする。驚くアナベルを放ほうって、テオは後ずさりをしながら、なおも大声をあげた。

「オオカガリグモだぁ！　死ぬ！　死ぬー！　エマージェンシーだぁ！」

「おおかがりぐも？　蜘蛛くもですか？」

「ばっ、ばかやろ！　近づくなっ、死にてえのか！　人間七十人殺す猛もう毒どく持ってんだぞ！　もっと離はなれろ！」

　もう少し近くで見ようとしたが、本気で怒るテオに防護服を思いきり引っ張られてしまい、二人揃そろってナインヘルの巨体から転げ落ちた。七十人もの命を奪うばうその毒の強さにぞっと肌はだが粟あわ立だつ。

　テオがふたたびナインヘルの身体によじ登りながら叫んだ。

「リーゼさん呼んでこいっ！　オオカガリグモ出たって、エマージェンシーだって言え！　早く行け！」

「はいっ」

　テオだって今すぐここから逃にげ出したいだろうに、自分は残ってアナベルをオオカガリグモから離れさせようとしてくれる。いつも「だりぃ」とか「休みほしぃ」ばかり言っているテオだけれど、こういうときの判断は物凄く迅じん速そくだ。アナベルは最も頼たよりとする先輩バトラーのためにも一秒でも早くリーゼを呼びに行きたくなった。

　しかしテオ本人に引き止められる。

「だぁ、おいアナベル！　ナインヘルにじっとしてろって言ってくれよ！　動かれてオオカガリグモ見失ったら終わりだっ。俺、死にたくねえ」

「は、はい」

　ナインヘルは尻尾で床ゆかをバタン、バタン、と叩たたいていて、これはオーバーホールがだるいと思いはじめているサインだった。アナベルは宥なだめるように頰ほおのあたりを撫なでながら言う。

「ねえ、ナインが痒いって教えてくれたところにオオカガリグモがいたの。今も[image: 鱗]のあいだに挟まってるんだよ。リーゼさん呼んでくるから、それまで動かないで待っててほしいな」

「あ？　オオカガリグモ？　そんなもんいつ入ったんだ」

「ええっと、それは……」

　それはどちらかというとアナベルとテオがナインヘルに訊きたいことだ。

　でも苛立ちはじめている火竜サラマンダーにあれこれ言うのは得策ではないし、なにより早くリーゼを呼びに行きたい。アナベルは松の葉みたいな太く長いまつげに顔をうずめて頼たのみ込む。

「お願いだよ。オオカガリグモを見失うのも、ナインが刺されるのも、どっちもいやだ」

「………。早くリーゼ呼んでこい」

「うんっ。ありがとう、すぐ戻もどるからね、動かないで待っててね！」

　ナインヘルの顔をぎゅっとしてから駆かけだす。そのうしろで「あいつ火竜のコントロール能力ほんと高えな」とテオがつぶやいたが、必死で駆けていったアナベルには聞こえなかった。

　息を切らしながら執しつ務む室の扉とびらをノックする。

　すぐに「どうぞ」と返事があったので入室すると、つい先ほどジュストに防護服を脱がさせていたリーゼは、今はウェスト・コート姿で山のような書類を捌さばいていた。

「お忙いそがしいところすみません。ゲートに来ていただけないでしょうか……。テオがエマージェンシーと言っています」

「あぁん？　あいつ二日に一度は『エマージェンシーだぁ！』って騒さわいでるじゃねえか」

「そうなんですけど……あの、ナインヘルの[image: 鱗]にオオカガリグモが挟まっていて──」

　虫の名を出した途と端たん、気だるそうにぼやいていたリーゼは表情を変え、すっと立ち上がった。

「そりゃまずいな」

　筆頭バトラーは短くつぶやきながらテール・コートを着ると、クリップボードを脇わきに挟んで執務室を出る。アナベルはそれについていった。

　きちんと束ねられたポニーテールが揺ゆれる。リーゼは普通に歩いているだけでもかなり速い。コツコツと踵かかとを鳴らしながらアナベルに訊いてくる。

「シーモアのやつ、どっかに転がってないか？　今日は議会に出てないはずだ」

「執務室に来るときラウンジにいるのを見ました。今もいると思います」

「よし、連れてこい。俺が呼んでるって言え。オオカガリグモの名を出せばわかる」

「イエス・サー」

　エントランスホールで一いつ旦たんリーゼと別れたアナベルがラウンジへ向かうと、シーモアはまだそこにいて、シャハトたちと談だん笑しようしていた。

「シーモア、ちょっと時間もらってもいい？」

「こんにちはー、アナベル。どうしたの？」

「あ、こんにちは。──あのね、リーゼさんがゲートに来てって。オオカガリグモが出たんだ……これでわかる？」

「ほんと？　わぁい」

　はて、とアナベルは思った。オオカガリグモに対しての反応はじつにさまざまである。二人でゲートに向かう途中、鼻歌を歌いながらのっしのっしと歩くシーモアに訊たずねた。

「どうしてリーゼさんはシーモアを呼んだのかな？　踏ふみ潰つぶしてもらうにしても危ないよね」

「僕がオオカガリグモ好きなの知ってるからだとおもうよー」

「す、好き？　猛毒を持ってるんでしょう？」

「うん、好き。大好物なの。毒なんて持ってたかなー？　おなか壊したことないよ？」

「えぇぇ！　たっ、食べちゃうの……！」

　シーモアは嬉しそうにうなずき、「久しぶりだなあー。たのしみー」などと言ってまた歌いながらのっしのっしと歩いていく。

　ドラゴンギルドに所属する竜りゆうは、猛毒を持つ蜘蛛すらおやつにする──彼らが世界最強の魔物であることをアナベルは少し不思議な形で再さい認にん識しきした。

　第二ゲートに戻ると、じっとしているナインヘルの上で、オオカガリグモに接近しすぎるリーゼをテオが羽は交がい締じめにして止めている。仲良くじゃれ合っているように見えるからとても不思議だった。

　シーモアとアナベルも赤い[image: 鱗]を登っていく。男を三人乗せてもまったく平気なナインヘルだったが、巨きよ漢かんのシーモアが乗ったときは「うっ」と声を漏もらしていた。

「わあ、ほんとだー」

　テオとアナベルが戦せん慄りつに身を震ふるわせたオオカガリグモを見て、シーモアは瞳ひとみをきらきらさせる。さっそく食べようと彼が手を伸のばしたとき、リーゼとテオが仲良く声をあげた。

「うわぁーっ！　無理！　ほんとムリ！　勘かん弁べんしてくれっ」

「待てシーモア！　待てっ！　……さすがに見るに堪たえんビジュアルだぜ。竜になって食え」

　おあずけをされてしゅんとするシーモアに「軍服脱ぬぐの手伝うよ」とアナベルは綺き麗れいに微笑ほほえんで言った──ナインヘルが相当苛立っていることにも気づかずに。

　赤い[image: 鱗]からおりて土竜ゲノムスになったシーモアがオオカガリグモを口の中へ入れる瞬しゆん間かんは、さすがに見ることができなかった。

「うえぇ……。竜でもキツイ……」

　テオは見たようで、えずく真似まねをする。シーモアはもぐもぐしながらリーゼに訊きいた。

「ねえ、リーゼ、せっかく竜になったからこのままおさんぽしてきてもいい？」

「いいぞ。ここにサイン書いてけ。処理しておく」

「リーゼさん、それ、そこそこ無理あるっす」

　そう言うテオにリーゼが無言でクリップボードとペンを渡わたした。「やれ」ということである。

　シーモアの前まえ脚あしはずんぐりとしていて爪つめも真ん丸で、一機ではペンなどとても持てたものではない。テオと一いつ緒しよになって手伝い、三人がかりで【しー～もウ】とサインをした。シーモアの怪かい力りきを受け止めきれない紙が、ビリ、と最後に悲鳴をあげる。

「あっ！」

「うろたえるなアナベル。敵は手て強ごわい。何食わぬ顔でこのまま受理まで持っていくんだ」

「えっ、僕？」

　テオに無言でクリップボードを渡された。「行け」ということである。

　さっきは猛毒を持つオオカガリグモからアナベルを離れさせようとしてくれたのに。テオの中の恐きよう怖ふランキングがどのように構成されているのか、いまいちつかみあぐねる。しかし受理を勝ち取らなければシーモアは散歩へ行けないしアナベルたちも仕事を再開できなかった。

「やりなおし」と言われるのはわかりきっているけれど、クリップボードをリーゼに手渡して返事を待つ。すると思いもよらないことを訊かれた。

「オオカガリグモはどうやって発見した？」

「え……？　はい、あの、ナインヘルが自己申しん告こくをしてくれて、いるのがわかりました」

「なるほどな。助かったぜ。オオカガリグモ発見は本物のエマージェンシーだ。逃のがしていたらギルドは数か月の営業停止を食くらっていただろう。万が一死人が出たりなどすれば営業停止どころの話ではなくなる。ナインヘルをよく労ねぎらってやってくれ。俺からも話はするが──今ちょっと機き嫌げんが悪そうだからな。後日にしよう」

　リーゼは、眉み間けんに皺しわを寄せてじっとしているナインヘルを見やり、ふっと笑った。

「……はい！　ありがとうございます」

　そしてクリップボードを見た筆頭バトラーは、書いたアナベルたちでさえ読めない古代文字のようなそれにとても満足そうにして、すでに翼つばさを広げているシーモアに向かって言った。

「よし、行ってこい。晩飯までには戻れよ」

「はぁーい」

　シーモアは夕方の散歩に出かけ、リーゼは上機嫌でゲートを去っていく。

　そこに残されたテオとアナベルは顔を見合わせた。

「あのサインで受理されるなら、もう発着願なんかなくてもいいんじゃねーの……？」

「僕もそう思いますけど、それ聞かれたら、たぶんリーゼさんに殺され──」

　しかし返事の途中で背後からブオォッと熱風を浴びせられる。ナインヘルが炎ほのおを吐はいたようだった。

「熱っちぃ！」

「おい！　てめえらいいかげんにしやがれ！　いつまでじっとしてりゃいいんだ！　用が済んだならとっととオーバーホールを終わらせろ！」

「は、はい、ただいま」

　そう返事をしたテオがちゃきちゃきとオーバーホールを進めたので、アナベルも大急ぎでデッキブラシを持ち直した。だがナインヘルの怒いかりは治まりを見せない。

「おいアナベル！　おまえ今日おれ付きだって忘れてねえだろうな」

「わ、忘れてないよ、忘れてないです……」

　そこでようやくナインヘルがにやりと嗤わらう。嫌いやな予感にぞっとした。今日ナインヘルは議会に出席する日ではない。ということは、このあとは自由──。

　なにかを察したテオがオーバーホールを終わらせて「アナベル、達者でな……」とつぶやく。

　いつもアナベルに多くのアドバイスをくれて、今日は見事な連係プレーでエマージェンシーを乗り越こえたというのに、なんて冷たい先せん輩ぱい──そのようなことを考えられたのも一瞬で、アナベルは人型になったナインヘルに担かつがれて巣に連行されてしまった。寝しん台だいに放ほうり投げられると同時に巨きよ軀くが伸しかかってくる。

「う、わ」

「いらいらしてんのに、おまえが『動かないで』って言うからその通りにしてやったんだ。なのにリーゼが来ても動けねえ、さらにシーモアが乗ってくる。なんで軍服を脱ぐ手伝いなんかやってんだ。そんなことする必要ねえだろうが。リーゼが去ってもおまえらくっちゃべってオーバーホールを再開しねえ。この落とし前どうやってつけるんだ、アナベル？」

「ご、ごめんなさい」

　謝っても許されるわけがなく、そこから滅め茶ちや苦く茶ちやな交合が始まった。

　何時間が経たったかわからない夜よ更ふけにようやくナインヘルの機嫌が直り、一旦解放される。

　へなへなでどこにも力が入らないし声も掠かすれているけれど、早く伝えたいことがあった。

「ねえ……、リーゼさん、ナインにありがとうって、言ってたよ……。オオカガリグモいるって、言ってくれて、助かったって……」

　むっとするナインヘルはアナベルの頭の下に腕うでを滑すべり込ませてくるだけで、なにも言わない。でも機嫌は直ったばかりだから、怒おこっていないことはよくわかっていた。

　たぶん、少し照れているのだと思う。アナベルは綺麗に笑ってお願いした。

「僕もすごく嬉うれしかった、から……また、痒かゆいところ、あったら、教えてくれる……？」

「………。──わかった」

　その短い返事がたまらなく愛いとしくて、ずっとナインヘルと話していたいと思ったのに、抗あらがえない眠ねむ気けに襲おそわれてしまった。

「ナイン、ありがと」

　なんとかそれだけを伝えて、アナベルはまぶたを閉じた。

　そして夢を見る。それはとても素す敵てきな夢だ。今日のサリバンとリーゼのように、ナインヘルの洗せん浄じようとオーバーホールをアナベル一人でやっている。ナインヘルは自分から痛いところや痒いところをきちんと教えてくれるし、アナベルのデッキブラシ捌さばきだってすばらしく鮮あざやかだ。

　でも夢だけで終わりにしない。いつかきっと実現しよう。ナインとなら必ずできる──。

「どんな夢見たらそんなニヤケ顔になるんだ」

　ナインヘルが笑って言ったことにも気づかずに、アナベルはにこにこしながら深く心地ここちいい眠りに揺られつづけた。
















物憂げな夏の午後　～人魚は竜に抱かれて寝言を言う～
















「東洋のお茶って、とても綺麗だね。翡ひ翠すいを溶とかしたみたい」

　メルヴィネはそう話しかけながら、緑茶の入ったグラスをフォンティーンに手渡した。

　盛せい夏かの午後──。ドラゴンギルドの中庭は色しき彩さい豊かな花々と眩まばゆいほどの緑葉に包まれている。フォンティーンのそばに座ったメルヴィネは、コーディアルのソーダ割りをひとくち飲んでつぶやいた。

「ふー、あついなぁ」

「熱い……発情か。メルヴィネ、服を脱ぬげ。兄竜サロメが戻もどるまで私が抱だいてやる」

「ううん、大だい丈じよう夫ぶだよ。ありがとう」

　サロメに聞かれたら巨大な水竜たつ巻まきを喚よばれるだけでは済まない会話だが、メルヴィネは驚きよう愕がくも動どう揺ようもしない。フォンティーンは口数が少ないけれど、メルヴィネはその少ない言葉の深意を汲くみ取ることができるようになってきた。

　彼の言う「抱いてやる」に性的な意味はまったく含ふくまれていない。仮に裸はだかで抱き合ったとしても、フォンティーンはいつも通り哲てつ学がくの本を読む。メルヴィネにはそれがよくわかっていた。

　水竜オンデイーヌの裸ら体たいは冷たいから、「抱きしめて熱を緩かん和わしてやる、そうすれば兄竜サロメが帰き還かんするまで耐たえられるだろう」とフォンティーンは気き遣づかってくれているのだ。

　でも、形の良い眉まゆをひそめている。原因はきっと、脱ごうとしている軍服だ。

『フォンはねー、時計も直せるくらい手先が器用なのに衣類の扱あつかいが大だい嫌きらいでね……自分で軍服を着たり脱いだりできるけど、それをさせたら機き嫌げんがものすごく悪くなるの。億おつ劫くうでしかたないみたい。進んで手伝ってあげてね』──ジュストの教えを思い出し、メルヴィネは微笑ほほえむ。

「発情の熱いじゃなくて、夏の暑い、だよ。ありがとう。心配かけてごめんね。軍服は脱がなくて大丈夫だよ」

　礼を伝えると、フォンティーンは眉間の皺を消して軍服から手を放し、緑茶を啜すすって分厚い哲学の本を開いた。

　その横顔は、やはり物憂げアンニユイである。

　夏の風が中庭を吹ふき抜ぬけていき、濃のう淡たんの異なる葉は影かげが揺ゆれる。整った貌かおに長いまつげの影が落ちる様子を見つめながら、メルヴィネは物思いに耽ふけった。

　竜りゆうの兄弟の中でも、サロメとフォンティーンはひときわよく似ている。

　腰こしまで届く銀色の髪かみと、大きな手や眦まなじりに煌きらめく水色の[image: 鱗]うろこ。物静かなところや東洋の茶を好んで飲むところ。そして、淑しとやかな佇たたずまいに秘められた竜の強きよう[image: 靭]じんさと、苛か烈れつなまでの庇ひ護ご欲よくと所有欲──。

「………」

　夏特有の気だるさに誘さそわれて、まぶたが半分落ちてしまった。本に瞳ひとみを向けたままのフォンティーンが「眠ってもかまわない」と言ってくれる。

「眠くないよ。でも、静かで心地いいね」

　静せい寂じやくを愛しているフォンティーン。彼の美び貌ぼうはいつも憂うれいを帯びている。けれど、その強い憂いが唯ゆい一いつ消えるときがあることをメルヴィネは知っていた。

　それは、異なる色の瞳を持つバトラーの、美しい唇くちびるに激しく耽たん溺できするとき──。

　淑やかで優美なオンディーヌたち。だが綺き麗れいな[image: 鱗]の下には怖こわいほどの烈はげしさが潜ひそむ。そんな彼らのことが、メルヴィネはとても好きだった。

　──でも、二人はとてもよく似てるんだけど、ぜんぜん違ちがうんだ……。

「お茶、おかわりする？」

　グラスの中の緑茶が少なくなっていたので訊たずねると、フォンティーンは黙だまって一度だけうなずく。

　そうして物もの憂うげな夏の午後は、いつも通り静かに過ぎていった。
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「メルヴィネ。眠ってはいけません。目を開けなさい、メル」

「ぅ、……ん」

　サロメは強く言ったが、駄だ目めだった。メルヴィネの甘い吐と息いきが寝ね息いきへと変わる。

　ひどく不服だ。眠る隙すきなど与あたえたつもりはない。夕方、[image: 鱗]を通して聞いた、フォンティーンとの会話を問いたださなくては気が済まなかった。

　なにより、まだつながっていたかったのに──サロメは惜おしみながら結合をほどき、濡ぬれた人魚の肢し体たいを清めていく。

　着物を纏まとって寝しん台だいに横たわると、眠るメルヴィネがすぐにくっついてきた。

「………」

　夕方のあの会話を、サロメは許したわけではないし今も気分はよくない。

　しかし、寝相が悪くていつも腕の中から出ようとするメルヴィネが、みずから入ってきた。懐ふところに顔をぐりぐりと押しあて、整えたばかりの着物を乱してくる仕草はたまらなく可愛かわいらしい。それだけで許してしまいそうになる。

「ウーン……。ぅー、……どうしよ」

　おや、始まった──片かた肘ひじをついて横たわっているサロメは、もう片方の腕でメルヴィネを抱いた。この子は普ふ段だんから話すほうだが寝言も盛さかんである。小さな唇をむにゃむにゃと動かしてメルヴィネは真夜中のおしゃべりを始めた。

「……どうしよう、困ったな」

　以前、話しかけたら目を覚ましてしまった。できるだけ多くの寝言を聞きたいサロメは黙って耳を傾かたむける。

「なんであんなにどきどきするんだろ……仕事中はだめなのに、困る……つらい」

　メルヴィネは仕事中、なにかに惑まどわされているようだ。つらいことから守りたいが、サロメの出動中に起こることは対応が難しい。ひどく歯は痒がゆかった。

「ジュストさんに相談しようかな」

　それだけはいけない。あの男はなにを言っても淫みだらなことに話をすり替かえる。

「でもジュストさんはいやらしい返事しかくれないだろうし……テオさんやアナベルにも言いにくいな。サリバンは怖い」

　メルヴィネが警戒すサリバンとべき者ジユストをきちんと警けい戒かいしているとわかり、サロメは満まん悦えつを覚えた。しかしその喜びも、眠る人魚が笑顔になって言った言葉に打ち砕くだかれる。

「やっぱりフォンティーンに相談しよう」

　なぜ弟フオンの名は嬉うれしそうに言うのにサロメの名は出ないのだろう。相談すべきは伴はん侶りよではないのか──ただでさえ気分がよくないところに苛いら立だちが募つのる。

「サロメには絶対に知られたくないんだ」

「なぜです」

「だってすごく恥はずかしいから……サロメに付くとき、どきどきするなんて、そんなのだめでしょう。仕事なのに」

　なんという愛いとしい寝言──サロメは話しかけてしまったことも気にせず人魚を強く抱きしめた。その瞬しゆん間かん、青みがかった翡翠色の瞳がぱちっと開く。

「あ、っ……ぼく、また寝言……なにか言ってた？　変なこと言ってない？」

「はい、言っていません。──メル、夜が明けて仕事が始まれば、メルは私に付きますね。帰還後は一いつ緒しよに議会です」

「うん……そのあとは、中庭でアフタヌーン・ティー。……お仕事、がんばろ……ね」

　寝言を言っていないと知らされたメルヴィネは安あん堵どしたようで、微笑みながらまぶたを閉じた。人魚が夢の中へ戻っていくと寝言も再開された。

「……フォンティーンに相談はできるけど、抱きしめられるのは、やっぱりだめだ。サロメじゃないと、絶対だめ」

　そうして着物をぎゅっと握にぎってきた。寝言と仕草があまりにも可愛くて、問いただすはずだったフォンティーンとの会話がどうでもよくなる。

「サロメとフォンティーンはよく似てるけど、ぜんぜん違うんだ。フォンティーンは友人で、サロメは……こ、こぃ……、こい、び……」

〝恋こい人びと〟と言おうとしている──確実に聞きたくて、ごりっ、と額を重ねて待ったが、メルヴィネは肝かん心じんなところで「むにゃ……」と語ご尾びを曖あい昧まいにした。がっかりして額を離はなす。

「がんばる、どきどきしない……たぶん」

　そのあともメルヴィネはサロメの胸に顔を押しあてて、ごにょごにょと唇を動かしていたが、やがてそれも止やんだ。

　──仕事中のメルを惑わせていたのは私だったなんて……これはよくない。

　恙つつがなく業務を行えるよう協力するのは伴侶の責務であろう。──そう、メルヴィネがどきどきを我が慢まんできるまで鍛たん練れんすればいい。

　アフタヌーン・ティーを使って鍛練するのが最良と思われる。まず手を取り、そこに口づけることから始め、メルヴィネがどきどきに耐えられたら、その次は抱き上げて腿ももに座らせ、唇が触ふれ合うほど近くで話をして──。

「すべて、メルの仕事のためです」

　腕うでに思いきり力を込めると、人魚は竜に抱かれて「ぅ、ぎゅ…くるしい」と寝言を言う。

　早く朝が来ないだろうか。今日は鍛練のために超ちよう高速で帰還しよう──サロメは上じよう機き嫌げんになって、愛しい人魚の額に何度も激しいキスをした。
















罪な魔物　リピン
















　今日の業務を終えたアナベルが火竜の巣に戻もどると、そこはいつもと少し様子が違っていた。

「あれ……、ナイン？」

　先に帰き還かんしたはずのナインヘルもいないしリピンも飛んでこない。なぜだろうと小首をかしげていると、ぴぃぴぃという泣き声が聞こえてきた。

「リピン？　起きてるの？」

　リピンは本当に驚おどろくほどよく眠ねむる。最初はそれがとても気になったが、ナインヘルに当たり前だと言われた。『ほこりってのは、じっとしてるもんだろ？』──その言葉には妙みような説得力があって、アナベルが数日のあいだ一度も起きてこないほこりの魔ま物ものを心配することはなくなった。

　でも起きているときはすぐに飛んでくっついてくるのに。「リピン、どこ？」と声をかけながら、本ほん棚だなの隙すき間まやランプシェードなど、彼が好んで過ごす場所を捜さがしていく。

「アナベルぅー……」

　すると、いつも元気なリピンのものとは思えないほど弱々しい声が聞こえてきたので、心配になったアナベルは彼のベッドが置いてあるローテーブルの下をのぞき込んだ。

「どうしたの？　おなか痛い？　熱があるとか……？」

「ちがうー」

　毛糸玉のベッドにぺたりと座り込むリピンは、大きな瞳ひとみを涙なみだで潤うるませ、顔を真っ赤にしながらひそひそと話した。

「だれにも言わないって約束してくれる？」

「うん。大だい丈じよう夫ぶ、約束するよ」

「こ、これ……」

　リピンがもじもじしながら見せてきたその後ろ姿に、アナベルは思わず大きな声を出してしまった。

「あーっ！　おしり、どうしちゃったの!?」

　顔と手足以外はモコモコのほこりで覆おおわれているはずなのに、小さな丸い尻しりが剝むき出しになっている。リピンの瞳から涙がこぼれ落ちて、毛糸玉の上をぴちゃんと跳はねた。

「ナインヘルさまが、おしりのほこりをむしって燃やしちゃったんだー」

「ええっ？　ナイン、どうしてそんなひどいことを。なにがあったの？」

　そう訊きいてもリピンは「はずかしいよー、さむいよー」と泣いてばかりで答えてくれない。

　──ナインとリピンが喧けん嘩か？　信じられない……。

　アナベルがそう思うくらいに、火竜とほこりの魔物は仲がとてもよかった。

　ナインヘルがジグソーパズルを始めると、リピンは張り切って小片ピースを運び、それに飽あきたら次は広くて大きな竜の背を滑すべり台にして、ツーッと滑って遊びだす。ナインヘルはそれを気にせずにパズルをつづけていた。

　二匹ひきで一冊の本を見ながら話し、リピンが大きな声で笑うところも見たことがある。アナベルが巣に入ってきたとわかった途と端たん、彼らは二匹だけの秘密を隠かくすみたいにパタンと本を閉じ、リピンは笑え顔がおで飛んできた。

　少し羨うらやましいと思ってしまうくらい仲がいいのに、どうして──。

「もう泣かないで。ほら、これで見えないよ」

　ポケットからハンカチを取り出して腰こしに巻いてやると、リピンはようやく泣きやんだ。

　しかしよほど恥ずかしくて悲しいのか、ずいぶんとしょげてしまっている。少しでも早く尻をなんとかしてやらねばならない。喧嘩の理由はそのあとゆっくり聞くと決めた。

「ねえ、ナインじゃないと治せない？　ほかに方法があるなら教えて？」

「よく似たほこりがあったら、アナベルの魔女の力でくっつくかもしれない……」

「そうなの？　だったらやってみよう！　白くてふわふわのほこりがあればいいんだよね」

　アナベルは意気込んで広い室内を見まわし、そしてこの巣を徹てつ底てい的に掃そう除じしたことを後こう悔かいした。ナインヘルに『全部いる。勝手に捨てるな』と強く言われたので、相変わらずがらくただらけではあるが、それらに付いたほこりや汚よごれを取り除き、棚や箱を使って整せい頓とんしてしまっていた。

「この巣にほこりがないのなら……リピン、行こう」

「ウン」

　こうなれば、ほかの竜の巣かギルド内から探し出すしかない。ハンカチで包んだリピンをポケットに入れ、巣を出たアナベルはほこり探しを始めた。







　長い廊ろう下かを歩きながら考える。白いほこりを蓄たくわえていそうな竜の最有力候補はエドワードだ。優やさしい土竜は柔やわらかな笑顔をして「ほこりが欲しいのかい？　好きなだけ持っておゆき」と言ってくれるだろう。しかし老ろう齢れいの竜である彼はもう休んでいる。起こしてまで「ほこりください」とは言いにくい。

　サロメやキュレネー、フォンティーンは綺き麗れい好きだからほこりがあるとは思えないし、シーモアは巣の中を大好きな土でいっぱいにしているので駄だ目めだ。

　サリバン、ガーディアン、バーチェスの巣は要注意だった。ナインヘルいわく『奴やつらは可愛かわいけりゃ誰だれだっていい』らしい。

『奴らの巣に絶対近づくな。近づいたら燃やす』とナインヘルにきつく言われている。うっかり連れ込まれでもしたら、ドラゴンギルドは灰かい燼じんに帰きするだろう。それを想像して、ぞっとしながら扉とびらの前を駆かけ足で通り過ぎた。

　当然ではあるがギルド内の大階段やエントランスホールには塵ちりひとつ落ちていない。アナベルたちが念入りに清せい掃そうし、そのあとジュストたち先せん輩ぱいバトラーの厳しいチェックがあるからだった。

「うぅん。ないな、困ったな」

「アナベルだいじょうぶ？　ぼくのおしり、すーすーしたままなの……？」

「そんなことないよ、大丈夫、心当たりはまだあるんだ」

　ふわふわのほこりを蓄えていると思われる場所は、あとひとつしかない。アナベルは意を決するとその部屋へ向かった。







　目的の部屋に着くなり、艶つややかな飴あめ色いろをした立派な扉に耳をあて、こっそり室内の様子をうかがう。

　──リーゼさん、いるかな。サリバンの巣に帰っちゃったかな。

「なにやってんだ」

「うわぁっ！　び、びっくりしたっ」

　アナベルとリピンが辿たどり着いたのは、ドラゴンギルドの筆頭バトラーの執しつ務む室──その主あるじに背後から声をかけられて、文字通り飛び上がってしまった。

「リ、リーゼさん。足音まったく聞こえなかったです」

「おまえがわかりやすくコソコソしてるからだろ？　どうしたんだ」

　なぜか楽しそうにするリーゼは、パイプをくわえた唇くちびるの片かた端はしを上げて笑う。アナベルはあらかじめ考えておいた理由を上司に話した。

「僕、万年筆を落としてしまって……おととい執務室で面談を受けたときだったかな、と思ったんです。ソファの下あたりを少しだけ見せていただけないでしょうか……」

「ああ、かまわん。捜すといい」

　リーゼは執務室の鍵かぎを開けて中に入れてくれた。アナベルは自分が座った一人掛がけソファに駆け寄り、祈いのるような思いでその下をのぞき込む。

「わぁっ、やっぱり！」

　ある。長年かけて積もり、誰の手にも触ふれられていない新雪のようなほこりが。

「よかった、すごくいいほこりだ……」

「いいほこり？　なんだそりゃ。おまえ、万年筆を捜してるんじゃないのか？」

「あっ、いえ、あのっ。──あ、あれ？　ないなー。もう一度、脱だつ衣い室も捜してみます。お邪じや魔ましてすみません」

　必死で取り繕つくろったがリーゼをごまかせるはずがなく、ひどく胡う乱ろんな目つきで見られてしまった。年季の入ったパイプからぼっふぼっふと煙けむりが出てくる。

「天然もほどほどにな」

「あは、は……。はい……お疲つかれさまです……」

「お疲れさん」

　失礼します……と執務室の扉を片手でゆっくり閉める。もう片方の手には、アナベルとリピンにとって宝にも勝まさる、ふわふわのほこりがもっさりとあった。

「ほら見て！　このほこりなら、おしりにつけても大丈夫でしょう？」

「わぁい、ありがとアナベル。でもそれぜんぶくっつけたら、ぼく、ほこりの魔物じゃなくて、おしりの魔物になっちゃうねー……」

「そ、そうだね、量は調節しよう……焦あせっていっぱい取っちゃった」

　ナインヘルの巣に戻もどると、リピンは毛糸玉のベッドに立ち、ふたたびもじもじしながら尻を向けてくる。そこに適量に千切ったほこりをあてがった。

「ひゃー、くすぐったい」

「うん、でもじっとしてて……」

　──ほこりがおしりに馴な染じみますように。くっつけ。くっついて……。

　そう心から願って指をそっと離はなすと、ほこりは落ちることなくリピンの身体からだの一部になった。

「や、やった……！」

　リピンは尻についたほこりをぐいぐいと動かしたり引っ張ったりして、その具合を確かめ、微び調ちよう整せいをする。

「ほんの少しだけ色が違ちがうけど、いい？」

「ウン！　だいじょうぶ、なじんでくるとおもうー。ありがとアナベル！　もうはずかしくないよ！」

「よかった。ナインにはもう絶対しないように言うけど、もしものときのために、これ残しとこうね」

　アナベルはがらくたの中から小さな薬くすり瓶びんを持ってきて、そこに残ったほこりを詰つめて保管した。尻が隠れて安心したのか、リピンは早々に大きな瞳ひとみを半分にする。「寝ねていいよ」と言うと、毛糸玉のベッドにころんと横になった。

「ねえ、このハンカチもらっちゃだめ？　アナベルのにおいするの。甘くていいにおいー」

「いいよ。掛け毛布がわりにできそう？」

　先ほどまで元気がなくて泣いてもいたので、いつものリピンになって安あん堵どした。アナベルは微笑ほほえみながら、横になるリピンにハンカチを掛けてやる。

「アナベルありがと。おやすみなさいー」

　泣いたせいで鼻が詰まっているのだろうか、リピンはにこにこ笑いながら、すぐにぴゅーぴゅーと鼻を鳴らして熟じゆく睡すいしはじめた。この様子だと二、三日よく眠ねむって、起きたときにはナインヘルとの喧けん嘩かも忘れているだろう。

「本当によかった。おやすみ……」

「えらく仲がいいじゃねえか」

「うわぁっ！　び、びっくりしたっ」

　驚きよう愕がくが終わらないうちにリピンの寝顔が遠のいた。知らないあいだに帰ってきたナインヘルに抱だき上げられ、そのまま寝しん台だいに押し倒たおされる。

「ナ、ナイン。足音してなかったよ」

「おれはいつも通りだ。おまえがちびにかまけてるからだろうが」

　ナインヘルは猛もう烈れつに機き嫌げんが悪かった。リピンとの喧嘩が尾おを引いているのだろうか。

　機嫌を直したいけれど、でもその前に、リピンを泣かせたことだけはきちんと咎とがめないといけないし、尻しりのほこりを燃やした理由も確かく認にんしておきたかった。

「どうしてあんなことしたの？　おしり丸見えにして……恥はずかしいでしょう？　リピンにだって魔物の誇ほこりがあるんだよ、それを傷つけるようなことは──」

「尻が見えることのなにが恥はじなんだ？　アナベルは毎晩おれに尻を向けるじゃねえか」

「うぅ……、意味がぜんぜん違う……。もういいよ……喧嘩の理由はなに？」

　そう訊きくと、ナインヘルが金色の瞳を鋭するどく光らせ、ごりぃっ、と頭ず突つきをしてくる。

「いたたっ……ナイン、痛いっ」

「リピンとべたべたするなっ。甘やかしすぎだ。だからちびが『ぼくアナベルといちばんなかよし』とか言いだすんだろうが」

「……！」

　ナインヘルはリピンとアナベルが仲よくするのが気に入らなくて、ほこりを毟むしり取ったというのだろうか。

　──ナインが、リピンに嫉しつ妬と？

　いけないと思いながらも、少しだけ可笑おかしくなってしまった。

　アナベルも、ナインヘルと仲のいいリピンに焼きもちをやいたことがある。まさかお互たがいリピンに妬やいていたなんて。結局はナインヘルもアナベルも小さなリピンには敵かなわずに、なにも知らない彼はすやすやと眠っている。なんて罪な魔物なのだろう。

　柔やわらかく微笑むアナベルに、ナインヘルは眉まゆをひそめて訊いてくる。

「おまえの一番は誰なんだ」

「ナイン」

「なら、ちびは二番か？」

「二番とかは、ないよ。……ナインだけだよ」

　想おもっていることを素す直なおに伝えた。リピンのことは大好きで、竜りゆうの兄弟やバトラーたちは掛け替がえのない仲間、そしてリーゼのことは尊敬している。でもナインヘルだけは違う。

　炎ほのお色いろの[image: 鱗]うろこを持つ竜だけが、アナベルの心の一番大切なところにいて、いつも胸を熱くする。

　至近距きよ離りにある金色の瞳を見つめると、ナインヘルは苛いら立だちを消して唇を寄せてきた。その形の良い唇をそっと指で押さえて、アナベルも訊たずねた。

「ナインは……？」

「言っただろ。おれの大切なものはおまえだけだ。おれのアナベル──」

「ん……」

　焦しよう燥そうに駆かられたナインヘルが首筋に顔をうずめてくる。強く抱きしめられたとき、ローテーブルの下にある毛糸玉のベッドが見えた。アナベルの青い瞳に映ったのは、そこで熟睡するリピンと、彼に掛けた白く柔らかな布地。

　──あぁ。あれはまずい……。

　ハンカチをあげたことがばれたら、今度こそリピンは嫉妬に駆られたサラマンダーに丸まる裸はだかにされてしまう。しかしアナベルに夢中になるナインヘルは、リピンと喧嘩したことなどもうどうでもいいようで、ハンカチにも気づいていなかった。

　どうかこのまま気づきませんように。ナインが眠ったらすぐハンカチを隠かくさないと──火竜の愛あい撫ぶを受け、ぼんやりとしだした頭で考える。

　アナベルの気苦労も知らない罪なほこりの魔物はニヨニヨと笑いながら眠り、小さな鼻ちょうちんをぱちんと弾はじけさせた。
















アナベルの新人バトラー日誌：リピンのワクワク初任務
















　柔やわらかな光が差す秋の午後──。ドラゴンギルドの中庭は、鈴すず生なりに実ったさんざしと色づいた楓かえでの葉で美しい赤色に染め上げられている。アナベルは二機の竜とともにアフタヌーン・ティーを始めた。

　結社ギルドは設立以来、常に竜よりもバトラーのほうが少ないそうで、時折こうして二機の竜を同時に担当することがある。その場合は考こう慮りよされ、フォンティーンとシャハトなど比ひ較かく的てき世話のしやすい竜を割り当てられるのが通例なのだが、今日のアナベルに限ってはそれが当て嵌はまらなかった。

　暴あばれん坊ぼうの火竜サラマンダー・ナインヘルと、気まぐれで奔ほん放ぽうな風竜シルフイード・サリバン──アナベルの言うことを聞いてくれない彼らは、「だるい。巣に帰る」とか「えー、せっかくだからみんなで街へ遊びに行こうよ」などと言い、好き勝手な方向へ散らばろうとする。それを懸けん命めいに宥なだめすかして、どうにか中庭の椅い子すに座らせるところまで漕こぎつけた。

　──こ、この二機は、つらいよ、テオ……。

　任務スケジュールの管理という、アナベルには到とう底ていできない業務を担になっている現場主任に文句はいっさいないけれど、つい心の中で弱音を吐はいてしまう。

『あいつらを攻こう略りやくできれば、今後はどの二機に当たっても楽勝じゃねえか』──筆頭バトラーは激げき励れいかどうかよくわからない言葉をかけてくれたが、アナベルはそのとき初めて彼の手首に煌きらめくものを見た。緑色の美しいそれがサリバンの[image: 鱗]で作られたブレスレットだということは、訊かなくてもわかる。ではリーゼは幾いくつの[image: 鱗]をつけられているのだろう。

　ティーカップに紅茶を注いでいるとき、そのことを思い出したアナベルがサリバンに訊ねると、「少ないよー、最近はつける隙すきがあんまりなくてさ」と不満げに言って、長い指を折りながら数えていく。

「ん、と……今は九枚かな」

「えっ、九枚も？　多くないですか？」

「うそ、アナベルそれ本気で言ってるの？　信じられない……」

「少なすぎるだろ」

　アナベルが思ったことを素直に口にすると竜の兄弟は同時に目を見開いて驚おどろき、そして金色の瞳ひとみをすっと細めたナインヘルが眼光鋭く睨ねめつけてくる。

「本当は全身の肌はだが見えなくなるくらい[image: 鱗]をつける。それをやめてやってるんだ」

「そうそう。ぼくもリーゼくんの身体じゅうに[image: 鱗]をつけちゃいたいけど、でも肌もいっぱい舐なめたいし、[image: 鱗]つけたら舐められないし、ほんともう毎日が葛かつ藤とうだよねえ？」

「ああ。おれは今のところ舐めるほうで折り合いをつけてる」

「………」

　のっけから、感覚の大おお幅はばなズレに打ちのめされた。

　竜という世界最強の魔ま物ものが持つ独特の思考と感性をほかの生き物が理解するのはとても難しい。身体じゅうに緑色の[image: 鱗]をつけられたリーゼと、赤い[image: 鱗]をつけられた自分の姿を想像してしまい、ぞっとした。

　そんなアナベルに気づきもしないサリバンがにこにこしてクイズを出してくる。

「いつもは九枚だけど、ときどき十枚になるよ。さて、どーこだ？」

「ええっと……ピアスで二枚、指輪で一枚でしょう？　髪かみ留どめで一枚、両手両足のブレスレットとアンクレットで四枚。あとは、うーん……あっ、ネックレスで一枚、ですか？」

「あたりー」

「でもそれで九枚だろ。あとの一枚はどこだ？」

　そう訊ねるナインヘルは、少し冷まさないと飲めないほどの熱々の紅茶を三杯ばいも立てつづけにがぶ飲みし、空になったティーカップをまた差し出してくる。アナベルは焦あせっておかわりを注ぎながら考えたが、ときどき増えるという十枚目の[image: 鱗]の在り処かは思いつかない。

　なかなかの難問に二人揃そろって悩なやんでいると、楽しそうにしているサリバンは親指と人差し指をくっつけて輪を作った。

「あとの一枚はねえ、輪っかにしてギュッてしたり、細長い棒にして挿さしたりするんだよ」

　──ひ、ぃー……。

　今のひとことでわかってしまったアナベルは全身に冷や汗あせをかいた。

　この風竜は筆頭バトラーにいったいなにをさせているのだろう。できれば知らないままでいたかったし、ナインヘルには絶対に知ってほしくない。彼は、兄竜に教えられたことはすべてやらないと気が済まない傾けい向こうがある。

　アナベルの不安など知る由よしもないナインヘルはどうしてもクイズを当てたいらしく、長い指を顎あごにあてて真しん剣けんに考えだした。

「輪っか？　ギュッ？　棒？　なんだそれ。どこなんだ？」

「やだなぁ、ナインヘルってば、ほんとにわかんないの？　あのねぇー」

「やめて！　絶対に言わないでサリバ……、──うわぁーっ！　うしろっ、うしろ!!」

　アナベルの声に反応した二機の竜りゆうが振ふり向くと、そこに緑色の鉞まさかりを持った筆頭バトラーが立っていた。

　彼のこめかみには血管がはっきりと浮うき出ているのにサリバンは気づかないのだろうか、目に見えそうなハートをリーゼへ向けてばんばん飛ばしながら声を弾はずませる。

「あらっ、リーゼくん今日はお仕事終わり？　早いなあ、嬉うれしいなあ。巣に帰ろ」

「くだらねぇことばっか話しやがって……この変態竜が」

　サリバンの愛の光線を完全に無視するリーゼが慣れた手つきで振り上げた鉞は、どう見てもシルフィードの[image: 鱗]うろこでできていて、ピカピカに磨みがき上げられた刃やいばの部分に〝LIESE〟と刻まれていた。

「特注!?　筆頭バトラー仕様!?」

「ぼくたち夫ふう婦ふの記念日にプレゼントしたの。リーゼくん似合ってる。あぁ最高にセクシー」

「へー、鉞かっこいいな。おれも欲しい」

　振りかざした鉞を今にも叩たたきつけそうなリーゼは、眉まゆを吊つり上げて猫ねこのような瞳をかっと見開き、剝むき出しにした犬歯をぎりぎりと鳴らしている。

　かつてない恐きよう怖ふにアナベルは全身の血が引き、ぶるぶる震ふるえているというのに、竜の兄弟は「わかったぞ、十枚目の[image: 鱗]って鉞だろ！」「違ちがうよナインヘル、ぜんぜん違うから」などという悠ゆう長ちよう極きわまりない会話を繰くり広げていた。二機とも、〝サタン・オブ・ギルド〟の異名に相応ふさわしい悪魔の形相をちゃんと見て、どれほど命の危機に瀕ひんしているかを認にん識しきしてほしい。

　やがて怒いかれるサタンはにやりと嗤わらい、高い位置で束ねた髪を妖あやしげに揺ゆらして言う。

「おい魔物ども……。三匹びきまとめて狩かってやろうか？　あァん!?」　>>>♥

「ギャー、解散!!」

　ヒュッ！　という心臓が縮みそうな音がして鉞が容よう赦しやなく振りおろされ、三匹の魔物はちりぢりになった。幼生体の飼育小屋まで全速力で逃にげたアナベルは、はぁはぁと息を切らしながら振り返る。

　誰だれもいない。

　──リーゼさん、今のは本気だった。本当に狩られるところだった……。

　でもこれでナインヘルが十枚目の[image: 鱗]の位置を知ることはなくなった。心から安あん堵どし、リーゼに感謝する。遠くからサリバンの「きゃー、リーゼくんに狩られちゃうー」という声が聞こえたが、もう放ほうっておくことにした。

　一方、中庭をゆっくりと歩くナインヘルは、まだ首をかしげて考えていた。

「十枚目は鉞じゃねえのか。じゃあ結局、残りの一枚はどこなんだ？」







　多少のアクシデントはあったものの、きちんと業務を終わらせて火竜の巣へ戻もどると、元気よく飛んできたリピンが胸にピトッとくっついてくる。

「アナベル、おかえりなさいー！」

「ただいま、リピン。ナインは帰ってきてる？」

「ウン！　一いつ緒しよにパズルしてるの」

「あ、そうだ、もうすぐ完成するんだったよね」

　リピンが飛んで戻った先に、下着ひとつでジグソーパズルをしているナインヘルの広い背が見えた。これでも根気よく言いつづけ、最近になってようやく全ぜん裸らから昇しよう格かくしたのだから、アナベルは充じゆう分ぶん嬉しい。あたりに脱ぬぎ散らかされた軍服や長ちよう靴かを拾い集めて整え、ナインヘルのところへ行くと、片手で腰こしを軽くつかまれて胡坐あぐらの上に座らされた。

「遅おせぇ。なにしてたんだ」

「ティーセットの片づけとか、雑務をちょっとだけ……遅くなってごめんね」

　訊きかれたらどうしようと身構えていたが、ナインヘルはサリバンが言っていた十枚目の[image: 鱗]に興味をなくしたようで、なにも口にしなかった。安心したアナベルはいつも通り火竜の大きな身体からだに包まれながら、ナインヘルとリピンの「この小片ピース、そこに嵌はまるんじゃねえか」「ウンっ、……わ、はまったよ！　やったー」という息の合ったやりとりをしばらく見守る。

　そうして忘れないうちに今日の業務内容を書き留めておこうと、手帳を入れているポケットに触ふれた。

「あれっ。……ない」

　テール・コートのポケットに手帳が入っていない。念のため確認したスラックスのポケットにも。手帳を置き忘れるなんて初めてで驚いたが、どこにあるかはすぐに見当がついた。

　──中庭だよね、絶対。

　アナベルは先ほどまでその場所にいて、ナインヘルとサリバンのアフタヌーン・ティーに付き合っていたのだが、鉞を持つ筆頭バトラーに襲しゆう撃げきされて解散となった。幼生体の飼育小屋まで逃げたアナベルが恐おそる恐る中庭へ戻ると、怒りをまったく治めていないリーゼがサリバンに馬乗りになって鉞を振り上げており、サリバンはとても嬉しそうにしている。

　アナベルは戯たわむれる二人に気づかれないよう必死でティーセットを回収した。そのとき自分が座っていた椅い子すに手帳が落ちているのを見たように思う。しかし拾って確認する時間も、心の余よ裕ゆうもなかった。

「ねえ、ナイン。僕、手帳を中庭に置いてきちゃったみたい。取ってくるね」

　懐かい中ちゆう時計を確認すると、ティーセットを回収して一時間ほどが過ぎている。これだけ時間が経たっていればサリバンとリーゼも中庭にはいないだろう。そう思って立ち上がろうとしたが、腰にまわされている長くて太い竜の腕うでに阻はばまれた。

「少しだけ放してもらってもいい？　僕、中庭に行ってくる」

「明日あしたにしろ」

「えぇ……、でも」

　ナインヘルが言うように、明日の朝に中庭を通って手帳を取り、そのまま脱だつ衣い室へ行けば問題はない。しかし窓の外は雨雲が広がりはじめていて、陽ひが沈しずむころには降ってきそうだった。

　手帳が濡ぬれるのは少し困る。誰かが拾ってくれていたら助かるけれど、その可能性は低い。

　ほんの五分くらいだから、と言ってもナインヘルは聞き入れてくれなかった。離はなれることが許せないのだと気づいたアナベルは、小さな溜ため息をひとつつく。

「じゃあ、一緒に──」

「ぼくっ、ぼくが行く！　アナベルの手帳、取ってくる！」

　一緒に行ってくれたら嬉しいな──そう言うよりも先に、リピンが張り切って大きな声を出した。その元気で可愛かわいらしい姿にアナベルは笑う。

「リピンも一緒に行ってくれるの？」

「ウウン、ちがうー、ぼくだけで行く！　アナベルはナインヘルさまと巣で待ってて！」

「えっ……。それ、は……」

　一人で行くか、それが駄だ目めならナインヘルに服を着せて二人で行くか──ふたつの選せん択たく肢ししか頭になかったアナベルは、思いもよらないリピンの言葉に焦りだす。

　こんなにも小さくて、ほんの少し臆おく病びような彼を一匹だけで外に行かせたくない。

「やめとこう、危ないよ。雨も降りそうだし……濡れたら風邪かぜひくよ。熱が出たりおなか痛くなったりするのいやでしょう？」

「へいき！　ぼく、いつか竜になるんだよ。ドラゴンギルドに入ったときの練習する。今とても困ってるアナベルをぼくが助けるんだ。ねぇねぇ、いいでしょう、ナインヘルさま」

　戸と惑まどうアナベルをよそに、リピンは持っていた小片ピースを放り投げ、ナインヘルのごつごつした膝ひざ頭がしらにペトッ、とくっつく。

　だめに決まってんだろ──そう止めてくれると期待していたのに、アナベルさえ離れなければそれでいいのだろうか、ナインヘルはジグソーパズルに集中しながら至し極ごく適当につぶやいた。

「ああ。リピンの初任務だ。行ってこい」

「は、はつにんむ……！」

　大好きな主あるじに──ナインヘル直々に任務を与あたえられたリピンは、ただでさえ大きな瞳ひとみをこれ以上ないほど開いてきらきらと輝かがやかせる。『任務』という言葉に相当な憧あこがれを抱いだいているらしいほこりの魔ま物ものは、ナインヘルの膝頭に勢いよく立ち、小さくてもこもこの身体を激しく震わせた。嬉しくてたまらないようである。

　──ナイン、酷ひどいよ。いいかげんな返事して……。

　アナベルは青い瞳でナインヘルを睨にらんだ。リピンにとって物もの凄すごく大切なことを軽く扱あつかっているように見えて、もやもやとした気持ちになる。

　自分が駆かけ足で取りに行けば、今ごろ手帳を持って戻ってきているのに。おかしなことになってしまった。しかし初任務に燃えるリピンと、それを適当な言葉で煽あおるナインヘルを覆くつがえせる気がまったくしない。アナベルは諦あきらめて『任務』の内容確認を始めた。

「中庭の場所は知ってるよね。楓かえでの樹きが並んで立ってて、その近くに丸いテーブルと椅子が幾いくつかあるの。手帳はテーブルじゃなくて椅子に落ちてるから、椅子を見てね」

「ウン、なかにわ知ってるー。まるいテーブルじゃなくて、いすを見る。アナベル、おやつ持って行ってもいい？」

「おやつ……？　いいんじゃないかな……ね、ねえ、ナイン」

　勝手をしては怒られると思い、確認を取ると、まったく興味を示さないリピンの主はパズルから視線を動かしもせずに黙だまってうなずいた。

　アナベルは立ち上がって棚たなへ行き、そこに置いてあるガラス瓶びんの蓋ふたを開ける。中にはいろいろな種類のビスケットが入っていた。ついてきたリピンが、自分の身体より大きなガラス瓶に顔と両手をぴったりくっつけて、足をタシタシ踏ふみ鳴らしながら訊いてくる。

「わー。宝石箱みたい。ねえアナベル、ラズベリージャム挟はさまってるの、ある？」

「うん。あるよ」

　任務じゃなくてピクニックみたいだな──アナベルは微笑ほほえんで、ジャムの挟まったビスケットと、胡桃くるみがついたビスケットを薄うす紙がみに包んでリピンに持たせた。

　リピンはそれを小さな鉤かぎ爪づめのある手でギュッと抱だきしめ、頰ほおを林りん檎ごのように赤くする。

「ありがと、アナベル！　うれしいー」

「気をつけてね。手帳は見つからなくてもいいから、おやつ食べたらすぐ戻ってきてね」

「うんっ！　行ってくる……じゃない、第一ゲートから、しゅつどうします！」

　手帳なんか、もうどうでもいい。

　いよいよ心配でたまらなくなったアナベルは「いい？　おやつ食べたらすぐ帰き還かんだよ」と念を押しながら第一ゲートを──火竜の巣の扉とびらを開けた。

　ワクワクが止まらないリピンは、尻尾しつぽを元気よく振ふりながら飛んで行く。

　できるだけ長く見守っていたいのに、小さな魔物はすぐに見えなくなってしまった。







「まだかな。遅いな。……まさか、迷子になったとか」

　ナインヘルの胡坐に腰かけるアナベルは、懐中時計の蓋をパチ、パチと鳴らした。

　何度確かく認にんしたかわからない時計の文字盤ばんにまた視線を落とす。リピンを送り出してもう四十分も経っている。中庭でビスケットを食べてくるだけなら十五分もかからないのに。

　心配でしかたないアナベルとは対照的に、ナインヘルはアナベルを脚あしに乗せながらジグソーパズルに勤いそしむという、いつもの時間を満まん喫きつしている。それに少し苛いら立だってしまった。

「ねえ、遅すぎるよ、見にいってもいい？」

「だめだ」

「どうして？　ナインはリピンのこと心配じゃないの？」

　わずかに語気を強くすると、パズルばかり見ていたナインヘルがようやくアナベルに視線を向けてくる。縦長の瞳どう孔こうをした金色の瞳が、間近で鋭するどく光った。

「あいつは任務中だ。おまえ、おれたちの帰還が遅おくれたら任務地まで見にくるのか」

「行かない、けど」

　でも、これは任務なんかじゃない。ナインが適当な返事をしたからこうなったんでしょう──そう責めてしまいそうになって、しかしアナベルは言葉を吞のみ込む。

　見み据すえてくる火竜サラマンダーの金色の瞳は、真しん剣けんそのものだった。

　その瞳を見つめ返しながらアナベルは気づく。ナインヘルは適当に言ってなどいない。

　これはリピンの初任務であり彼が担になった仕事なのだと、ナインヘルは本気で考えている。

「………」

　リピンにとって物凄く大切なことを軽く扱っているように見えたのは、アナベルのよくない思い込みだった。

　軽く扱っているなんて、そんなことはまったくなくて、冗じよう談だん半分でいたのもアナベルだけだった。そう気づいたとき、カリカリと扉を引っ搔かく音とともに「開けて……あけてぇー…」という声が聞こえた。

「あっ、帰ってきたっ！」

　ナインヘルの腕を振り払はらって立ち上がり、扉まで駆けて勢いよく開く。でも、いつもすぐ胸に飛び込んでくるのに、もこもこの感かん触しよくがしなかった。足元に視線を落とすと手帳が立っていて、その両りよう端はしを持つ小さな鉤爪だけが見えている。

　リピンはちゃんと手帳を取ってきてくれた。胸を撫なでおろすとともに嬉うれしくもなり、明るい声で出で迎むかえる。

「お帰りなさい！　手帳の場所、すぐにわかった？」

　するとリピンが「ぅ、わあぁー…ん」と大声で泣きながら足首にしがみついてきて、手帳がパタ、と音を立てて倒たおれた。片手で掬すくい上げたほこりの魔物は身体からだを丸めて震ふるえだす。

「リピン？　どうしたの？」

　そう訊きくあいだにも掌てのひらが涙なみだで濡れていく。アナベルは廊ろう下かに落ちた手帳を拾い、扉を閉めた。

　雨はまだ降っていないのに手帳はずぶ濡ぬれで、紙がしわくちゃになっている。リピンの大おお粒つぶの涙をすべて吸い取ったみたいだった。

「大だい丈じよう夫ぶ？　なにがあったの」

　リピンはぴぃぴぃと泣くばかりで答えない。手の中で震える小さな身体は、ほこりの一部が千切れたり、からまったりしている。心配していた通り、思いもよらない事態トラブルに見み舞まわれたのだ。こうなるから一匹ぴきだけで行かせたくなかったのに。

　でも、ひどく泣いているけれど、リピンは手帳を回収するという彼にしかできない仕事を果たして帰ってきた。その喜びと安あん堵どは、遠い空に帰還する竜の姿が見えたときに感じるものと同じで、誇ほこらしくもあった。だからアナベルはゲートで竜の[image: 鱗]うろこを洗うみたいに、ごわごわになった身体を繰くり返し優やさしく撫でて、ほこりを綺き麗れいに馴な染じませる。

　そうしてようやく顔を上げたリピンに、ゆっくりと訊たずねた。

「なにがあったのか、教えてくれる？」

「……なかにわに、うんと大きなかいぶつがいてね、そのかいぶつに、おそわれたんだー…」

「ええっ、怪かい物ぶつって、どんなの？」

　アナベルはひどく驚おどろいた。その大きな怪物は、いったいいつドラゴンギルドに侵しん入にゆうしたのだろう。今すぐリーゼに報告し、ナインヘルに捕とらえてもらわなければならない。リピンは、えぐっ、えぐっ、と嗚お咽えつを漏もらしながら、怪物の特とく徴ちようを身振り手振りで教えてくれた。

「手が四本もあって、毛むくじゃらで、目がぎらぎらしてるの。ニャアー、ギニャーって吠ほえられた。ほんとに、こぉーんなに大きくて怖こわくてね、するどい爪つめで手帳を引っ搔いてきて」

「………」

　それはたぶん、中庭に棲すみついている猫ねこだと思う。

　ドラゴンギルドで、いや、世界で最も巨きよ大だいで恐おそろしい生き物はサラマンダーなのだが、どうして彼のことは大好きなのに猫は『大きくて怖い』になるのだろう……。

　心の中で小首をかしげていると、リピンが洟はなをズビ、と啜すすりながら怪物との戦いを伝えてくる。

「かいぶつが手帳をぼろぼろにしようとするから、怖かったけど、やめろー、って怒おこったんだ。そしたらぼくのほこりをむしってきて、おやつを……と、取られた」

「えっ。取られたって、全部？　リピンはビスケット食べてないの？」

「ウン……ぼくの大切なおやつ……」

　目の前で食べられてしまったのだろうか、リピンはまた「うゎーん」と声をあげて泣く。

　わずか四十分でかつてない恐きよう怖ふと悲劇を経験してしまい、泣いてばかりのリピン。

　でも、身体を毟むしられてごわごわにされ、あんなに楽しみにしていた菓か子しを奪うばわれてまで、手帳を守ってくれた。ほこりでできた小さな身体には、ちゃんと勇気が宿っている。

　とても嬉しくなって撫でつづけると、リピンは「ほー…」と言って大きな瞳を糸のように細くした。でも安心しているのではなく、ひどく悲しそうにする。またぽろぽろと涙を落としながら語りだす。

「かいぶつから少し離はなれられたときにフォンティーンとジュストに会ってね、助けてって言おうとしたけど、二人がすごいケンカしてたんだー…。顔と顔をね、ごちっ！　って何回もぶつけててね、ケンカしないでよーって言ったけど、ぜんぜん聞いてくれなくて……ぼく、逃にげて、きちゃった。ぐす。……ねえ、止めに、いかなきゃ」

「それ、は……たぶん大丈夫」

　それは喧けん嘩かではなく、いつもの長いやりとりだろう。しかしリピンに彼らのことを説明するのはとても難しい。

「なんで？　どうして大丈夫なの？　ケンカしてほしくないよー、うっ、うっ……」

「うぅーん……そうだ、きっともう仲直りしてるよ。明日あした、僕がジュストさんに確認を──」

「いつまでもびーびー泣いてんじゃねえ！」

　どうにかリピンを宥なだめようとしているところにいきなり怒ど号ごうが飛んできて、アナベルは心臓が飛び出そうなほどに驚いた。リピンもビクッと身体を震わせる。

　巣の空気がびりびりとする。魔ま女じよとほこりの魔物が恐る恐る見たサラマンダーは、こめかみに血管を浮うかばせていた。鋭い牙きばの向こうから炎ほのおが出てきそうである。

「帰還して何分経たってんだ？　いつまでもメソメソふにゃふにゃしやがって。──おい、リピン。おまえ、いつか竜になるんだろ。竜ってのはな、泣かねえんだ。火竜サラマンダーは魔物に頼たのまれたって絶対に泣かねえ。おまえも火竜の端はしくれなら今すぐ泣きやめ！　じゃねえと燃やすぞ！」

　こ、怖い──。

「ぐひ」

　そんな奇き妙みような音を立てて喉のどを詰つまらせるリピンと同時に、アナベルまで「うっ」と息を止めてしまった。怒ったときのナインヘルは本当に恐ろしい。アナベルでさえそう思ってしまう。

　でも主あるじの言いつけを懸けん命めいに守ろうとするリピンは、手帳をずぶ濡れにするほどの涙を、つい今まで絶え間なく流していた涙を引っ込めた。

　そうしてアナベルの掌からポテッと床ゆかに落ちると、飛ぶことも忘れて、世界で最も近寄りががたい魔物のところへ必死で駆かけていく。

「もうメソメソしてない……でも、でも、なかにわに、かいぶつが……ナインヘル、ざ、ま」

「知るか。さっさと寝ねちまえ」

「ちょっと、ナイン……！」

　その言いかたはあまりにも酷ひどい。抗こう議ぎしかけたけれど、ナインヘルに容よう赦しやなく突つき放されたリピンはどうしてか「ほ、ほんとっ？　わぁい」と喜んだ。

「……？」

　こうしたナインヘルとリピンにしかわからない不思議なやりとりは、過去にも数回あった。

　アナベルはそれを見守る。手酷く怒鳴られ、燃やすとまで言われたのに、リピンは主の脚にぴったりとくっついた。

「ナインヘルさま、こんぺいとう、食べていい？」

「あぁ？　ふざけんなよおまえ」

「いっこ……、いっこだけにする、から」

　リピンが今にもこぼれ落ちそうな涙をぐっと堪こらえて頼み込むと、ナインヘルは物もの凄すごく大きな舌打ちをして、「ひとつだぞ。早くしろ」と許可を出した。

　小さなほこりの魔物はせわしなく竜りゆうの巣を走る。リピンが毛糸玉のベッドに潜もぐり込んだ直後、ボリボリ、ゴリ、という音がした。早くしろと言われて、金平糖を必死で嚙かみ砕くだいているようだった。

　そしてすぐに毛糸玉のベッドから飛び出してくる。また懸命に駆けてナインヘルのところへ戻もどると、赤い[image: 鱗]の浮かぶ竜の背に小さな鉤かぎ爪づめを立ててよじ登っていく。

「リピン」

　アナベルは焦あせって呼び止めた。今、どうしてもリピンに伝えておきたかった。そうしないと、また数日のあいだ眠ねむってしまう彼とはしばらく言葉を交かわせない。

　広い背を上がっていくモコモコの塊かたまりが止まる。少しだけ振ふり向くリピンに、笑え顔がおで言った。

「手帳を守ってくれてありがとうね。とても助かったよ。任務お疲つかれさま……」

「ウン。アナベル、おやすみなさいー」

　心から感謝と労ねぎらいを伝えると、リピンはにっこりと笑い、でも堪えきれずにまた大粒の涙をポトリと落とす。それを見たアナベルが駆け寄るよりも先に、リピンはナインヘルの背を登りきり、癖くせのある黒くろ髪かみの中へもぞもぞと入っていった。

「………」

　広い竜の巣に、涙の匂においを纏まとった沈ちん黙もくが降りてくる。

　アナベルは掌に残ったリピンの涙を握にぎりしめた。

　せっかくの初任務だったのに。リピンはひどく怖い思いをしただけでは済まず、ナインヘルに物凄く怒られてしまった。ちゃんと任務を果たしたというのに。

　出動したときの、あのワクワクした気持ちのまま帰き還かんしてくれたらどれだけよかっただろう。

　ナインヘルに「よくやった」と任務遂すい行こうを褒ほめてほしかった。それなのに、悲しませるだけになってしまって──自分まで泣きそうになったアナベルは肩かたを落として立ち尽つくした。

　ナインヘルは相変わらずジグソーパズルばかり見ていて、そこに視線を向けたまま手招きをしてくる。

　早く座れということだ。アナベルはゆっくりと近づき、胡坐あぐらに力なく腰こしをおろす。

　すると、ナインヘルの黒髪から、ぴゅー…ぴゅー…と鼻の鳴る音が聞こえてきた。金平糖の甘い匂いも漂ただよってくる。

「髪……見てもいい？」

　パズルをつづけるナインヘルがうなずいてくれたので、アナベルは胡坐の上で身体からだの向きを変える。そうして赤い[image: 鱗]の浮かぶ肩につかまり、後頭部の髪をほんの少し持ち上げた。

「わ、……」

　リピンは、ナインヘルの黒髪をもこもこの身体に巻きつけて眠っていた。先ほどアナベルに見せてきた悲しい笑顔ではなく、身体に巻きつけた髪の先をぎゅっと握って、とても嬉うれしそうにニヨニヨと笑っている。

　アナベルにはよくわかる。ここがリピンの特等席──安心できて、たまらなく嬉しくて幸せになれる、世界で一番好きなところ。本当によくわかる。だってアナベルも同じだから──。

　そしてきっと、ナインヘルもそれをわかってくれている。

　任務を遂行できても、まだ報ほう酬しゆうはもらえないリピン。だからナインヘルはご褒ほう美びを考えてくれた。『さっさと寝ちまえ』とは、『髪の中で寝ていい』ということ──乱暴で物凄くわかりづらいその言葉の意味を、ようやくアナベルは正しく理解する。

　ナインヘルは「よくやった」なんて、わかりやすい褒めかたは絶対にしない。でも、言葉で褒められるよりも、リピンがもっとずっと嬉しくなれることを知っていて、それをちゃんと叶かなえてくれていたのだ。

　小さなほこりの魔物は、怪かい物ぶつと戦った恐怖もビスケットを取られた悲しみも、とっくに忘れているはず。幸せいっぱいの寝顔がそう伝えてくる。

「初任務、頑がん張ばってよかったね。リピン……」

　涙なみだが出そうなくらい嬉しくなって、アナベルは綺き麗れいに笑う。でもリピンが黒髪を思いきり引っ張っているから、ナインヘルの頭皮までもがビーンと伸のびきっていた。これは物凄く痛い。リピンは小さいけれど、かなり力持ちなのだ。

「ナイン、痛くないの？」

「痛い？　なにが」

　普ふ通つうなら耐たえられないほどの力と痛みだろうに、ナインヘルは本当になにも感じていないようで、あっさりと言った。

　アナベルのサラマンダーはどこまでも強くて怖こわくて、そして優やさしい。

　誰だれも知らない、ナインヘル自身すら気づけない不器用な優しさは、アナベルがちゃんとわかっている。それでいい。

「……ううん、なんでもないよ」

　髪の毛をそっと元に戻して、アナベルは胡坐の上に座り直した。

　竜の巣にあった涙の気配はすっかり消えて、今は温ぬくもりと幸せだけがある。

　アナベルは厚い胸むな板いたに頰ほおを寄せ、まぶたを閉じて、ナインヘルが纏う甘い金平糖の匂いにふわふわと酔よい痴しれた。

「おい、アナベル。なにぼうっとしてんだ、ちびの代わりにパズル手伝え」

「うん、手伝う……」

　ナインヘルがなにかを言っているけれど、喜びに浸ひたっていたくて、ぼんやりと返事をした。

　……アナベルにはもうひとつ、わかったことがある。

　リピンは、いつか必ず竜になる。ナインヘルが本気で言ってくれるから、リピンも、そしてアナベルも心から信じられた。

　リピンが竜になったら、アナベルもバトラーとして少しだけ厳しくしないといけない。

　任務中におやつは出ません、って、ちゃんと言おう──。

「なあ、この小片ピースどこに嵌はまるんだ？　アナベルもやれよ。──おいっ、聞いてんのか」

「うん、聞いてる……。ナイン、大好きだよ……」

　本当は全然聞けていない。またぼんやりとつぶやいた瞬しゆん間かん、バラバラッとジグソーパズルの崩くずれる音がした。驚おどろいてまぶたを開くよりも先に、小片ピースの散った床に寝転がされ、裸はだかになった竜の巨きよ軀くが伸のしかかってきた。

「わ、ぁっ。パズルが……せっかく、できてたのに」

「どうでもいい。おまえが誘さそったんだろ」

「えぇっ……、誘って、なんか──、あ……だめ、っ……、リピン、起き、る……」

「絶対に起きねえ。ちびは寝るのが本業だってアナベルも知ってるだろ」

　加減というものを知らないサラマンダーはニッと笑うと、怒ど濤とうの交合を開始する。あっという間に裸に剝むかれ、圧あつ迫ぱく感かんを覚える隙すきもなく根元まで挿そう入にゆうされて、腰を激しく打ちつけられた。

「あっ、あ……っ」

「く、っ──」

　そうして一度目の射精を終えたナインヘルが、「ふ、……ぅ」と深く息をつきながら訊たずねてくる。

「──そういや、サリバンが言ってた十枚目の[image: 鱗]うろこってやつ。どこにつけるかアナベルはわかってんだろ？　どこだ？」

「へっ……？」

　身体も頭の芯しんもほとんど蕩とろけて、完全に油断していたアナベルは奇き妙みような声を出してしまった。巣に戻ってきてからは興味がなくなったような素振りをしていたのに、なぜ突とつ然ぜんそれを言いだすのだろう。あたふたするアナベルを放ほうって、中に入ったままのナインヘルは長い指を顎あごにあてながら「ずっと気になってんだよな」などとつぶやく。

「し、知らないっ。[image: 鱗]をつける場所はいっぱいあるんだし、一枚くらい、知らなくたっていいでしょう」

「ふぅん。まぁいい、明日あしたサリバンに訊きけば済むことだ」

「やめて！　……そ、そうだっ、僕、サリバンに訊いておくね。それで、ナインに伝え──」

「あ？　なんでそんな面めん倒どうなことすんだよ。自分で訊くからいい」

「い、いやだ……おねがい、だからっ、訊かない、で……、──あっ、あ、ナイン、っ……」

　このままでは、いずれ『輪っかにしてギュッてしたり、細長い棒にして挿さしたり』されてしまう。そうなればサリバンを恨うらんでしまう──兄竜に訊こうとしているナインヘルを全身全ぜん霊れいで止めなくてはならないのに、ふたたび動きはじめたその腰使いに翻ほん弄ろうされて、なにも考えられなくなってしまった。

　でもナインヘルの言う通りだったことは憶おぼえている。夜が深くなるまでガクンガクンと激しく揺ゆらされたけれど、リピンは一瞬も目を覚まさない。

　その夜は火竜と魔ま女じよの甘い吐と息いきに紛まぎれて、ぴゅー…ぴゅー…というほこりの魔物の寝ね息いきが絶えることなく聞こえつづけた。
















アナベルの新人バトラー日誌：僕の上司について
















　昼時を過ぎたひとけのない食堂で、アナベルは昼食をとっていた。

　テーブルに置いた懐かい中ちゆう時計は午後二時十分をさしている。竜たちの帰き還かんが始まる前に発着ゲートへ行かなくてはならないため、食べるのが遅おそい自覚があるアナベルは急いでシェパーズ・パイを口に運ぶ。

　するとテーブルを挟はさんだ向かいの椅い子すに誰かが腰かけた。

「遅い昼飯だな。おまえが最後か？」

「あっ、リーゼさん、お疲つかれさまです。はい、僕が最後です」

　アナベルに遅いと言うリーゼも、今から昼食をとるようだ。テーブルに並べられたのは、ボウルいっぱいのサラダと大きなライ麦パン、スコーンがみっつ、山盛りのスコッチエッグと、皿からはみ出たアップルパイ──見るだけで胸やけを起こしそうなそれらを、リーゼはすべて食べてしまう。

　何度見ても慣れない。華きや奢しやな身体つきは同じなのに、食の細いアナベルとはまるで違ちがっていた。その豪ごう快かいな食べっぷりは竜をも超こえるのではないかと思う。

　見た目の年ねん齢れいもアナベルとほぼ変わらないが、その実年齢は五十近くだそうだ。

　初めて聞いたときはすぐに信じることができなかった。それほどに、目の前で大量の食事を平らげていく筆頭バトラーは眉び目もく秀しゆう麗れいで若い。

　最強位の魔女ジゼルを母親に持ち、三十年にわたってドラゴンギルドを運営し、世界最強の魔物たちを統とう率そつする唯ゆい一いつの人物──アナベルの上司は〝サタン・オブ・ギルド〟と呼ばれている、いわゆる無敵というものである。

　そんなリーゼもアナベルと同じ歳としのころは、その美しい顔立ちと細身のせいで苦労したこともあったようだ。帝てい国こく軍の総司令部の一室で、複数の軍人に囲まれ凌りよう辱じよくされかけたと聞いた。

　当時の出来事を訊くのは憚はばかられるが、リーゼはことあるごとに政府や帝国軍に呼び出され、今日もまた一人で総司令部へ出向く予定になっている。ひどく心配なので思いきって訊ねた。

「リーゼさん、このあと総司令部へ行くのですよね……？」

「ああ。でもゲートで一仕事してからだけどな。今日は絶対にまわらないからお願いしますって、午前中に早はや々ばやとジュストが言ってきたぜ」

「あっ、確かにまわらないです、すみません。でも……その、総司令部へ一人で行くのは、危険ではないですか？　帰還した竜を連れて行くとかは……だめでしょうか」

「危険ってなんだ？」

「あの、──昔、リーゼさん、大勢の軍人に囲まれたと、聞いて……一人は心配、です」

「あー。そういや、そんなこともあったっけな。昔すぎて記き憶おくが曖あい昧まいだが」

　口の中をスコッチエッグでいっぱいにするリーゼは、気だるそうに返事をする。己おのれの身の上に起こった恐おそろしい出来事なのに、まったく興味がないようだった。

「リーゼさん、怖こわくないのですか？」

「怖いって、なにが」

「その……、捕つかまったり囲まれたり……怖くないですか？　もしまたそうなったら──」

「俺にそんなことしてくる気き概がいのある奴やつ、もうずっと見てないがなあ。まあ、囲まれたってどうってことない。最初の奴のモノを嚙かみ千切りゃいいだけだ。そうしてるあいだにサリバンが来る。おっ勃たててる間ま抜ぬけな軍人どもなんか、どうでもいいんだよ。それより怒いかり狂くるうサリバンを宥なだめるほうがよっぽど難なん儀ぎするぜ。考えただけで気が滅め入いる」

　その言葉に、アナベルはまたリーゼに憧あこがれてしまう。

　筆頭バトラーは本当に怖いものがないのだろう。アナベルも、彼の十分の一でいいから強くなりたい。たとえ捕まることがあっても、今リーゼが言ったことをできるくらいの強さを持っていたい──。

「おまえが捕まるようなことはもう絶対ないが、油断するなよ。普ふ段だんから気をつけておけ」

「リーゼさん……」

　心の中を読み取られたみたいだった。心配してくれているのだとわかって胸が熱くなる。

「イエス・サー。気をつけます」

　心からそう言うと、ぴんと吊つり上がった猫ねこみたいな瞳ひとみが、すっと半分になった。

　リーゼは片眼鏡をカチャリと鳴らし、いつも通りの淀よどみない早口で言う。

「おまえが捕まったらナインヘルがめちゃくちゃ暴れる。俺だって止めきれねえよ。殺される軍人どもが不ふ憫びんでならん。サラマンダーの炎ほのおが三日三晩消えないのは、おまえもよく知ってるだろ？　総司令部が燃えても、まあ、それくらい謝りに行ってやるが、ギルドが燃えるのだけは絶対に許さねえからな。俺、ぶち切れるぞ。ギルドの建て替かえ費用は全額ナインヘルとおまえに請せい求きゆうする。一生タダ働きで最後はギルドに屍しかばねを埋うめることになるからな。無む駄だな死人と経費を出さないために、気をつけろってことだ」

「イ、イエス・サー……」

　軍人は心配されているのに、アナベルのことはまったく心配されていなかった。

　一人で感激してしまった自分が恥はずかしい。でも総司令部が燃えたら謝りに行ってやると言ってもらえて、とても嬉うれしかった。謝って許されることなのだろうかと思いもしたけれど、リーゼなら必ずなんとかしてくれる。

　アナベルの上司はどこまでも強くて美しくて格好がいい。

　憧れてやまない無敵の筆頭バトラーに、アナベルはずっとついていく。

「よし、ゲート行くかー」

「ええっ。リーゼさん、食べるの速すぎます。ちゃんと嚙んでますか」

「嚙んでるよ。おまえこそ、それっぽっちのパイを食うのにどれだけ時間かかってんだ……」

　いつの間に食べたのだろうか、すっかり空になった食器をガチャガチャと重ねて持ち、リーゼは席を立つ。

「ま、待ってください、リーゼさん」

「なんだよ早くしろよ。──今日の帰還一機目、誰だれだ？」

「サロメとシーモアです」

　火をつけたパイプからもくもくと煙けむりを出して、リーゼが振ふり返りながら訊たずねてくる。

　最後のひとくちを頰ほお張ばったアナベルは、少し先を歩く筆頭バトラーを駆かけ足で追っていった。
















ドラゴンギルドの資金パーティー大作戦
















　美しく煌きらめくシャンデリアからオレンジ色の光がこぼれ落ちてくる。

　大広間は葉巻の薫かおりや上質な酒の匂におい、艶あでやかに漂ただよう香こう水すいや瑞みず々みずしい花の香かおりで満たされていた。優ゆう雅がな管かん弦げん楽がくと、着き飾かざった御ご婦ふ人じんたちのおしゃべりで夜会会場は一層華はなやかになる。

　夏の終わりの夕刻、ドラゴンギルド所有の邸宅パレスにてその夜会は開かれた。

　ギルドの筆頭バトラー・リーゼは、夜会の主しゆ催さい者しやを引き受けてくれたメルバーン子し爵しやくとともに客人たちへ挨あい拶さつをしてまわっていた。

「本日はお越こしいただき誠まことにありがとうございます」

「このパーティーは非常に希少で価値あるものだ。招かれて光栄だよ」

　客人の誰もが興奮ぎみにそう言った。ギルド擁よう護ご派である彼らの視線の先には、軍服を纏まとった竜りゆうたちがいる。

　ドラゴンギルドの紋章エンブレムが輝かがやく上着と、揺ゆれる金の飾しよく緒しよ。深めにかぶった軍ぐん帽ぼうからは立派な角が見える。軍人用の手て袋ぶくろとサイドラインの入ったパンツ、黒くろ革かわの長靴ロングブーツ。サリバン、ガーディアン、フォンティーンたち──平均身長が十五テナー（約二百センチ）ある竜は立っているだけでその場を支配する。世界最強の魔ま物ものたちの恐ろしくも端たん麗れいな姿に人々は目を奪うばわれていた。

　客人らが高こう揚ようするのも無理はない。ドラゴンギルドが夜会の主催側にまわり、竜を参加させるのは初めてのことだった。

『パーティーを開いて、お金を集めたらいいんじゃない？』──リーゼが豪ごう華か絢けん爛らんな夜会を催もよおすに至った理由は、オーキッドが軽く放ったこのひとことにある。

　二か月ほど遡さかのぼった夏、ドラゴンギルドは人魚の一族を巡めぐって海軍と戦せん闘とうになった。

　海軍の愚ぐ行こうはアルカナ・グランデ帝国の滅めつ亡ぼうに値あたいするものだったが、リーゼは艦かん隊たいの壊かい滅めつのみで容よう赦しやしてやった。猟りよう奇き殺人犯の検挙にも貢こう献けんした。それなのに、ギルドは軍事費の五パーセント減額という制裁措そ置ちを受けたのだ。断じて許しがたい。

　減らされた分の費用を回収すべく竜たちは精力的に任務をこなし、バトラーたちも協力を惜おしまず働いた。朝の打ち合わせのとき、リーゼが慰い労ろうを籠こめて「もっと手っ取り早く稼かせぐ方法はないものかな……」とつぶやくと、それに反応したオーキッドがパーティーの開催を提案してきたのである。

「資金パーティーというやつか。どうだろうな、夜会なんぞしたことないからなあ。勝手がよくわからん」

「メルバーンのおじさまに教えてもらうのはどう？　よく大きなパーティーを開いて、ギルドに警固を依い頼らいしてくるでしょう？　ぼく、おじさまにおねがいしてみる」

　メルバーン子爵はギルドへ多く出資し、オーキッドたち若い竜を可愛かわいがってくれている。

　リーゼが何度断っても、めげずに食事や観劇に誘さそってくる子爵は明朗で人ひと柄がらもいいのだが、すぐに浮うかれてしまうところが少々残念な人だった。

「リーゼくんが夜会のやりかたを知りたがってるから教えてちょうだい、って言っていい？」

「ああ。ま、訊きいてみるといい。オーキッドにおねだりされたら彼は有う頂ちよう天てんになるだろうよ」

　資金パーティーに対する竜とバトラーの反応はさまざまだった。

　乙女おとめたちと楽しめると見込んだのだろう、ガーディアンやバーチェスは「悪くない」と賛同した。ジュストは「パトロンでも見つけちゃおうかなー、なぁんてねー」と、わかりやすい冗じよう談だんを言う。しかしそれを聞いたフォンティーンは無言のまま眉み間けんに思いきり皺しわを寄せ、隣となりに座るサロメも黙だまって弟竜に励はげましの視線を送った。水竜オンデイーヌに冗談は通じにくい。

　キュレネーとメルヴィネは不安げに目を見み交かわし、テオは億おつ劫くうそうにしていた。ナインヘルとシーモアは揃そろってきょとんとする。なんの話をしているのか、まったくわかっていない。

　そしてサリバンは──なぜか顔を曇くもらせていた。同意できないとばかりにまぶたを半分閉じ、金色の長いまつげを気だるげに揺らす。非常に珍めずらしい。可オ愛ーいキ弟ツ竜ドの言うことなら、なんでも聞き入れるというのに。

　リーゼの予想通り、オーキッドに甘い声ですり寄られたメルバーン子爵は物もの凄すごく浮かれて、夜会の主催を代行するとまで言いだした。「すべて任せていただきたいっ。多額の資金が集まるパーティーにしてみせますぞ！」と張り切って言われたものの、丸投げするのは憚はばかられたので、リーゼは夜会会場の手配を請うけ負った。

　かくして今こ宵よい、ドラゴンギルドの資金パーティー大作戦は展開されたのである。

　おそらく最初で最後だろう。しかし、今は一度きりのつもりでいるが、予想を遥はるかに超こえる資金が集まった場合は次を考えるかもしれない。そうすれば任務の数を以前ほどに戻もどし、竜たちの負担を減らすことができる。

　メルバーン子爵は慣れた様子で客人に応対していた。リーゼは彼に許可を得てその場を辞し、大広間の中ほどへ足を向ける。

　ドラゴンギルドの一員として、今宵限りの任務を遂すい行こうするため──。

　この夜会はメルバーン子爵が主催の〝ドラゴンギルド激げき励れいパーティー〟であり、客人はすでに一定額の会費を支し払はらっているが、〝会費〟と称しようされるそれは、追加して支払うことが可能だった。

　竜との舞踏ダンス、チェス、トランプ、食事、談話などの交流中に、ほとんどの客人が〝会費〟の追加支払いを決めると見込んでいる。追加分をギルドに納入するか、気に入った竜への私的な支し援えん金とするかは出資者の自由だ。経路ルートはどうでもいい。いずれにせよ最終的には全額がリーゼの手元に集約されるのだから。

　交流による会費の追加回収──それが、ドラゴンギルドの従業員に課せられた今宵限りの任務であった。

　この特とく殊しゆかつ最重要任務に全機の竜を投入すると決めていたのだが、夜会会場には七機しか来ていない。リーゼの思おも惑わくは外れて、出動組と留守番組に分けることになってしまう。

　そのきっかけを作ったのはキュレネーだった。

　水竜の彼はサロメやフォンティーンとは違ちがい、銀ぎん髪ぱつを耳の下あたりで短く切り揃えている。長身ではあるが、かなり華きや奢しやなうえオンディーヌ特有の淑しとやかさと儚はかなさが勝まさっており、同じ十四テナー（約百八十六センチ）のテオと並んでもキュレネーのほうがやや小柄に見えた。

　そして彼は若い竜なのにあまり手がかからない。兄竜たちやバトラーに甘えることも少なく、同い年のシャハトと常に行動をともにしている。

　しかし三日ほど前、キュレネーが単機で執しつ務む室へ来た。入ってくるなり、椅い子すに座るリーゼの脚あしのあいだにぺたりとしゃがみ込む。「なんだ？　どうした」と驚おどろくリーゼの腰こしに長くて細い腕うでをまわしてきて、搔かき消えそうな声を出した。

「ぼく、パーティー……行きたく、ない……」

　キュレネーは魔物とバトラーにしか心を開かない。警けい戒かい心しんが強いのは竜の特性だからそれは自然なことだった。彼にとって人間とはただ守護するものであり、心を許す対象でもなければ、ともに遊ゆう戯ぎを楽しむ相手でもない。生き真ま面じ目めなキュレネーは、自分の感情と特殊任務のあいだで揺れていたが、夜会の開催日が近づくにつれ堪こらえられなくなったのだろう。

　愛ういな──リーゼは心の中でふっと笑う。どうしようもなくなったキュレネーが衝しよう動どう的に縋すがったのは、シャハトではなく自分だった。妙みような優ゆう越えつ感と満まん悦えつを覚え、にやけてしまう。

　今回の特殊任務は全機で遂行してこそ意味があるのだが、その考えはキュレネーの可愛さにあっけなく覆くつがえされた。しかし安易に承しよう諾だくしては彼のためにならない──リーゼは、短くてもさらさらの銀髪を撫なでながら言う。

「いきなり来たかと思えば、なかなかのわがままだな。おまえもギルドの従業員ドラゴンならばこの特別な任務に全力を注ぎ遂行すべきだ。なぜ実行できない？　任務の放ほう棄きがどれほど罪深いことか、よくわかっているだろう」

「ちゃんと行かなきゃって思ってたのっ。でも──、でもぼく、知らない人間となにをしゃべったらいいのか、わからない。遊んだり踊おどったり、なんて……そんなの絶対できないよ。想像したら、悲しくなってきて……。おねがいリーゼ、毎日のお仕事もっとがんばる、から……」

　言葉の最後は搔き消えそうになっていた。床ゆかにぺたりと座ったままのキュレネーは細い肩かたを震ふるわせ、リーゼのテール・コートをきゅっと握にぎってくる。

　見ろ、ほかの竜たちは決して持ち得ないこの儚さといじらしさを──リーゼはキュレネーに察知されないよう興奮を抑おさえ込んだ。本来ならもっと灸きゆうを据すえるべきなのだが、これ以上いじめては泣いてしまうかもしれないので止やむを得ず終わりにしてやる。

「そうだな……許しがたいことだが、ほとんど面めん倒どうを起こさないおまえの言うことなら聞き入れてやるしかないか。──しかたない、今回のみ任務から外してやろう」

「ほ、ほんと？　いいの？　リーゼ怒おこらない？」

「ああ。ただし、今回だけだ。怒ったりしないからイイ仔こで留守番してろ」

「うんっ。……嬉うれしい！　もっと早くリーゼに言えばよかった。ぼく、ずっと悩なやんでて……」

　キュレネーはわずかに赤くなった頰ほおを、すり、とリーゼに寄せてくる。

　普ふ段だんあまり甘えない彼が見せるその仕草はたまらなく可愛らしい。このまま髪かみを撫でながら、色づいた頰に軽く口づけてやろうと思った。竜の兄弟への慰なぐさめだ、サリバンが怒ろうが知ったことではない。

　しかしキュレネーは笑え顔がおになって、すっと立ち上がる。

「お仕事の邪じや魔ましちゃった……。ぼく、もう行くね。わがまま言ってごめん。ありがと、リーゼ。そしたらシャハトと一いつ緒しよにおるすばんしてるね」

「なにっ？」

　内心デレデレになっているあいだに、シャハトまでが留守番組に入れられてしまった。

　リーゼはキュレネーを許しただけで、常に一緒の兄弟まで許すつもりは断じてない。しかしシャハトも「キュレネーが行かないなら僕もやめとこうかなあー」と言うに決まっている。

　特殊任務を遂行せよと命令すれば、生真面目な土竜ゲノムスは夜会で資金を回収するだろうが、そんな命令をしたらキュレネーは二度とリーゼに甘えてこないかもしれない──。

　こうしてキュレネーに嫌きらわれたくないリーゼは、シャハトの出動まで諦あきらめることになった。

　留守番組はあと二機いる。そのうちの一機はシーモアだった。彼はキュレネーとは逆で人間の友人が多い。だからリーゼはかなり期待していたのだが、ジュストが止めてきた。

　執務室へ書類を提出しにきたジュストは、リーゼが隠かくしていた大切な高級紙シ巻ガきレ煙ツ草トをくすねて、それを喫のみながらしれっと言う。

「ボスったら本気でシーモアくんを連れてくの？　あの仔、資金の回収なんかころっと忘れちゃうよ？　お友達と楽しくおしゃべりして料理を食べ尽つくして、夜会会場に巨きよ大だいな鼾いびきを響ひびかせるシーモアくんが目に浮かぶねー」

　リーゼはパイプからもくもくと煙けむりを出し、心の中で舌打ちをした。

　貴重なシガレットを減らされたくなくて、頻ひん繁ぱんに隠し場所を変えているのに、どうしてこいつはすぐに在り処かを察知するのだろう。昔、戯たわむれに『どこにあるか見つけられたら喫んでもいい』と言ったことを後こう悔かいした。へらへらしているように見えて、書類の内容が完かん璧ぺきなのも、言っていることが尤もつともなのも納なつ得とくがいかない。

　納得いかないが、ジュストの言う通りだと思った。シーモアはあまりの楽しさに任務を忘れ、喋しやべって食べて、いきなり眠ねむってしまうだろう。あの丸い巨体は竜りゆうの兄弟がいるので運うん搬ぱん可能だが、凶きよう器きにも似た鼾によって客人の鼓こ膜まくが破れでもすれば資金回収どころではなくなる。

「シーモアくんにお留守番しとこうね、って伝えとくよ？」

　シガレットをくわえたまま執務室を出て行くジュストに、リーゼはしぶしぶ「おう……」と返事をした。

　そして、留守番組最後の一機、ナインヘル──。

「人間と踊る？　なぜだ」

　資金パーティーのことをまったく理解していないナインヘルには個別に説明した。そのとき彼の言った言葉が、リーゼには『石ころと踊る？』に聞こえた。しかしナインヘルに悪意は少しもなく、蔑さげすみの目で見ているわけでも決してない。

　火竜サラマンダーの目には、きらきらと煌きらめく金髪碧へき眼がんの魔女しか映っていないのだ。

　自分の宝物であるアナベルが、世界に存在しうる唯ゆい一いつの宝石だと信じきっている。アナベル以外はすべて辺りに転がっている小石みたいなものだった。それには人間はもちろんのことリーゼたちも含ふくまれている。

　なぜ自分と小石が踊るのか？　──それは世界最強の魔物であるサラマンダーにとって至し極ごく純じゆん粋すいな謎なぞと言える。

　納得させるのは至難の業わざだが、しかし諦められないリーゼは夜会の趣しゆ旨しを懇こん々こんと説明し、ナインヘルは赤い[image: 鱗]うろこで作った仮面をいじりながら話を聞いた。

　仮面で隠すのがもったいないほどに、彼は非常に整った顔立ちをしている。加えて、近ごろのナインヘルは同性のリーゼから見ても惚ほれ惚れするまでに男前が上がった。資金パーティーの目的を理解し、それに則のつとった行動をすれば、多くの人間が彼に出資する。そう確信しているリーゼは、ナインヘルを夜会へ出動させるべく懇切丁てい寧ねいに説明をつづけた。

　黙だまって聞いていた火竜サラマンダーは、長い指を顎あごにあてて思案したあと、極きわめて真しん剣けんに言う。

「なんで人間はわざわざ集まって踊る？　でかい呪まじないでもかけるのか」

「………」

　そのひとことでリーゼはナインヘルの出動を諦めた。

　最強の魔物ゆえなのか、人間の行動を理解するのが本当に下手だ。ナインヘルなりによく考えているのだろうが根本的にずれている。もうどうしようもない。

　この時点でアナベルは自動的に留守番組となる。結社ギルドにバトラーを残す必要があったのでちょうどいい。「えっ！　僕一人で四機、ですか？　どうしよう……」というアナベルの嘆なげきは聞き流す。本来ならギルド待機は三機のはずだったが、この魔女がきらきらしすぎているせいで火竜まで待機となったのだ。四機くらいまとめて世話して当然である。

　こうして四機の竜と一人のバトラーが結社で留守番をすることになった──。

　リーゼが懐かい中ちゆう時計を確かく認にんすると、夜会が始まってから一時間ほどが経たち、大広間は客人であふれていた。特殊任務にあたるのは竜が七機、バトラーも七人──片眼鏡をカチャリと鳴らし、大広間を見み渡わたす。

　最初に見つけたのは、舞ぶ踏とう会場で軽かろやかに踊るオーキッドだった。ダンスの相手はどこぞの大だい富ふ豪ごうだろう。だらしなく鼻の下を伸のばしているし、やたら身体からだを密着させようとするのが気に食わない。男は忘れているようだが、オーキッドは雄おすの竜だ。リーゼがひとこと「殺やれ」と言えば、天使みたいな笑顔のまま片手で首の骨を折る。気をつけたほうがいい──そう心の中で言い捨てた。

　次に確認できたのは、麗うるわしい乙女おとめを何人も侍はべらせているあの二機だった。バーチェスは左右の腿ももに女性たちを座らせ、ガーディアンに至っては大勢の前で憚はばかりもせず乙女らとキスをしている。

「なにやってんだ、あいつら」

　彼らは忘れず資金を回収するだろうが、その異様な人気ぶりと、だだ漏もれの色いろ香かにリーゼは少々あきれてしまった。明日、ガーディアンを呼び出して説教しなければ。

　そして驚くべきはエドワード老である。老ろう齢れいの竜を取り巻く客人の数は、ガーディアンのそれを上まわっていた。上質の葉巻と琥こ珀はく色いろの酒を手にエドワード老は語り、盛せい装そうした男女がうっとりと聞き入っている。あれほど人を惹ひきつける話とは、どのようなものだろう。エドワード老を囲む客人たちが少し羨うらやましくなる。

　サロメはトランプをし、フォンティーンはチェス盤ばんの上で駒こまを動かしていた。しかし彼らはそれにまったく集中していない。サロメとフォンティーンの目は、それぞれメルヴィネとジュストを追っている。悪い虫が付かぬようにと、金色の瞳ひとみを静かにぎらつかせながら、一方でゲームを優勢に進める水竜オンデイーヌの兄弟。水のようにひたひたと迫せまる執しゆう着ちやくに寒気を覚えなくもないが、彼らは確実に任務を遂すい行こうするとわかっているので放ほうっておいてもいいだろう。

　フォンティーンの無言の牽けん制せいを察知しているジュストは、色の異なる瞳で客人たちを誘ゆう惑わくしながらも巧たくみに距きよ離りを取っていた。

　本気を出したジュストに落とせない相手などいないと言いきれる。実際に資金を回収するのは竜たちだが、それでもジュストは給きゆう仕じをこなしつつ、客人に指一本触ふれさせずに私的な支し援えん金を得るに違ちがいない。リーゼの秘ひそかな期待を察知したのだろうか、シャンパングラスを載のせた銀のトレイを運ぶジュストが片目を軽く閉じて応こたえてきた。

　朝の打ち合わせのときは億おつ劫くうそうにしていたテオだが、やはり現場をまわすことに長たけている。酒や料理の過不足を常に確認し、それを調理場や裏方へ伝え、客人たちに細やかな給仕をしていた。だからこそリーゼは大広間のことを彼に任せて資金回収に集中できる。メルヴィネたち四人のバトラーも現場主任に指示を仰あおぎながら懸けん命めいに働いていた。

「………」

　そして、夜会が始まったときからずっと鋭するどい視線を向けてきている、サリバン──。

　若じやつ干かん嫌いや気けが差すくらいに目が合う。そう思う今もまた、舞踏会場で踊るサリバンと視線が重なった。

　ダンスの相手はとびきりの美人だ。彼女と踊りながら会話しているサリバンの唇くちびるは、笑みの形になっているが、リーゼを睨にらみつけてくる金色の瞳はまったく笑っていない。

「なんて顔してやがる。相手に集中しろよ、失礼だろ」

　そう小さくぼやいてしまうほどだった。

　なぜか知らないがサリバンはすこぶる機き嫌げんが悪い。

　思い返せばオーキッドが資金パーティーを提案してきたとき、サリバンは珍めずらしく顔を曇くもらせていた。リーゼが寝しん台だいの中で夜会のことを話そうとしても、すぐに話題を変えられた。

　──要はコレ夜会が気に食わないんだろうな。理由は知らんが。

　でもあの性格であるし、昔は夜ごと歓かん楽らく街へ行っていたのだからパーティーの類たぐいは嫌いではないはずだ。それに客人と踊おどっているということは、不服ながらも資金を回収するつもりではいるのだろう。

　──任務だからな。回収して当然……でなきゃ俺がぶち切れる。

　なにやら文句がありそうだが、それは夜会が終わってから聞けばいい。リーゼはサリバンの視線を無視してダンスの相手を探しはじめた。

　リーゼの標的ターゲツトは夫人のみである。なぜなら金を持っているからだ。

　金を稼かせぐのは主に男で、それを管理するのは奥方の役目──これはアルカナ・グランデ帝てい国こくの伝統的習慣といえよう。従ってリーゼがサリバンの給料を全額所持・管理することは至極当然なのである。文句および異議はいっさい聞かない、認めない。

　ドラゴンギルドを盤石のものとするために、法務将校や影えい響きよう力のある貴族との関係コネクシヨン作りに手間を惜おしまないリーゼだが、金となれば話は別である。多くの権限を持っていても散財の自由がない男に、今は用はない。今こ宵よいのリーゼは、金と時間を持て余す奥方を欲ほつしていた。

　──美人が多いな。

　柄がらにもなく心がやや浮うき立つ。この夜会は貴族や富ふ裕ゆう層の交流の場も兼かねているようだった。ギルド擁よう護ご派の両親に連れられて社交界デビューをした子息・子女も見受けられる。

　彼らはリーゼのことを同どう年ねん輩ぱいと思っているだろう。二十歳はたち前後の女性たちの、熱の籠こもった視線を四方から感じるのは悪くない。リーゼは彼女らに微び笑しようを返していった。

　うら若き乙女たちとの戯たわむれには惹かれるが、金が付いてこなくては意味がない。権限も金も持っていない坊ぼうやなどは論外だった。彼らの視線を受け流し、客人のあいだを縫ぬって進むリーゼは、片眼鏡をカチャリと鳴らす。

　──見つけた。

　舞踏会場を見つめる美しい令夫人がいた。退たい屈くつそうに、広げた扇せん子すをゆっくりと動かしている。その左手の薬指には大おお粒つぶの青玉サフアイアが輝かがやく。人脈作りに勤いそしんでいるのだろうか、隣となりに夫の姿はない。

　リーゼが視線を送るよりも先に夫人が気づき、その憂ゆう鬱うつな表情が一気に明るくなった。

「お久しぶりですわね、筆頭バトラー」

「はい、ようやくお会いすることが叶かないました」

　はて、どこかで会っただろうか。普ふ段だんは御ご婦ふ人じんがたに興味がないのですぐには思い出せない。

　適当に話を合わせ、だが挨あい拶さつは丁重に行う。一曲の相手を乞こい、手を取って舞踏会場へ導いた。ちょうど始まった円舞曲ワルツを踊りながら、夫人が上うわ目め遣づかいで見つめてくる。

「わたくし、以前のパーティーでも同じように夫に放っておかれて。バルコニーで過ごしていたところに筆頭バトラーが来てくださったのですわ。外に一人でいるのは危ないからと……憶おぼえていらして？　あのときからずっと、またお会いしたいと思っておりましたのよ」

　夜会の警固に赴おもむいたときに会っていたのか──ならば憶えていないのも無理はない。それはただの仕事だ。バルコニーに立っていたのが誰だれであれ、リーゼは室内へ連れ戻もどしている。

　けれどその考えはいっさい表に出さずに笑え顔がおを作った。

「私も同じ思いでした。しかし、なかなかままならず……この夜会は、あなたに再会するために開いたようなもの」

「まぁ……」

　我ながら、よくしゃあしゃあと言えたものだと秘かに苦笑する。

　しかし夫人はたいそう喜んだ。リーゼの二の腕うでに添そえている手を動かし、つ……、と指を滑すべらせながら訊たずねてくる。

「筆頭バトラー。わたくし、つい忘れてしまって。〝会費〟は、おひとつ、……？」

「はい、会費は一口、八百五十ペルラー（約十五万円）です」

「そう。それでは、ふたつほど」

「ありがとうございます。結社ギルドのほうへ？」

「まさか。あなたがこんなにも近くにおりますのに」

「光栄です。本当に、とても近い──」

　もっと近づけば、私的な支援金を増やしてあげる──美しい令夫人が濡ぬれた瞳でそう伝えてくる。しかしリーゼは、見せられて不ふ愉ゆ快かいに感じる行動は自分もしないと決めていた。節度を守り、亭主サリバンを思いやるくらいはリーゼでもする。

　だから夫人の肌はだには口づけない。彼女がそれを望んでいると知っても、応えることは絶対にない。だが会費は増やす。リーゼは、夫人の耳に揺ゆれる大きな耳飾りイヤリングへ唇を寄せた。

　夫人にしか聞こえないよう、唇で小さな音を立て、耳みみ飾かざりを激しく揺らす。強めについた吐と息いきが耳じ殻かくにぶつかり、キスの感かん触しよくが耳飾りを通して伝われば充じゆう分ぶんだった。ぐっと腰こしを抱だき寄せ、至近距離で見つめ合う。

　そうするだけで夫人の紅あかい唇が動き、二口の会費が五口になる。

　リーゼは心の中で満まん悦えつの笑みを浮かべた。極きわめて容易たやすい──。

「筆頭バトラー」

「──っ？」

　ふいに背後から呼び止められ、不覚にも肩かたをびくりと揺らしてしまう。

　それは最も聞き慣れた声だった。だがリーゼはその声で筆頭バトラーと呼ばれたことがない。

　夫人がにわかに頰ほおを染め、「まぁ、綺き麗れいな竜りゆうですこと」と声を弾はずませる。

　振ふり返ったそこに長い三つ編みを揺らす風竜シルフイードが立っていた。

　美しく端たん麗れいなシルフィードは夫人に向かって微笑む。しかし[image: 鱗]うろこを纏まとうこめかみには血管が浮かんでいる。それは長いあいだ竜を見てきたリーゼだから気づけるものだった。夫人や周囲の者は知り得ない。

　サリバンは、わざとらしく困った表情を作って言った。

「緊きん急きゆう案件が入ったよ。内容は……ここではちょっと」

「なんだと」

　困った表情をするサリバンに伝えられ、焦あせりが生じる。夜会の最中の緊急案件はリーゼが危き惧ぐしていたことだった。

　だが、おかしい。すべての案件を受けるのはバトラーであり、竜が直接聞くことはないはずだ。疑わしく思うリーゼに寄り添ってきた令夫人が、染まった頰を扇子で隠かくし、「よろしくてよ。大事なお勤めですもの」とささやく。きちんと挨拶をしなくてはならないのに、サリバンに手を強く引っ張られてそれは叶わなかった。

「おい、案件は？　内容次し第だいで結社ギルド待機の竜に振るか、ここから出動させるか判断を──」

　普通なら二人になってすぐ話を始めるのに、サリバンはリーゼの言葉を無視して人波を搔かき分けていく。一度も振り返らず、広い背ばかりを見せてくる時点で緊急案件は噓うそだと確信した。

「手を放せっ、くだらねえことしやがって。夫人に失礼だろうが」

　荒あらい声をぶつけると、痛みを覚えるくらいに手を握にぎりしめられる。立ち止まっても力ではまったく敵かなわず、転てん倒とうを避さけるためにはついていくしかない。

　大広間に隣りん接せつする控ひかえ室の扉とびらをサリバンが開き、なかば引きずられるように室内へ連れ込まれた。

「なに、をっ……？」

　いきなり抱き上げられ、部屋の奥にあるソファに投げ落とされる。身体からだを起こすよりも先に竜の長ちよう軀くが重なってくる。体重をかけられて、リーゼは柔やわらかなソファに沈しずめられた。

「おいっ、ふざけんなよ、おまえ──」

「は？　それ、ぼくの台詞せりふなんだけど」

　低い声と冷たい言葉に身体が強こわ張ばった。こんなサリバンは久しく見ていない。

　わずかな明かりが差すだけの薄うす暗ぐらい部屋で、金色の瞳ひとみが妖あやしく光る。リーゼの顎あごをつかんで動けなくすると、サリバンは手て袋ぶくろを口でくわえて外した。

　身体を返され、うつ伏ぶせにされる。スラックスの中に手を入れてくる竜が、なにをしようとしているのかを知った。

「やめろ！　放せ、文句があるなら聞くから放せっ」

　このような場所でなど考えられない。必死で抗あらがったが長い腕から抜ぬけ出せなかった。スラックスを下着ごとおろされ、腰を上げさせられて、身体じゅうにぞくぞくと悪お寒かんが走る。

「ばかなことするなっ、サリバン、弁わきまえろ！」

「うるさいなぁ……。あんまり喚わめかないほうがいいんじゃない？　扉、ちゃんと閉められなかったからさ。誰かが声に気づいて入ってくるかもしれないよ？」

　そう言われて気づく。控え室に差し込んでくるわずかな明かりは大広間のものだった。

　風竜シルフイードは風を自在に操あやつることができるのに、扉を閉めようとしない。

「おまえ……扉、わざと」

　耳元で、くすっと嗤わらう声がした。軍服のベルトが外れる音に戦せん慄りつを覚える。

　サリバンは本気だ。もがくほどに腕の縛いましめが強くなる。

「こんなの、絶対に、許さ……、──っ」

　尻しりの丸みを鷲わしづかみにされ、乱暴に開かれた。そこにあてられた陰いん茎けいはひどく熱い。剝むき出しになった後こう孔こうに先走りが塗ぬり込まれる。びくんと腰が跳はねる。

「リーゼ、ばかな子。──いいかげんにしなよ」

「ぅ、ぁあ……！」

　ぐりゅっ、と粘ねん膜まくを無理やり開かれて、長い陰茎の根元までを入れられた。慣らされなかった孔あなに痛みが走る。そんなことなど気にもかけないサリバンが滅め茶ちや苦く茶ちやに腰を叩たたきつけてくる。

「あっ、あぅっ」

「こうなる予感がしてたっ。だからいやだったんだ、こんな、くだらない夜会っ。なんでリーゼが人間と踊おどるわけ？　きみ、バトラーでしょ？　バトラーらしく給きゆう仕じだけしてなよ」

　ばかにした言いかたに頭がかっと熱くなり、振り返って睨にらみつける。間近に迫せまる金色の瞳は、強い怒いかりによって縦長の瞳どう孔こうが限界まで細くなっていた。

　サリバンはリーゼのこめかみに唇くちびるを押しあて、その端はしを無理やり上げて嗤う。

「ぼく知ってるよ。リーゼ、女の身体に触さわって気分よくなってた。最っ低だね」

「はっ……？　おまえ、なに言って──」

「女からもべたべた触られて、いい気になって、抱きたいって思ったんでしょ？　あはは、笑っちゃう。おしりにぼくのペニス入れなきゃ射精できないくせに。抱きたいなん、て……絶対に許さないっ。あの女、どうしてやろう──、……くそっ」

「あっ、あ！　サリ、バンっ」

　こんなにもきつい口調はもうずっと聞いていない。凄すさまじい嫉しつ妬とに駆かられたサリバンが竜の本能を剝き出しにする。満たされない支配欲と独どく占せん欲よくがあらぬ妄もう想そうを起こし、怒りを呼んでいた。怒りに任せて性器を突つき入れてくる。

「く……ぅ、やめ……、あっ、あっ、ぁ」

　酷ひどすぎる言動や勝手な妄想を咎とがめたいのに、激しい抽ちゆう挿そうに翻ほん弄ろうされてそれが叶かなわない。

　細く開かれた扉から、優ゆう雅がな円舞曲ワルツと客人たちの声が聞こえてくる。そこに二人の乱れた息いき遣づかいと、ぐちゅっ、ぐちゅっ、という卑ひ猥わいな水音が重なっていく。

「はぁ、っ……。──あの女、来ないな。ぼくの奥さんの孔がいやらしく広がってるところ、特別に見せてあげようと思ったのに」

　冗じよう談だんではない言葉にぞっとする。そんな悍おぞましい方法で独占欲を満たすために、サリバンはわざと扉を開けたというのか。部屋に入ってきた夫人の前で開かい脚きやくさせられるところを想像してしまい、無理やり熱を持たされた身体に冷たい汗あせが流れる。

「いいかげんにしろ！　おまえ、していいことと悪いことの区別もつけられねえのか？」

「なに言ってんの？　区別がつけられてないのはリーゼじゃない。綺麗だったら雄おすでも雌めすでもいいわけ？　はしたない子。女に触っていいって誰だれが決めた？　ぼくが許すと思ってる？　答えなよ、ねえ」

　ぱんっ、と尻を叩かれて「は、ぅ」という情けない声が漏もれた。

　美しい乙女おとめたちも夫人のことも、もうどうでもいい。リーゼの頭の中に彼女たちのことは欠片かけらもないのに、サリバンが腰を打ちつけながらなおも問い詰つめてくる。

「なんでキスしたんだっ、ぼくが見てるのわかってて」

「ぁ、っあ……して、ない！　おまえの見まちがいだっ……」

　あんな些さ細さいなことすら許容できないとは──手がつけられないほど激げき怒どされるのは面めん倒どうでしかたなかった。リーゼにも腹立たしい思いはある。でも、とにかく今は大広間へ戻もどるために、嫉妬深い風竜を宥なだめなくてはならない。

「俺は、ちゃんと考えて……想おもって、決めてる」

「なにそれ。意味わかんないな。わかるように言いなよ。全部、早く」

「……っ」

　低い声で呼び捨てにされるのも容よう赦しやないセックスも嫌いやだが、この突き放すような冷たい言いかたが一番嫌きらいだった。サリバンは怒おこると無意識にこれをする。リーゼはいい歳としの男のくせにひどく心こころ許もとなくなってしまう。情けない思いを堪こらえて言った。

「俺は……サリバンが嫌だと感じることはしないと決めてる。キスなんか絶対しない。さっきのはイヤリングに触ふれただけだ。俺だっておまえ以外の奴やつになど、なにもしたくないし、されたくない。抱きたいなんて思うわけないだろ。そんな妄想さっさと忘れろ」

　普ふ段だんはこのようなことは口にしない。しかし今は手段を選んでいられなかった。三つ編みを握って伝えると、怒りしかなかったサリバンの瞳に変化が生じる。

「………。それ、ほんとう？」

「本当だ。俺はおまえのこと想って行動してる。だから機き嫌げんなおせよ。なぁ、サリバン……」

　あと一押しでいけると思った。金色の瞳を見つめながら後孔に力を込め、ペニスをぎゅうっと締しめつける。そうされることがたまらなく好きなサリバンは「あっ。リーゼくん」と声を放ち、長軀を揺ゆらした。機嫌を悪くするときがあっても、いつもこれでころっと直る。

　しかし、今夜のサリバンは輪をかけてしぶとかった。頰ほおをすり寄せてささやいてくるが、その声にはまだ強い苛いら立だちが含ふくまれている。

「ねーぇ、リーゼくん、ぼくの耳にもキスして？」

「だから俺は誰にもなんもしてねえって」

「いいから早くして！　誰にもしてなくてもぼくにはキスして！」

「………」

　こうも簡単に癇かん癪しやくを起こすということは、怒りをかろうじて抑おさえているだけで少しも納なつ得とくしていないのだろう。拒こばめばまたすぐに怒りだす。これ以上難なん儀ぎしたくないリーゼは、不服ながらもサリバンの耳に唇を寄せた。ちゅっ、と触れただけでサリバンは身体をぶるぶると震ふるわせ、思いきり抱だきしめてくる。

「あぁ、ん……リーゼくん、今の、すっごくかわいい……。ねえ、もっと」

「痛ぇ。──もう終しまいだ、放せ。早く抜けよ。ったく、めちゃくちゃしやがって」

「ぼく、もっと、って言ってるんだけど」

「………」

　リーゼはまぶたを半開きにする。これは、本格的に根に持つパターンだ──。

　腹立たしいことがあっても、リーゼは寝ねて起きたらおおかた忘れているが、ねちっこくて執しゆう念ねん深いこの風竜は非常に些細なことを数年にわたってぶつくさ言う場合がある。

　とにかく今は一刻も早く大広間に戻りたい。サリバンの気が済めば、深い結合ときつい抱ほう擁ようから解放されるだろう。そう考えて、ふたたび耳にキスをする。

　しかし、耳じ殻かくに口づけて耳じ朶だを食はむと、ほどけるはずの抱擁がどうしてか強くなった。

「リーゼくん、……リーゼ」

　呼び捨てにしてくるそれは、嫌なほうではない。サリバンの声がいつもの甘ったるいものになり、乱暴に叩きつけるだけだった腰こし使いもみるみるいやらしくなっていく。大広間の音楽が耳に入らなくなるくらいに、つながったところがクチュクチュと激しい水音を立てた。

「ん……、あ……、サリ、バン……」

「は、ぁ、すごく、いい。──あっ、いく、リーゼくんっ、一回出すね」

「だ、だめだ！　待てっ」

　いつもの量を出されたら身動きがまったく取れなくなる。リーゼは焦あせってテール・コートのポケットに手を突っ込み、ハンカチを取り出した。

「よし、いいぞ。ここに出せ」

「ええっ？　うそ、なにそれ本気で言ってるの？」

　ハンカチを広げると、サリバンは物もの凄すごくびっくりして、そのあと「く、っ」と腰に力を入れて絶頂をやり過ごした。

「どうしちゃったの、急にそんなこと言って……。ぼく三十年も、ずうっとリーゼくんの中でしか射精してないでしょう。そんな布切れじゃ出ないよ。リーゼくんの中じゃないと、いや」

「今回だけ、だ」

「おしりの中に出すのがだめなの？　でもリーゼくん、お口じゃ受けられないでしょう？　あれ、ぼくも大っきらいだし」

「え……？」

　甘くなった抽挿のせいで、リーゼは不覚にも少しぼんやりとしてしまっていた。

　やや動きの鈍にぶくなった頭で考える。そういえばサリバンは、あらゆる変態行こう為いをしてくるが口内射精はしない。腹の中に放出されることが当然になっていて、あまり気にかけたことがなかったが、なにか理由があるのだろうか。

　そう考えるあいだにも、サリバンが腰をねっとりとまわしてくる。リーゼの最も感じる速さで、長いペニスがなめらかに出たり入ったりを繰くり返す。

「あ……、あぁ……」

「リーゼくんはゆっくりこするの大好きだよね。リーゼくんも、おしりだけでいく？」

　大広間へ戻らなくてはいけない。懸けん命めいにそう思っているけれど、甘やかしてくるサリバンの声と淫みだらな感かん触しよくに搔かき消されそうになる。

「ほら、ほら、もう出ちゃう。さっきみたいに、おしりの孔あなぎゅってして？」

「いや……、あっあ、なか、は……だめだ、だめ……」

「えー、やだ。リーゼくん最高にかわいいから奥にうんとたくさん射精したい。あっ、もしかして、お漏らししちゃうのが心配？　大だい丈じよう夫ぶだよ。[image: 鱗]うろこで栓せんを作ってあげるから。リーゼくんのおしりの孔にぴったり嵌はまる栓……ぼくの精液、一滴てきも漏らさないでいられるよ。ね？」

「なん、だと」

　その言葉に、頭と身体からだがさっと冷えた。優やさしさに満ちた「ね？」が、いっそ恐おそろしい。

　自由に形を変えられる[image: 鱗]。一度つけられたら、竜の意思なしでは外せない。後こう孔こうに[image: 鱗]を埋うめられるなど考えたこともなかった。絶対させてなるものか──。

「──くち、で、受ける」

「やだ、絶対だめ」

「なんでだよ、俺の中ならいいんだろ？」

　そんな変態じみたことをされるくらいなら口内に出されたほうが遥はるかにましだった。

　しかし、振ふり返って見たサリバンは妙みように躊ちゆう躇ちよしている。

「口の中はだめ。……思い出すから、いやだ」

「なにを」

　サリバンは、あらわになっているリーゼのうなじに顔を埋うめ、また強く抱きしめてきた。　>>>♥

　目の前に大きな手がまわってくる。緑色に輝かがやく[image: 鱗]が、少し立っているように見えた。

「リーゼくん、が……ぼくの血を……浴びたときのこと。……あのとき、ぐったりしてるリーゼくんの口に無理やりペニスを入れて精液を飲ませたこと、思い出すからいやなんだ」

「サリバン……」

　三十年ものあいだサリバンが口内射精を避さけてきた理由は、思いもよらないものだった。

　リーゼは、枯かれ木のような身体になって亡なくなった母親の軽さは鮮せん明めいに記き憶おくしていても、竜の血を浴びたときの凄すさまじい苦痛や恐きよう怖ふはまったく憶おぼえていない。

　サリバンがすべて打ち消してくれたからだ。それなのに、彼は今もなお悔かい悟ごの念に囚とらわれているのだろうか。

　もう忘れていい。苛さいなまれる必要はない。そう思いながら[image: 鱗]の立つ手に口づける。

　するとサリバンはにわかに興奮しはじめた。うなじから顔を離はなし、はぁはぁと妖あやしい息いき遣づかいをしながら頰をすり寄せてくる。

「だからお口じゃなくて、おしりの中に出そう？　ぼくっ……、ぼくね、ずっとしてみたかったんだ、リーゼくんのおしりの孔に[image: 鱗]で栓してみたかったの。そしたら離れててもリーゼくんの中にいるのと同じ……ずっと感じていられるでしょう？　──ハァ、もぅ、たまらない」

「チッ！」

　尻しりの孔に[image: 鱗]詰つめたいだけじゃねえか──リーゼはこれ以上ないほど強く舌を鳴らす。

　ぶち、と己おのれの血管の切れる音が聞こえた気がした。一いつ瞬しゆんでも絆ほだされた自分が腹立たしい。

　リーゼの尻に[image: 鱗]を埋めることしか頭にない変態竜は、心底わからぬという表情をして「なんで舌打ち!?　ひどいっ」と本気で詰なじってくる。

「なぁにが口の中に射精したら思い出すだ、そんな黴かびの生えた話、いつまでするつもりだよ。さっさと忘れろ」

「あっ。今のは本当にひどい。ぼく、忘れていいことなんてひとつもないよ。リーゼくんとの毎日が宝物だもの。今までも、明日あしたからも、来世もずっとずっとだよ。あのときのことは思い出したらすごくつらくなるけど、でも絶対に忘れない。リーゼくんと過ごした大切な一日に変わりはないから」

　つい今まで妖しい興奮に息を乱していたサリバンは、その端たん整せいな顔に真しん剣けんな表情を浮うかべた。

「………」

　飄ひよう々ひようとしているのに執念深く、嫉しつ妬として怒れば冷れい酷こくになる。リーゼが寂さみしさを覚えるくらいに。でもそのあと滅め茶ちや苦く茶ちやに甘やかしてくる。変態的な言動もすれば真剣なまなざしもする。

　美しく端たん麗れいで気まぐれな風竜シルフイードは三十年が経たってもつかみきれない。

　リーゼはサリバンの耳元で溜ため息をつき、ささやいた。

「もう、いい。早く抜ぬけ」

「リーゼくん？　……痛たぁーい！」

　がぶ、と血が出ない程度に耳に嚙かみつき、サリバンが驚おどろく隙すきに体内から陰いん茎けいを抜いた。

　すぐにつかんだそれはてらてらと濡ぬれ光り、浮き出た血管が激しく脈打っている。

　そして、射精を始めていた。リーゼにためらいはない。あふれてきた白い体液をちゅっと吸い、亀き頭とうを口に含ふくむ。

「ん……」

「あっ！　だめだリーゼくんっ、そんなことしなくていい、から……、──っ」

　先端の小孔を舌先でくじると、サリバンは堪こらえきれず腰を振った。放出されるその量があまりにも多くて、唇くちびるから漏もれてしまう。リーゼは持っているハンカチを茎くきにあてがった。

「く、っ……リーゼ」

　びくっ、びくっ、と跳はねる性器の根元をサリバンがみずから握にぎる。

　夜ごと己の体内で行われる竜の射精の激しさを、リーゼはあらためて感じた。どくどくとあふれてくる熱い精液が喉のどを流れ落ちていく。サリバンの、濃のう厚こうな魔ま物ものの匂においと味──気持ちよくて、ぞくぞくする。

　サリバンがもう片方の手でうなじを撫なでてくる。見上げた竜は恐ろしく美麗で、悩なやましげに眉まゆをひそめていた。

「ああ、リーゼくん、すっごくいやらしくてかわいい顔してる……。好き、大好き……」

「ん、ぅ」

　射精の勢いが一層激しくなり、ビュッビュッと飛び出ては口こう蓋がいや喉の奥にぶつかってくる。

「──っ。ごめん……、こんなに出すつもりじゃ……ごめんね。リーゼくんがかわいくて、どうやって止めたらいいか、わかんない……」

　ごめんね、と繰り返しながらサリバンは腰こしを振りつづけた。そうして長い放出がようやく終わると、満まん悦えつの吐と息いきを漏らしながらソファに深く腰かける。

「は、ぁ──、すごくよかった、かわいかった……。ぼくの奥さんがペニスをくわえるなんて。くわえかたがやらしいよ……もう、最高。くせになりそう」

「………」

　口の中に射精すると昔を思い出すから嫌いやだという話は、どうなったのだろうか。

　だが蒸むし返している場合ではない。それよりも今は、萎なえても長大なこれを早く片づけたかった。下半身が丸出しになっている己の格好も最悪だが、あとまわしにする。リーゼはサリバンの陰茎をハンカチで拭ふいて下着に突つっ込み、軍服のパンツを上げてベルトをきつく締しめた。

「あ……っ？」

　その拍ひよう子しに、なぜか後孔から粘ねん液えきが漏れてきた。こうならないために口で受けたというのに。焦っていると、つい今まで恍こう惚こつの表情を浮かべていたサリバンがしれっと言ってくる。

「ごめん、おしりの中にちょっと出しちゃった」

「なんだとっ？　おまえ、よくも」

「大丈夫だよ、本当にほんのちょっとだから綺き麗れいにしてあげるね」

「いい、俺のことはほっとけ。先に戻もどれ──、あっ」

　ようやく大広間に戻れると思い、完全に油断していた。腰をつかまれて身体を返される。

　ソファに四つん這ばいにされ、両手で尻の割れ目を開かれた。濡れた後孔にサリバンの息がぶつかってくる。

「うわぁ。リーゼくんったら、すっごくやらしいの。おしりの孔、閉じきってないー。そりゃ漏れてくるよ……あっ、だめ、閉じちゃう。……ンンー」

「黙だまれ。放せ──あぁ……、んっ」

　サリバンは舌先を硬かたくして後孔をくすぐり、ぬぷ、ぬぷ、と出し入れをしてくる。陰茎とは異なる感触に情けない声が漏れた。これをされるとリーゼはすぐ駄だ目めになってしまう。

「あっ。あっ。んぅ」

「リーゼくんも本当はしたくてたまらないんでしょう？　おしりの中とろとろで、きゅうきゅう動いてる。ぼくのペニス欲しいって言ってるんだ……かわいい」

「ばか、か！　くだらねえこと言うな、さっさと大広間へ戻れ」

　足あし蹴げにしたくてもスラックスが縺もつれてままならない。わずかしか動かせなかった腿ももの内側をサリバンが撫でまわし、また舌を蠢うごめかせながら挿そう入にゆうしてくる。

「あぁぅ……！　サリバンっ……」

　嫌になるほど念入りにされた。付着した白はく濁だくを刮こそぐように内ない壁へきを強く搔かれる。舌が抜かれると、後こう孔こうから漏れてくる感かん触しよくがあった。サリバンは陰いん囊のうから尾び骨こつまでをねっとりと舐なめ上げ、訊たずねてくる。

「ねーぇ、教えて？　リーゼくん、ぼくとセックスしたい？」

「あ、あ、……知る、か」

　答える必要などない。膨ふくらんでいく快感を、リーゼは唇を嚙んで耐たえる。しつこいまでの行こう為いも、わざわざ『ぼくと』を付けて訊きくのも、令夫人のことがまだ頭から離れていないからだ。

「綺麗になってきた。リーゼくんがちゃんと教えてくれたら終わるよ」

「ぁ……、はっ……、誰だれが言う、か──あっあっ」

　サリバンは容よう赦しやなく舌を突き入れ、クチュクチュと水音を立てる。体内で生き物が這っているような淫みだらな感触に、尻がはしたなく揺ゆれた。

「大広間に戻らなくていいの？　ほら、リーゼ、教えて？」

「く、ぅ……あぁ、……」

　また長い舌の根元までを挿入されて、射精を伴ともなわないまま昇のぼりつめそうになる。それなのに、サリバンは肝かん心じんな場所だけ搔かこうとしない。勢いよく舌を抜き、ひくつく窄すぼまりに、ちゅうっと吸いつくようなキスを繰くり返す。

「ぼくとセックスしたい？」

　激しいもどかしさと快感に負けてしまう。リーゼは思いきり腰を振りながら言った。

「は……、ん、んっ……、──した、い……！　くそっ！」

「うん、うんっ。巣に帰ったらいっぱいしようね。とろとろのままでいてほしいな……やっぱり今おしりに栓せんしちゃおうかなあ。ハァ、絶対似合うよリーゼくん……」

　サリバンは端麗ささえ翳かすむほどの異様な興奮を見せ、はぁはぁと妖あやしく息を乱し、後孔を滅茶苦茶にねぶってくる。

「あーっ、惜おしい、悔くやしいっ！　今、入れたらおかしくなっちゃうくらい気持ちいいのに!!」

「や、ぁ……。──てめぇ、いいかげんに、しろ！」

　うしろを向き、尻に顔をうずめる変態竜りゆうの頭に拳こぶしを食くらわせる。ようやく顔を離はなしたサリバンは、たいして痛くもないくせにおおげさに頭を押さえた。

「痛ったぁい。ぼくの奥さんは相変わらず凶きよう暴ぼうだなあ。でもそこも大好き」

　にこにこしてくるサリバンを完全に無視する。余計なことを言わされて腹が立っているのに怒ど鳴なりつける気力が出ない。黙ったまま、唾だ液えきまみれになった尻を拭いて身なりを整えた。

　サリバンはすぐさま自分の腿の上にリーゼを座らせ、うなじに口づけたり高く束ねた髪かみの先をいじったりしてくる。

　身体からだに刻まれた淫らな感触や快感の余よ韻いんは強い。それを消すために、テール・コートの内ポケットからシガレットケースを取り出す。紙シ巻ガきレ煙ツ草トをくわえてマッチを擦すりながら言った。

「おい。わかってんだろうな。資金、俺の分も回収しろよ」

「わかってるってば。初めからそういう段取りだったじゃない。いくら欲しいの？　リーゼくんの欲しい分だけ回収してあげる」

「ほう」

　その自信満々の言葉に、リーゼは煙草たばこを挟はさんでいる唇の端はしを上げた。ポケットから懐かい中ちゆう時計を出し、時間を確かく認にんして伝える。

「そうだな……四万二千六百ペルラー（約七百五十万円）だ」

「えぇっ？」

　サリバンが驚くのも無理はない。残り二時間でその金額を回収するのは不可能に近いからだ。

　リーゼは心の中でほくそ笑えむ。嫉しつ妬と深い風竜に滅め茶ちや苦く茶ちやされたことの仕返しのつもりで意地悪をしてやった。

　しかしサリバンはまたしれっと言う。

「なぁんだ、たったそれだけかあ……。つまんない。それじゃあ、倍の金額を回収するよ。だからまたお口でして？」

「なに……？」

「ぼく、リーゼくんのおしりを舐めたり吸ったりしながらお口の中でいきたい。一いつ緒しよに射精して、お互たがいの精液を飲み合いっこするのもいいなあ。そのあとはね、ぼくに跨またがって腰くねくねするのもやってほしい。ぼくだけの、いやらしいリーゼくん……あの女は絶対に絶対に、一生、知ることができないんだ、かわいそう……ふふっ。ちゃんと回収するからね、約束ね」

「………」

　凄すさまじく淫いん猥わいなことをぺらぺらと話すサリバンはもう怒おこっていない。いつも通り甘やかしてくるし、嫉妬に駆かられているわけでもなかった。

　ただ、とてつもなく根に持っている。わかってはいるのだが、その執しゆう念ねん深さを久々に見せつけられてリーゼは頭を抱かかえたくなった。

「そういうの余所よそでべらべらしゃべんなよ。ジュスト以外の皆みなに本気でびびられるぜ……」

　機き嫌げんを直したサリバンは「はぁーい」と軽々しい返事をして、スキップをしそうな勢いで大広間へ戻っていく。控ひかえ室に来たときとは別の者のようだった。さっそく女性に声をかけ、腕うでを組んで舞ぶ踏とう会場へ向かう。

　気力や体力を根こそぎ奪うばわれたリーゼはのろのろと控え室を出て大広間の壁かべ際ぎわに立つ。煙草を指で挟み、その手を背のほうへ隠かくしてメルバーン子し爵しやくを捜さがした。

　夜会の主しゆ催さい者しやである彼は、今も多くの客人に囲まれている。リーゼは気づいてもらえるよう視線を送り、目が合ったメルバーン子爵へきちんと辞じ儀ぎをした。

　そのあとサリバンを見て驚おどろく。先ほどとは別の女性と踊おどっていた。リーゼがメルバーン子爵を捜すたった数分のあいだに、先の女性を口説き落として資金を回収し、今の女性へ移ったというのだろうか。

「どうなってんだ……」

「あれ、リーゼさん？　どうしたんです？　御ご夫ふ人じんにふられちゃったんすか」

　にやにやしながら声をかけてきたのはテオだった。たくさんのグラスが載のった銀のトレイを無駄のない動きで運んでいる。

「水、ないか？」

「ありますよ、どうぞ。軽く摘つまみます？　前菜でも取ってきましょうか」

「今はいい。なんか……腹がいっぱいだ」

「ぅひえぇ!?　リーゼさんが、腹いっぱい!?　〝ギルドの底なし沼ぬま〟が、まさかそんな」

「なんなんだよ、おまえ」

　おおげさに驚くテオを、半開きにした猫ねこの瞳ひとみで睨にらみつける。悪魔サタンにしたり沼にしたり、こいつは上司をなんだと思っているのだろう。そのくせ「具合、悪いんですか？　休みます？　薬を手配しましょうか」と言って、そつなくバトラーの仕事をこなすのだから、また腹が立つ。

「うおっ？　危っぶね……」

　睨みながら水を飲んでいると、どふっ、という鈍にぶい音がして、テオが奇き妙みような声をあげた。

　抜ばつ群ぐんの安定感でトレイを持つ彼の腰こしに、ドラゴンギルドの軍服を纏まとった腕が巻きついている。リーゼからはテオの背に顔をくっつける竜の、くるくるの巻き毛が見えた。

「オーキッド？」

「あーん、もう帰りたーい。……あっ、リーゼくんだ。ねえ、ぼくお金いっぱいもらったよ」

　たまらなく愛らしい笑顔をするオーキッドは、今ようやくリーゼに気づいたようだった。

　グラスを片手に持っている小さな風竜は最初からテオを捜していたのだろうか、その頰ほおはいつもより赤い。

「そうか、よく頑がん張ばったな、オーキッド」

　リーゼは空になったグラスをトレイに置き、煙草をくわえた。オーキッドを抱だくために両腕を広げかけたとき、突とつ然ぜんテオが保護者のような顔になり、赤いほっぺたを抓つねる。

「こら、おまえなんで酔よってんだよ。ジュースだけにするって約束したろ？」

「いたーぃ。やくそく守ってるもん。これ、アップルジュース」

「ばかやろ、これはカルヴァドスだっ。こんな酒どこから取ってきたんだ？」

「んーとね、あっち」

「客が持ち込んだのか？　全部回収してやる」

　管理外の酒が出ていることに鼻息を荒あらくしたテオは、腰に纏わりつくオーキッドをずるずるさせながら人波の向こうへ消えていった。

「……なんで俺じゃねえんだよ、オーキッド」

　一いち抹まつの、否いな、相当な寂さみしさを覚えて、そうつぶやかずにはいられなかった。

　テオだけには絶対に遣やらんぞ──新たな決意に燃えるリーゼの瞳に、ダンスをするサリバンが映る。

　また別の女性に変わっていた。いったい何人目なのだろう。

　金色の長い三つ編みを煌きらめかせ、サリバンはまつげを揺らしてダンスの相手に微笑ほほえみかける。彼女の腰を抱き、可か憐れんな手を優やさしく包み込む風竜の手は、直接触ふれ合うために手て袋ぶくろが外されていた。舞踏会場の客人たちは美しく端たん麗れいなシルフィードに見入り、ダンスの順番を待つ乙女おとめらは羨せん望ぼうのまなざしを向ける。リーゼも少し、羨うらやましくなった。

「………」

　しかし、果たして自分はどちらなのだろう。

　綺き麗れいな乙女たちと踊ることができるサリバンが羨ましいのか、それとも、サリバンに抱かれて彼の逞たくましい胸むな板いたに身を委ゆだねている女性が羨ましいのか──。

「めんどくせ……」

　否、本当はわかっている。意味のないことをぼやいてそれをごまかした。魔ま物ものだけが喫のむ紙シ巻ガきレ煙ツ草トを吸って思いきり吐はけば、甘くて苦い紫し煙えんが舞踏会場を少しだけ暈ぼかしてくれる。

　やはり、資金パーティーは今こ宵よい限りとしよう。明日からはいつも通り多くの依い頼らいを受け、案件を捌さばき、任務を遂すい行こうしていく。

　──そっちのほうがよっぽど早くて楽だ。

　竜たちを守るドラゴンギルドを不落の砦とりでとするために、皆で働くことが心地ここちいい。

　今夜のような出来事で亭主サリバンにつらい思いをさせたくないという気持ちも、もちろんあるが、嫉妬と妄もう想そうと執念のすべてを全力でぶつけられてはリーゼの身が持たない。

　サリバンはダンスの相手に微笑みかけるふりをしているだけだった。リーゼが作った紫煙の防壁バリケードなどものともせず、愛の光線をビシビシと飛ばしてくる。

　熱すぎるまなざしが落ち着かなくてリーゼは視線を逸そらす。でも後々拗すねられてはまた難儀するので、サリバンのだだ漏もれの愛に片手を上げて応じた。







　二時間後、メルバーン子爵主催の夜会は滞とどこおりなく終しゆう了りようした。竜りゆうの兄弟に加えてジュストまでもが任務を遂行し、サリバンに至ってはリーゼが指定した金額の三倍近くを回収していた。

　ドラゴンギルドの資金パーティー大作戦はこのうえない成功をおさめた。

　執しつ務む室に札束が次々と積まれていくその様子に、笑いが止まらない。リーゼはパイプからぼっふぼっふと煙けむりを出し、「最高の眺ながめだぜ……」とつぶやく。

　その深夜、サリバンとの約束は果たされた。

　三十年も連れ添そっているというのに、蜜みつ月げつのごとく啼ないてしまったのは内密のことである。

















ベッドのルールは守りましょう


～風竜と黒猫の夫婦における飽くなき攻防～




















「もうっ、ベッドにだけは仕事持ち込まないでって言ってるでしょう!?」

「………」

　夜遅おそくに執務室を出たリーゼは巣に帰ってシャワーを浴び、裸はだかのまま寝しん台だいに座って書類を読んでいた。すると背後から腕をまわしてきたサリバンが本気で叱しかりつけてくる。

「ベッドで仕事しないっ、パイプ吸わない、将校や貴族の名前を言わない！　ぼく何百回も言ってるけど？　リーゼくん聞いてないの？」

「へぇ、何百回ね……そんなに聞いた憶おぼえはないが」

　いつの間にか知らないルールまで増えているような気がして少々辟へき易えきした。

　長年連れ添うサリバンは、ドラゴンギルドの筆頭バトラーのよき理解者である。しかし巣に仕事を持ち込むことは極端に嫌いやがった。多た忙ぼうであることは理解するが二人の時間は一秒でも削けずられたくない──相反する思いを持て余すサリバンはこうして機嫌を物もの凄すごく悪くする。

「ぼくはリーゼくんと二人きりの時間だけが大事なの。それしか要いらないの。わかってるくせにどうしてこんなひどいことできるわけ？」

「三十枚の書類なんか読むのに十分もかからない。なんでそれくらい待てないんだ？」

「……もういい。もう知らない。リーゼくんの勝手にすれば？　ぼくも好きにするから」

　突つき放すような言いかたをされて、チッと舌を鳴らした。

　すると「舌打ちなんて最低。お行ぎよう儀ぎ悪い子」という厭いや味みが背にぶつかってくる。甘いはずの二人の時間が険悪になっていく。

　リーゼも好き好んで仕事を持ち帰っているわけではなかった。でもこの程度の書類は場所を問わず目を通せる。それなら執務室ではなくサリバンの腕の中がいい──そんなリーゼの思いなど知る由よしもないサリバンは、きつい苛いら立だちを隠そうともせずに荒っぽく背を愛あい撫ぶしはじめた。チクリと痛みを感じるほど強く肌はだを吸い、赤くなったそこに歯を立ててくる。

「痛っ、……おい。サリバン」

「なに？　べつに邪じや魔ましてないでしょ。目隠ししてるわけじゃないし。早く読みなよ」

　そんな低い声で冷たく言わなくても、一秒でも早く読み終わろうと努力している。しかし背やうなじを嚙かまれながら指で胸の突起を捏こねられると、読むスピードががくんと落ちた。

　乳ち首くびから離はなれた手が臍へそをくすぐり下生えをあやす。もう片方の手が尻しりの丸みを撫なでてくる。

「……サリ、バンっ。……いいから、少し、待て……。──っ」

「あっ？　リーゼくん、もう硬かたくしてる。すごく濡ぬれてるね。──かわいい。リーゼ……」

　茎くきに触れた瞬しゆん間かん、サリバンは苛立ちを含ふくんでいた低い声を一気に甘くした。その甘い声を聞くとリーゼは駄だ目めになる。書類の文字は読めても内容が頭に入ってこない。肌が熱を帯びていく。あと少しで読み終わるのに──そのとき後こう孔こうに熱く濡れた先端が押しあてられた。

「ぁ、……っ」

　身体からだがびくんと跳はねて、手の力が抜ぬけた。ばさばさと床ゆかに落ちていく書類を拾う気になれない。それよりもサリバンを迎むかえ入れやすい体勢になりたくて顔と手を寝台につき、腰を浮うかせてしまう。その動きが書類を拾おうとしているように見えたのだろうか、サリバンが焦あせった声を出した。

「だめっ、リーゼくん、危ないっ。ぼくが拾うから」

「あ！　──ぁ、ん……っ」

　サリバンがリーゼを抱いたまま床に向かって腕うでを伸のばす。その拍ひよう子しに、ぬぷりと陰いん茎けいが入ってきた。でも期待していたよりも挿そう入にゆうが浅くて、もどかしさばかりが募つのる。すぐそばで揺ゆれる長い三つ編みをつかんでサリバンを引き寄せた。

「い、い……もう、いらない……」

「どうして？　まだ全部読んでないでしょう？　大だい丈じよう夫ぶだよ、すぐ拾ってあげるから。ね？」

　ちがう、と首を横に振ふるとサリバンが不思議そうに見つめてくる。書類なんかもうどうでもいい、リーゼが今すぐ欲しいのは──三つ編みをぎゅうっと握にぎり、涙なみだ目めで訴うつたえる。するとサリバンが腰こしを大きく揺らして、待ち望んでいたそれが奥まで入ってきた。

「ん、ぁあ……あ、サリバン──」

「ごめんね。リーゼくんまだ怒おこってる？　ねえ、おねがい、仲直りしよ……？」

　深くつながったまま、サリバンは自身がいじめて真っ赤にしたリーゼの肌を必死で慰なぐさめてくる。柔やわらかな口づけを背に受けながらリーゼはふっと笑った。

「俺は、最初から、怒ってない。あ、ぁ……、いらいら、して、怒ってんのは、おまえだろ」

「ううんっ、ぼく怒ってなんかないよ、ぼくがリーゼくんに怒るわけないでしょう」

「だったら……、も、いいだろ……。はや、く……動いて──、あっ、あっ！」

　四つん這ばいになったリーゼを抱だきしめてサリバンが抽ちゆう挿そうを始める。強く激しい律動に視界が揺れた。指と指をからませて、互たがいの唇くちびるを吸い舌を夢中でねぶり合う。

「ん、……いく。リーゼくんの好きなところに出してあげる。どこがいい？　奥のほう？　真ん中？　それとも、入り口に出してペニスで塗ぬるのがいい？　あれ大好きでしょう？」

　どうせサリバンは全部に出す。わかっているけれど、一番早くしてほしいそれを口にした。

「……いり、ぐち。──あっ、あ……なか、塗るやつ、……」

「うん。精液漏れちゃだめだから、リーゼくん、おしりの孔あなぎゅうって、してくれる？」

　こくこくとうなずき、ぎりぎりまで抜かれた陰茎の先端を思いきり締しめつける。強い快感を得たサリバンが、引き締まったしなやかな長ちよう軀くを震ふるわせているのが、わずかにつながっているところから伝わってきた。

「あ、あ……リーゼくん、上手だよ。すっごく、きつい……気持ちいい──」

　サリバンは亀き頭とうだけを嵌はめ込んで射精する。びゅくびゅくと大量に噴ふき出る竜の精液が孔の近くに溜たまっていくのがわかった。

　一度目を出しきると、サリバンは硬く長いペニスをゆっくりと出し入れして、とろとろの粘ねん液えきを内ない壁へきに塗り込んでいく。余すところなく、丹たん念ねんに。サリバンがリーゼのためだけに生み出すその淫みだらな動きと感かん触しよくが、リーゼはたまらなく好きだった。

「あぁ……、んっ……きもち、い、……いいっ」

「リーゼくん、好きだよ……大好き。おしりの中のこりこりにもいっぱい塗ってあげるね」

　いやらしく腰をまわされ、濃のう厚こうな精液を内壁の奥まで塗り込まれるたび、堪こらえきれないほどの快感に苛さいなまれてリーゼは啼なきながら白い蜜みつを漏らした。

　気持ちよすぎて意識が飛びかけているのに、サリバンが急に腰を叩たたきつけてくる。

「あっ、あっ、ぁ……！　やっ、サリ、バン、っ……」

「ねえっ、ぼく、やっぱりいやだっ。もうベッドに仕事を持ち込まないで。ぼくたちだけの大切な場所なんだから、ぼくだけ見てぼくだけ感じててほしいの。次はもう絶対にだめだよ、次したら──」

　激しく揺さぶられて朦もう朧ろうとなる中、『次』という言葉ばかりが耳に届いた。次は──。

「──次は、奥の、ほう……腹の、いちばん、おく、出して」

「あぁん、リーゼくんのばか、ばかっ。すっごくかわいいけど、ちがう、その『次』じゃなくて、次もうベッドに仕事を持ち込んじゃだめって……、──やっぱりベッドのルールぜんぜん聞いてないでしょうっ？」

「ぅん……？　次、はやく、ほしい……その次は、真ん中、も」

　頭がぼんやりとする。ただ気持ちよくて幸せで、サリバンがなにを嘆なげいているのかよくわからなかった。早く次が欲しいから、竜の長い陰茎をぎゅうっと締めつけ、ねだってみせる。

「ん……、サリバン……次、まだ、か……？」

「あ、あっ。もういやだ、死ぬほどかわいい。次はおなかの一番奥ね？　うんとたくさん出してあげるよ。リーゼくんのばか、でも愛してる。愛いとしすぎてぼくどうにかなりそう……」

　やはり一秒でも長く二人きりでいたい。そのためならサリバンに怒られてもかまわない。

　だから次もまた叱られる覚かく悟ごで、書類を持ってベッドに潜もぐり込む──嘆きながらも無限の愛を注いでくるサリバンを見つめて、リーゼは至福の笑えみをこぼした。
















魔性の竜は今日もバトラーに夢中
















　竜りゆうの巣に差し込む朝あさ陽ひと小鳥たちのさえずりに誘さそわれてオーキッドは目を覚ました。

「ウゥーン……」

　大きな伸びをして寝しん台だいから出ると、気に入りのモコモコのスリッパを履はく。オーキッドは竜の一族では珍めずらしく寝ね起おきがいいほうで、眠ねむるときに寝衣を着るのも少数派だ。シャツの裾すそを揺らして窓辺へ駆かけていき、レースのカーテンを引いて大窓を開けば、小鳥に姿を変えている五匹ひきの魔ま物ものたちがいつも通り挨あい拶さつをしてくる。

『おはようございます！　オーキッドさま！』

「みんな、おはよー」

『素す敵てきな夢を見ましたか？』

『どんな夢ですか？　聞かせてくださいな』

「忘れちゃったぁ……。──〝彼〟はまた出てこなかったよ。それだけは憶おぼえてる」

『彼はずっと忙いそがしそうですから、夢の中でもお仕事をしてるのかもしれませんね』

　オーキッドがこの話ばかりするので、魔物たちは〝彼〟がドラゴンギルドのバトラーであることを知っていた。

　最近はゆっくりおしゃべりする時間も作らないし、ぼくの担当バトラーにもならないんだから、夢の中へ会いにくるぐらいすればいいのに──唇を尖とがらせて窓まど枠わくに頰ほお杖づえをつくと、魔物たちは慰めているのか、肩かたにとまったり金色の巻き毛を小さな嘴くちばしで優やさしく梳すいたりしてくる。

　気を取り直したオーキッドはにっこり笑って言った。

「いいお天気！　空もすごく綺き麗れいなブルーだし、飛んだら気持ちいいだろうね」

『はいっ。僕たち、今日はずっと遠くまで飛ぶんです』

『珍しい木の実を見つけるために、お山をふたつも越こえるんですよ』

「そうなの？　じゃあ、おまじないかけるね。──おまえたちにいい風が吹ふくように」

　オーキッドは風竜シルフイードだから、小さな魔物に守護の風を纏まとわせるくらいはお手の物だ。

　細い指先で緑色の風を編み、ふうっと息を吹きかけると、きらきらと煌きらめくそれが魔物たちを包み込む。ピチチッ……と啼く彼らは『わぁ、ありがとうございます！』『オーキッドさまに、木の実を持って帰りますね！』と大喜びしながら青空へ向かって飛んで行った。

「ぼくも準備しなくっちゃ」

　寝衣を脱ぬいで裸はだかになり、それをソファへぽいっと放ほうり投げ、下着を穿はいてシャツを着る。

　三十年ほど前に初めて支給されたドラゴンギルドの軍服はぶかぶかで格好が悪かったが、しばらくしてオーキッド専用のものに作り替かえられた。細い脚あしと小さな尻しりをぴったりと包むパンツを穿き、上着のボタンをきちんと留めてベルトを締め、手て袋ぶくろはポケットに入れる。

　竜の兄弟たちは世界最強の魔物に相応ふさわしい筋骨隆りゆう々りゆうの巨きよ体たいや、平均十五テナー（約二百センチ）の長軀を誇ほこりとするけれど、オーキッドは違ちがっていた。

　竜とは思えない小さな身体からだだが、これが自分に合っていると思う。竜の姿でも小回りが利きくし、力が足りなくてできない仕事は兄弟が必ず助けてくれるし、バトラーも人間も皆みなオーキッドを大事にしてくれるから、自分だけ小こ柄がらなことに引け目を感じたことはなかった。

「今日もいい感じ」

　大きな瞳ひとみで鏡をのぞき込み、くるくるの巻き毛を手て櫛ぐしで整える。ロングブーツを履いて軍ぐん帽ぼうを小こ脇わきに抱かかえると、食堂へ向かって軽かろやかに駆けていった。

　時刻は午前六時十分──。早朝から夜まで稼か働どうしているドラゴンギルドの厨ちゆう房ぼうはすでに賑にぎやかで、肉を焼く香こうばしい匂においや焼きたてのパンのいい匂いで満たされている。

　オーキッドは銀のトレイを持つと、カウンターにずらりと並べられた多た彩さいな料理の中から、ロールパンとベーコンエッグ、ハーブサラダと木き苺いちごのジュースを選んで載のせた。そしてコック長と「それだけかよ？　大きくなれねぇぞ」「このままでいいもん」という毎朝のやりとりをしたあと、空いている席を──〝彼〟の隣となりの席を目指す。

　食堂のテーブルは縦長なうえ幅はばも広いのだが、これには理由があり、兄弟たちとリーゼが大皿を幾いくつも置くからだった。

　彼らは朝から子こ豚ぶた一頭分を食べる。オーキッドにはとても真似まねできない。

　──リシュリーも驚おどろいてたっけ。

　ファウストを含ふくむ兄弟たちが、広いテーブルに所ところ狭せましと置いた大盛りの料理を平らげていくその光景に、ぽかんとしたリシュリーが『ファウストまで……。竜は皆こうなんだな……』とつぶやいたことを思い出した。

　今も、前まえ掛かけをしたシーモアが口のまわりをソースだらけにして、林りん檎ごくらい大きなミートボールを幾つも食べている。ナインヘルは分厚いステーキと骨付き肉を交こう互ごに嚙かみ千切り、その隣でアナベルがキッシュをぽそぽそと口へ運んでいた。キュレネーは淑しとやかにナイフとフォークを使っているが、食べているのはオーバルプレートからはみ出るほどの三尾びのサーモンだった。

　世界最大の肉体を持っているのだから、兄弟たちが桁けた外はずれの大食であることは理解できる。しかしリーゼまで似たような量を食べるとは、どういうことだろうか。

　オーキッドと同じ十三テナー弱（約百七十センチ）の細身であるリーゼが山盛りの肉やオムレツやサンドイッチを次々と吞のみ込んでいくのを見ると、いつも胸やけがする。隣に座るサリバンは紅茶を片手にその様子をうっとりと見つめているから、オーキッドは仲のいい兄竜のことが稀まれにわからなくなる。

　こちらに気づいたリーゼが口の中をいっぱいにしながら「俺の隣に来いよ」と視線だけで伝えてきたが、サリバンの邪じや魔まはしたくないし、それにオーキッドには座りたい席があった。

　ニコッと笑い、「また今度ね」と目配せをして食堂の奥へ進んでいく。

　──いたいた。

　ひとつだけ通常の幅のテーブルはバトラーたちがよく使っているもので、〝彼〟と向かい合って座っているジュストが片手を軽く上げてくる。

「おはよー」

「おはよう。そこ空いてるよ」

「うん、ありがと」

　オーキッドのことをよくわかっているジュストは、いつもさりげなく座りたい席へ導いてくれる。オーキッドはジュストの斜ななめ向かいの席──〝彼〟の隣に銀のトレイを置き、座った椅い子すをぴったりと寄せた。

「テオ、おはよっ」

「……ぅはよ」

　気だるげに返事をする、まだ半分寝ていそうなテオ──彼が、オーキッドが夢中になっているドラゴンギルドのバトラーだ。そしてきっと、否いな、まちがいなくテオが先にオーキッドに恋こいをした。

　──だって初めて会ったその瞬しゆん間かんに口説いてきたものね。

　オーキッドはそのときのことを思い出し、ふふっ、と微笑ほほえんでテオを見つめた。

　制服をきちんと着用しているジュストとは対照的に、テオはテール・コートを背せ凭もたれに無造作にかけ、ウェスト・コートは着ているけれどボタンをひとつしか留めていなくて、リボンタイも結んでいない。朝が弱いところも、ぼさぼさで寝ね癖ぐせがついている栗くり色いろの髪かみも、凄すごくいいと思う。できればまぶたをもう少し開いて、綺麗なライトグレーの瞳をこちらに向けてほしいけれど。

　テオは今日も格好よくて素敵で、オーキッドは胸を弾はずませる。でも、夢の中に出てこなかったことをほんの少しだけ根に持っていた。「昨夜ゆうべどうして夢の中へ会いにこなかったの？」って訊きいたら、どう返事するかな──瞳をぱちぱちと瞬またたかせながらテオを見つめていると、ジュストが銀のトレイをのぞき込んでくる。

「また小食だねえ。それだけじゃ力が出ないでしょう？　もう少し取ってきてあげる」

「いいよ、力仕事するわけじゃないし」

　このやりとりも時折することだった。ほんの一、二分ではあるけれど、テオとオーキッドを二人きりにしてくれるジュストは「軽いものにするから」と言ってカウンターへ向かう。

　先ほど椅子をぴったりと寄せたオーキッドは、さらに身体を寄せて訊たずねた。

「テオ、今日のぼくの任務ってなあに？」

　その日の任務内容や発着スケジュール、竜とバトラーの組み合わせは、長いあいだリーゼが決めていたが、半年ほど前からは〝現場主任〟というものになったテオが考え、リーゼに確かく認にんを取っていると聞いた。

「力仕事じゃないでしょ？　ねえ、担当バトラーは誰だれ？」

「あー……、どうだったかな、憶えてねえな……」

　オーキッドにとっては任務内容よりも担当バトラーが重要なのだが、もそもそとトーストを食べるテオの返事はひどくそっけない。

　視界に入ってきた別のテーブルでは、サロメとメルヴィネが「はい、メル、口を開けてください」「や、やめてよ、自分で食べるから」「いけません。早く」「むぐ……」という毎朝のやりとりをしている。

　オーキッドだってテオに「あーん」とされたい。でも彼は絶対してこない。それどころか、なぜかほとんど構ってこなくなった。少し前のテオは、口元に付いたソースを拭ふいてくれたし、オーキッドが「おなかいっぱい」と言うと「竜りゆうのくせしてどんだけ小せぇ胃だよ」と苦く笑しようしながら残った料理を代わりに食べてくれたのに。

　先ほどのそっけない返事といい、最近のテオはちょっとおかしい。心の中にもやもやが出だしたとき、小さなガラスのボウルを手にしたジュストが戻もどってきた。同時にテオが席を立ち、テール・コートを腕うでにかけて銀のトレイを持ち上げる。

「俺、先に行くわ」

「えっ？　どうして？」

　だってまだ食べ終わってない──オーキッドがそう言葉にするより早く、ジュストが手を振ふって言った。

「はいはい。じゃあ、またあとでね」

　以前のテオは「おう、おまえら遅おくれんなよ」くらい言っていたのに、今の彼は無言で背を向け、足早に食堂を出て行ってしまった。

「なにあれ、変なの。今日のぼくの担当バトラーを憶おぼえてないって、そんなの絶対うそだ」

「話はあとで聞くから、ぷんぷんしてないで食べな。ほら、これもね」

「ありがと」

　オーキッドはむすっとしながらも、ジュストが取ってきてくれた蜂はち蜜みつのたっぷりかかっているヨーグルトまでちゃんと食べた。食器を返し、話を聞いてもらいながら脱だつ衣い室へ向かう。

　隣同士の猫ねこ脚あし椅子に座るとジュストは脚を組み、オーキッドは脚をぶらぶらさせた。

「絶対に変だよ。現場主任っていうのになってから特に冷たくなった感じ」

「そう？　僕にはそんなふうに見えないけど」

「もーっ、その眼鏡ちゃんと見えてるの？　フォンティーンに調整してもらってよ。あーぁ、つまんない……」

　くすくす笑うジュストの肩かたにこつんと頭を乗せたオーキッドは、まぶたを閉じて昔のことを思い起こす。

　テオと出会ったのは八年前だった。

　バトラーの数が足りていないのは昔も今も同じで、その日もバトラーが付かなかったオーキッドは、中庭で四つ葉のクローバー探しをして遊んでいた。

　竜が摘つんだ草花には強い魔ま力りよくが宿って枯かれなくなってしまうから、たとえ四つ葉のクローバーが見つかってもオーキッドは摘むことができない。でも、よっつのハート形の葉がくっついているところを見てみたくて探していた。

　すると二人の男が近づいてきた。どちらもバトラーの制服を着ていなかったから、しゃがんでいたオーキッドは警けい戒かいし、すぐに立ち上がった。

『オーキッド、また独りぼっちにされたのかい？』

『あれ、クロード？　……それ、誰？　どうして人間なんかがギルドの中にいるの？』

『彼は、私の甥おいのテオだよ。さっきリーゼとの顔合わせが終わってね。テオは明日からここで働くんだ。ドラゴンギルドの仲間になるんだよ』

　ギルドの設立メンバーであるクロードは、あと一週間でバトラーを引退して後方支し援えんにまわることが決まっている。彼が『自分の代わりに』と連れてきたのがテオだった。

　両手をスラックスのポケットに入れて、面めん倒どうくさそうにしているテオの第一印象は、まったくよくなかった。十七歳の彼はそのときすでに身長が十四テナー（約百八十六センチ）あり、人間のくせにオーキッドを見おろしてきたのだ。

　でも、嫌いやで嫌でしかたないという表情をしていたテオが、笑顔になって言った。

『こんなに可愛かわいい竜がいるなんて驚きだな。……おまえのためなら頑がん張ばれる気がしてきた』

　出会った瞬間に口説くなんて変な人間だと思ったし、それにオーキッドは可愛いと言われ慣れているから、そんなことで警戒を解いたりしない。

『クロード、ばいばい、また明日ね』

　オーキッドはその場に座り直し、四つ葉のクローバー探しを再開した。

　するとテオもしゃがんで、『一人でなにやってんの？』などと話しかけてくる。目も合わさずに『四つ葉のクローバー探してる』と短く言ったら、テオもわざと『ふーん』とだけ返してきて、でも彼は足元のクローバーをひとつずつ調べはじめた。

　にこにこ笑うクロードは中庭のベンチに座って煙草たばこを喫のみ、そのあと居い眠ねむりをする。

　結局、陽ひが沈しずむまで探しても四つ葉のクローバーは見つからなかったけれど、テオがいたからオーキッドは独りぼっちにならずに済んだ。そのときのふわふわした不思議な気持ちは、上手うまく言いあらわせない。五十年以上を生きてきて初めて経験したものだった。

　翌日からドラゴンギルドで働きだしたテオは『だりぃ』とか『休みほしぃ』ばかり言うが、その言葉とは反対にバトラーの仕事を精力的に覚えていった。竜の兄弟たちに威い嚇かくされても、大きなミスをしてリーゼに怒ど鳴なりつけられても絶対に泣かない。少しでも悲しかったり寂さみしかったりすると泣いてしまうオーキッドには、テオが兄竜みたいに強く見えた。

　オーキッドが泣くと兄弟は涙なみだを舐なめ取ってくれるが、リーゼには『泣くな！　竜の涙が劇薬である自覚を持て！』と叱しかられ、バトラーたちには迷めい惑わくがられる。

　でもテオだけは困惑もしなければ嫌がりもしない。そしてある日、オーキッドの前でチェック柄がらのハンカチを高々と掲かかげてきた。おどけているこの人間のことがまだよくわからないオーキッドは、金色の瞳ひとみをすっと細めて訊ねる。

『なにふざけてんの。……なにそれ』

『よく訊いてくれた。これは名づけて〝オーキッドの涙拭き取り専用ハンカチ〟だ。ほれ、ここ見てみろ』

　テオが指さしたハンカチの隅すみをしぶしぶ見てみると、そこには小さなハート形の葉がよっつ、綺き麗れいに刺し繡しゆうされていて、オーキッドは思わず口元をほころばせた。

『……わぁ、四つ葉のクローバーだ』

『あのとき見つけられなかっただろ？　だから刺繡したんだ。このハンカチ、アルカナ王家御ご用よう達たしの仕立屋テーラーでオーダーメイドしたんだぜ。ハンカチのくせに死ぬほど高くてびびった！　初任給全部飛んでったけど、竜の涙を吸うんだから、ちゃんとしたものじゃないとな。兄弟がいないときに涙が出たら俺のとこに来たらいい。このおまえ専用のハンカチで拭いてやる。兄弟がいるときでも俺のとこに来たっていいんだぜ？　泣いたことはリーゼさんに絶対ばれないようにしてやるよ』

　そのとき胸が高鳴って、悲しくもないのに涙がぽろぽろとこぼれ落ちてくる。オーキッドは嬉うれしくても涙が出ることを初めて知り、テオは『あはは、いきなり使うのかよー』とハンカチで顔をごしごし拭いてくれた。

　テオのことを、警戒しているはずだった。よくわからない人間だと思っていた。

　それなのに、どうしてか心がふわふわしたり、どきんと鳴ったりする。愛めでられることには慣れているのに、テオの口から出る『オーキッドは可愛い』が、なぜか特別なものに聞こえてくる。

　どうしたらいいのかわからなくて、思っていることのすべてをジュストに打ち明けると、十八歳だった彼は大人びた声で教えてくれた。

『オーキッドは、テオに恋こいしているんだね』

『ちがうよ、どうして？　竜のぼくが人間に恋をするなんて、そんなの、おかしい、よ……』

『本当はおかしいなんて思ってないでしょう？　魔ま物ものと人間の恋れん愛あいや婚こん姻いんは、魔物狩がりが起こる前は自然なことだったものね。竜も同じ。おまえたち竜には恋くらいしてほしいと僕は思うよ。竜だからこそ──』

　言葉にあらわせない不思議な気持ちの正体が恋心だと知ってから、オーキッドは涙の気配がすると迷わずテオのところへ駆かけていくようになった。テオは資料室やバトラーの宿舎にオーキッドを隠かくし、泣きやむまで涙を丁てい寧ねいに拭いてくれる。

　テオは本当に優やさしくて、ひどくなっていくオーキッドのわがままもすべて聞いてくれた。

　どうして八年も経たって、急に冷たくなったのだろう──。

「──打ち合わせ始まるよ」

　ジュストに声をかけられたオーキッドが追つい憶おくをやめてまぶたを開くと、知らないあいだに兄弟やバトラーたちが猫脚椅子に座り、テオ一人だけが立っていた。

　寝ね癖ぐせがついていたぼさぼさの髪かみは整えられている。テール・コートを着てリボンタイをきちんと結び、打ち合わせを進めていくその姿は物もの凄すごく格好いい。

　こんなにも熱心に仕事をしているのだから、任務内容や担当バトラーを憶えていないはずがなかった。冷たい態度も嫌だが、噓うそをつくのは酷ひどすぎるのではないだろうか。

　でも、腹を立てているのに、どうしても見み蕩とれてしまう。

「あ、いい感じ。──はい、オーキッド」

「ありがと……」

　ジュストからまわってきた【任務地一覧】の書類を、溜ため息をつきながら受け取った。

　テオが現場主任となり、任務内容や担当バトラーを決めるようになると知ったとき、オーキッドは胸を弾はずませた。テオがオーキッドを担当する回数が格段に増えると思ったから。

　でも実際はそんなことはなく、逆にリーゼが決めていたときよりも減っている。昔は月に四、五回はあったのに、最後にテオがオーキッドを担当したのは一か月以上も前のことだ。

　バトラーたちのことは大好きだから誰だれが担当でも嬉しい。ただ、テオに避さけられているのが凄くわかるから、確かく認にんするこの瞬しゆん間かんがいやなんだ──憂ゆう鬱うつな気持ちのまま書類に視線を落としたとき、思わず「あーっ！」と叫さけびそうになった。しかし叫ぶより早くジュストがしっかり口を塞ふさいでくれる。オーキッドは口をモゴモゴさせながら自分の欄らんを何度も確認した。

【オーキッド／南アルカナ内海における大型客船ロレンス号への同行・警護】

【出動：午前七時三十分：第一ゲート／帰き還かん：午後三時予定：第三ゲート】

【議会：あり／担当バトラー：テオ】

　みるみる熱くなっていく頰ほおに両手をあててジュストを見ると、オーキッドの口から手を離はなした彼は「よかったね」と笑ってくれる。

「ふふっ……」

　嬉しくて嬉しくてたまらない。避けられていたというのは考えすぎで、一か月以上も担当にならなかったのは偶ぐう然ぜんだったのだろう。オーキッドは憂鬱な気持ちなどすっかり忘れ、リーゼやテオが言っている注意事じ項こうも聞かずに【議会：あり／担当バトラー：テオ】の一行を目に焼きつけた。

　議会ありなのが少し残念だけれど、そのあとも時間はある。なにをしよう？　帝てい都との中心街へお出かけ、中庭でアフタヌーン・ティー、それともフォンティーンから借りた分厚い推理ミステリー小説の朗読──。

「──解散。各おの々おの現場で業務に入れ」

　打ち合わせを終しゆう了りようさせたリーゼが脱だつ衣い室を出て行くよりも早く、オーキッドは担当バトラーめがけて駆けだし、その長ちよう軀くに抱だきついた。

「テオーっ、ぼくもう出動だよ、早く軍服脱ぬがせて！」

「あん？　おまえ、自分で脱ぐ派だろ？」

「変わったの！　今はサリバンやフォンと同じ、なにがなんでも絶対に自分で脱がない派！」

「へぇへぇ、わかりましたよ、気まぐれシルフィードちゃん……」

　ぼやきながらも上着のボタンを丁寧に外していく彼は、食堂で会った冷たいテオではなく、現場主任になる前のテオだった。ますます嬉しくなったオーキッドは甘えた声を出す。

「ねーぇ、どうしてさっき、うそついたの？　ぼくの担当バトラーが誰か訊きいたとき『憶おぼえてねえな……』って言ったー。本当は自分って知ってたんでしょう？　照れくさくて言えなかったの？」

「照れくさいって、なんだそりゃ……。憶えてねえと言うより、ごっちゃになるんだよ。任務内容と担当バトラーは四週先まで見ながら、あちこち埋うめたり変へん更こうしたりするからさ。オーキッドの今日の担当バトラーって俺だったかな？　あれ明日あしただったかな？　憶えてねえ……、となったわけだ」

「じゃあ、うそついてないってこと？」

「噓なんかつくかよ。ほら、ブーツ脱がせるから椅い子す座れ」

「はぁい」

　オーキッドが椅子に座ると同時にテオは床ゆかに片かた膝ひざをつき、一瞬のためらいもなくブーツの踵かかとを自分の腿ももに乗せた。その仕草ひとつだけでオーキッドの小さな胸は激しくときめく。　>>>♥

　膝裏に手を添そえてブーツを脱がしていくバトラーに、うっとりと見蕩れてしまった。

「なんだ、ぼうっとして。ほれ、次は立つ」

　オーキッドがニコッと笑って「はい」と両りよう腕うでを伸のばすと、テオは「立つぐらい自分でしろォ」と文句を言いながらも立たせてくれる。そうしてシャツのボタンをするすると外しながら訊たずねてきた。

「下は自分で脱ぐか？　おまえ見られるの苦手だろ、兄貴たちやナインヘルと違ちがって」

「ぅ、ん……」

　竜りゆうの一族に着衣の習慣はないため、兄弟のほとんどが自分で軍服を着脱することを嫌いやがり、必要なとき以外は全ぜん裸らで過ごす。しかしオーキッドはドラゴンギルドで生きている時間のほうが長いから、なにか着ていないと落ち着かないし裸はだかを見られるのはいつまで経っても慣れなかった。

　でも、ようやくテオがオーキッドの担当バトラーになったのだから、全部してほしい。

　恥はずかしい気持ちを抑おさえ、自分よりずっと背の高い彼に上うわ目め遣づかいで言った。

「やだ。やっぱり、テオが……脱が、せて」

「はいよ。それにしてもまあ、今日は輪をかけて甘えん坊ぼうだなー」

　苦く笑しようするテオはふたたび片膝をつき、オーキッドは頰を膨ふくらます。

　誰のせいだと思ってんの、一か月以上も放ほったらかしにして──そう言おうとしたが、しゃがむテオの手が伸びてきた瞬間、息が詰つまって言えなくなった。

　軍服のパンツのボタンが外され、膝下までおろされただけで強きよう烈れつな羞しゆう恥ちに見み舞まわれた。頭がくらくらして、「俺につかまって片足ずつ上げろ」というテオの声が、遠くから聞こえるような気がする。どうにか言われた通りにしたけれど、下着に指をかけておろされたとき、あまりの恥ずかしさに泣きそうになった。

「足、上げろって」

「ぅ……」

　至近距きよ離りで、綺麗なライトグレーの瞳ひとみが、裸体の中心をとらえてくる。

　発情を知らないそこは反応を示さないけれど、ぞくぞくとした得体の知れない感覚が身体からだを駆け抜ぬけて、オーキッドは怖こわくなってしまった。

「に、任務、行って、くる」

「おい……」

　顔が林りん檎ごみたいに真っ赤になっているのが自分でもわかり、ますます恥ずかしくなってテオの前にいられなくなった。くるりと背を向けて一番近くにある第三ゲートへ走っていく。

「オーキッドっ、違う、出動は第一ゲートだぞ！」

　テオの大声が背にぶつかってきて「あ、そ、そうだった」と大急ぎで方向転てん換かんし、竜の姿になって第一ゲートから飛び立った。

「なに、今の……あれなにっ？　すっごくドキドキしたぁっ……！」

　裸を見られることは慣れないだけで、強い羞恥を覚えたことはない。兄弟は当然のこと、ジュストやアナベルたち、リーゼに見られてもかまわなかった。

　テオだけは別で、見られて落ち着かないときはあったけれど、こんなに恥ずかしくてドキドキしたことなんてなかったのに。

　さっきのオーキッドの裸を見てくるテオの瞳は、これまでと違って少しいやらしかった気がする。だから初めてのぞくぞくを経験したのだ。この感覚はテオに見られたり触ふれられたりしたときだけ起こるものだとわかる。

　ぞくぞくとドキドキがもっと強くなったらオーキッドは──発情、するのだろうか。

「無理だよテオ！　ぼく、心臓が爆ばく発はつしちゃう！」

　任務地への到とう着ちやくが遅おくれそうなわけでもないのに、勝手にビューンと飛行速度が上がった。

　でも、これでちゃんとわかった。オーキッドが発情を迎むかえるのは、ほかの誰でもない、テオの腕の中だ。そう思うと、怖さよりも嬉うれしさのほうが大きくなる。あとは心臓が爆発しないで済む方法をジュストに教えてもらえば大だい丈じよう夫ぶ──ひとまず安心し、熱を冷ましたオーキッドは風をとらえて高度を上げ、南アルカナ内海へ向かった。

　港に着くと、竜の姿を確認した大型客船・ロレンス号が半日の船旅を開始した。しばらく船の真上を飛び、海うな原ばらに出たあと横につけば、キャーッ、という夫人や令れい嬢じようたちの声がすぐに聞こえてくる。

「まあっ、オーキッドよ！　わたくしたち幸運だわ！」

「彼が有名な〝幸せを運ぶ天使〟ね！　もっとこちらに来て！」

　詳くわしいことは知らないが、オーキッドには多くの渾あだ名ながあり、その半数近くに〝天使〟が使われているらしい。魔ま物ものなのに、と思うけれど、たぶん、くるくるに巻かれた金色の鬣たてがみを持っているからだろう。

　大型客船の警護はリーゼが積極的に受け入れている依い頼らいで、彼は『船旅の追加サービスみたいなもんだ』と言っていた。華はなやかなシルフィードや優美なオンディーヌが警護につくことで、船旅が一層豪ごう華かになり安全も保障されるため、得意先クライアントには喜ばれているという。

「こんにちは！　みんな、クルーズは初めて？」

「ええ、そうよ！」

「初めてのクルーズであなたに会えるなんて夢みたい！」

　旅客たちに話しかけると、さっきとは比べものにならないほどの黄色い声が返ってくる。

　オーキッドは大型客船を警護しながら、乙女おとめたちと楽しくおしゃべりをしたり、船上の優ゆう雅がなティー・パーティーを見守ったりした。そうして数時間後に港が見えてきたら、船のまわりを一周して別れの挨あい拶さつをする。

「ぼく、次も必ずみんなを守るから、また船の旅をしてね。きっとだよ！」

　そう言って片目をパチンと閉じると、「また船に乗るわ、オーキッド！」「約束よ！」という、何度目かわからない悲鳴のような歓かん声せいがあがる。

　この任務は表向きは大型客船の警護だが、裏には『クルーズ客を増やすことによって警護依頼の件数を増加させる』という、リーゼからの特別任務がある。そのどちらも果たしたオーキッドはドラゴンギルドへ帰き還かんを始めた。

　第三ゲートに着陸し、洗せん浄じようとオーバーホールを済ませ、人型になって脱衣室へ入る。

　出動したときの恥ずかしさやドキドキは治まっているから、バスタオルを持つテオに思いきり抱きついた。

「テオーっ、ただいま！」

「濡ぬれたままくっつくなっていつも言ってるだろ。──怖い目に遭あわなかったか？　怪け我がしなかったか？」

「うんっ、大丈夫！」

　竜は任務を遂すい行こうすることがすべてで、バトラーは遂行したか否いなかを速すみやかに報告させるのが仕事だとリーゼは言う。でもテオは必ず最初にオーキッド自身のことを訊きいてくれた。

　任務が果たせずに泣いて帰還すると、四つ葉のクローバーの刺し繡しゆうが入ったハンカチで涙なみだを拭ふいてくれる。オーキッドはテオのことが本当に大好きだから、テオもオーキッドだけを大切にしていてほしい。最近は泣くことはほとんどなくなったけれど、オーキッド専用のハンカチが、今日もテオのテール・コートのポケットに入っているといいなと想おもう。

「任務もちゃんとできたよ。女の子みんな可愛かわいかった」

「そうか、よかったな。任務遂行ご苦労さん」

　金色の巻き毛をぽんぽんと撫なでられて、たまらなく嬉しくなる。

　やはりまた恥ずかしくてドキドキしてしまう予感がしたので、バスタオルを受け取って自分で身体を拭き、下着を穿はいた。軍服はテオに着せてもらい、手て袋ぶくろも嵌はめてもらう。バトラーだけが持つ金色の懐かい中ちゆう時計を確かく認にんすると、テオは蓋ふたをパチンと閉めながら言った。

「議会まであと十五分だ。シーモアたちは先に出たぜ。俺たちも行こう」

「うんっ。あー、議会、早く終わらないかなぁ」

「寝ねないでくれよ。シーモアは確実に居い眠ねむりするからな。二機揃そろって寝るのはまずい」

「はぁい……がんばる」

　議事堂へつづく道に出ると、追いつけないくらい離はなれたところにシーモアとメルヴィネが歩いているのが見えた。

　ようやく二人きりになれたことが嬉しすぎて足元がふわふわしている。今日のテオは昔と同じで優やさしいから、二人だともっと甘やかしてくれるし、どんなわがままでも聞いてくれるに違ちがいない。オーキッドは恋こい人びと同士がするみたいにテオと腕を組み、頰ほおをすり寄せた。

「ねーぇ、テオ、議会が終わったらね──」

　ぼくの巣で小説を読んで。そう言おうとしたが、「なにしてんだ。放せよ」という文句に阻はばまれた。いつもの調子でぼやくテオの腕を、さらにぎゅっと抱だきしめる。

「やだー、このまま議事堂まで行くもん」

「放せって言ってるのが聞こえねえのか」

「え……？」

　突とつ然ぜん低くなった声にひどく驚おどろいた。なにを言っているのか本当にわからないまま見上げたテオの顔は、今朝の食堂で見た冷たい彼と同じ表情になっている。

「オーキッド。腕を放せ。くっつくな、仕事中だぞ」

「いやだ。どうして急にそんなこと言うの？」

「べたべたしながら議事堂へ行く奴やつなんかいないからに決まってるだろ。議員や軍人に見られたらリーゼさんに迷めい惑わくかかるのがわからねえのか」

「……わかんない。どうしてリーゼくんが出てくるの？　くっついちゃだめって、なんで？　お兄さまたちもナインヘルくんも、みんなしてる──」

「俺は竜りゆうじゃねえ、ギルドのバトラーなんだ！　兄弟と一いつ緒しよにすんなっ……」

　声を荒あららげたテオが、ばっと腕を振ふり、オーキッドは手を叩たたかれた。そんなことをされるとは思いもしなくて、わずかな痛みの残る手を茫ぼう然ぜんと見つめる。

「いた、い……」

「あ……わ、悪い、痛くするつもりは──」

　叩かれた手よりも心のほうが凄すごく痛い。見えないなにかに、きつく抓つねられるようだった。

　昔は優しくてどんなわがままも聞いてくれたのに。最近は冷たくされ、今は撥はねつけられて、怒いかりにも似た悲しみが込み上げてくる。

「テオなんか……もう知らない」

「おい、待てっ、オーキッド！　──っ」

　急に乱れた風竜シルフイードの感情に呼応して、一いち陣じんの旋せん風ぷうが二人のあいだに発生した。テオがそれに阻まれている隙すきに議事堂へ走っていき、先に着いていたシーモアの隣となりに座って、その巨きよ体たいに隠かくれるようにして机に突つっ伏ぷす。

　──意味わかんない！　いやだっ、こんなのいやだ……。

　テオがオーキッドを怒おこるなんて絶対に起こり得ないことなのに。なぜ兄弟もしていることで怒られなくてはならないのか、オーキッドのなにが悪いのか、まったくわからなかった。

「オーキッド、どうしたの？　大丈夫？」

　議会が始まっても伏せたままでいると、真ん丸で温かい手が背を撫でてくる。

「今日のお仕事で悲しいことがあったの？」

「………。違うよシーモア……」

「それじゃあ、おなかが痛いとか？　テオを呼ぶ？」

「だめっ、呼ばないで！」

　ばっと顔を上げると同時に大きな声を出してしまい、議長から「ドラゴンギルド、私語を慎つつしめ」と注意を受けた。オーキッドはふたたび机に顔を伏せ、怒られてしまったシーモアもしょんぼりして、無言のまま議会を終えた。

　議員や将校たちが席を離れ、議事堂内がざわめきに包まれていく。それでも顔を上げなかった。テオがそばに来ても絶対に動かない。彼を困らせ、オーキッドをひどく傷つけたことを後こう悔かいさせるつもりだった。

「オーキッド、帰ろうよ……」

　しかしいつまで経たってもテオは近づいてこない。メルヴィネに声をかけられ、顔を上げて周囲を見ても、オーキッドの担当バトラーの姿はどこにもなかった。

「テオはっ？」

「よっつの緊きん急きゆう案件が同時に入ってしまって、テオさんは先にギルドへ戻もどったんだ。それで、このあとは、ぼくがオーキッドとシーモアに付けって、テオさんから指示があって……」

「うそ」

「一緒にアフタヌーン・ティーしようよ。僕の丸いケーキ、半分あげる──」

「あっ、待って、オーキッド！」

　声をあげて泣いてしまいそうになったオーキッドは、シーモアの優しい言葉もメルヴィネが止めるのも聞かずに議事堂を飛び出した。

「うっ……ぅ」

　昔、独りぼっちの寂さみしさから助けてくれたテオは、どうして一番いてほしいときにそばにいないのだろうか。

　このまま誰だれにもなにも伝えずにどこか遠くへ飛んで行ったら、テオはどうするだろう。

　すべての緊急案件を放ほうってオーキッドを捜さがすだろうか。捜してほしい。でも彼は絶対に緊急案件を優先するとわかっている。仕事に励はげむテオも大好きだから、よくわかる。

「ぅ、……っ。テオ……」

　どこか遠くへ行って、テオが捜しにこなかったら、もう立ち直れない。寂しさと孤こ独どくに耐たえられなくて泣いても、四つ葉のクローバーのハンカチはないから、身体じゅうの水が涙になって出て行って、オーキッドはきっと死んでしまう。

　結局、帝てい都との中心街にすら行く勇気が出ないままドラゴンギルドへ戻ってきてしまった。

　自分の巣に閉じ籠こもりたい気持ちと、今すぐテオに見つけてほしいという思いがぐちゃぐちゃになり、エントランスホールに立ち尽つくす。

「あっ、オーキッドお帰り、議会お疲つかれさま！」

　動けなくなったオーキッドに駆かけ寄ってきたのはテオではなくアナベルだった。息を切らしている彼は、現場主任の指示を受けているのだろう。

「オーキッドだけ？　シーモアとメルヴィネは一緒じゃなかった？　テオがシーモアも出動させたいみたいで、捜してるの」

　やはりそうだ。テオの頭の中は緊急案件でいっぱいで、オーキッドのことなど欠片かけらも想っていない。オーキッドのことは捜さないのに、シーモアのことは捜している。

　それでかまわない、でも寂しくて堪たえられない──矛む盾じゆんが膨ふくらみ、とうとう決けつ壊かいした。

「……っ。……テ、オ、──ぅ、うえぇっ……」

「ど、どうしたの!?　なにがあったの？　大変だ、兄弟のところへ行かなきゃ！　オーキッド頑がん張ばって、涙を落とすのはあと少しだけ我が慢まんして……！」

　至急の業務命令を抱かかえているだろうに、アナベルはオーキッドの手を引いて竜の巣へと走りだした。







「なんでおれのとこに連れてくるんだよっ。サロメもガーディアンもフォンティーンも、オーキッドの涙を舐なめたい奴は幾いくらでもいるだろうが。さっさとそいつらのとこに連れて行け」

「みんな緊急案件で出動してギルド内にいないの！　……わっ、ナイン、早く舐め取ってあげてよ。涙が落ちちゃう」

「はぁっ？　おまえ、それ本気で言ってんのか」

　アナベルが駆け込んだのは当然ナインヘルの巣で、下着一枚で寝しん台だいに寝転がっていた彼は、いきなり腹の上にオーキッドを乗せられてひどく驚いていた。

　アナベル以外の涙なみだなど舐めたくないのだろう、ナインヘルは怒っていたが、オーキッドが声をあげて泣くと柄がらにもなく狼狽うろたえはじめる。

「ぅ、わぁー……ん」

「お、おい」

「僕、呼ばれてるから脱だつ衣い室に行ってくる！　話を聞けなくてごめんねオーキッド……僕が戻ってくるまで絶対ここにいてね。ナインっ、放しちゃだめだよ」

「アナベルてめえ憶おぼえてろよ。オーキッド、おまえも兄貴のくせにびーびー泣くな」

「ふぇ」

　アナベルが巣を出て行くと同時にナインヘルは身体からだを起こして胡坐あぐらをかき、しぶしぶそこにオーキッドを座らせる。大きな手で後頭部をつかむようにされて上を向かされると、眦まなじりに舌の感かん触しよくがあった。

「信じられねえ。どうやったらこんなぼろぼろ涙が出るんだ？」

「うっ……ぅ」

　この八年間はテオにばかり泣きついていたが、彼と出会う前はこうして兄弟に涙を舐め取ってもらっていた。上手なのはサリバンやサロメで、バーチェスやシャハトはちょっぴり雑だったことを憶えている。

　ナインヘルは乱暴な気がして一いつ瞬しゆん身構えてしまったけれど、思ったよりも丁てい寧ねいだった。左右の目元を交こう互ごに舐めたり、止まらない涙を指で掬すくったりしながら言う。

「なにがあったんだよ。軍人どもに泣かされたのか？　どいつらだ？　全員ぶっ飛ばしてやるから言ってみろ」

「うぇ……、ふふ、……」

　真しん剣けんなまなざしで訊たずねてくるナインヘルが頼たのもしくも可愛かわいらしくも感じられて、オーキッドは泣きながら笑う。

　ナインヘルは変わった。ドラゴンギルドに来たばかりの彼は、リーゼでも手を焼くほど暴れることが多くて、オーキッドは初めて見る火竜の弟が怖こわかった。

　でも今は怖くない。最強種特有の力強さや荒あら々あらしさは変わらないけれど、皆みなを守ったり、優やさしさを見せてくれたり、兄弟のためにみずから動こうとしてくれるナインヘルのことが、オーキッドは大好きになった。ナインヘルを変えたのは、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの魔ま女じよだ。

「アナベルってほんとすごいなぁ……。ありがとナインヘルくん」

「なんだそりゃ？　泣いたり笑ったり、相変わらずよくわからねえよな、風竜シルフイードってのは」

　ナインヘルの優しさが凄く嬉うれしくて、微笑ほほえむこともできたけれど、胸はちくちく痛んだままで涙は少しも止められなかった。

　──テオ。

　あんなにもひどく突き放されたのに、嫌きらいになれない。オーキッドの胸の痛みを消せるのはテオだけで、涙を止められるのは四つ葉のクローバーのハンカチだけだった。

　でもテオは捜しにこない。ハンカチもきっと捨てられてしまったのだろう。

　ナインヘルにずっと涙を舐め取ってもらうわけにはいかなくて、でも今は眠ねむる以外に泣きやむ方法を見つけられなかった。

　だからオーキッドはかたくまぶたを閉じ、無理やり眠りの淵ふちへ落ちていった。







　──悪ぃな、アナベル、面めん倒どうかけちまって。

　──そんなことないです、テオこそ遅おそくまで……。あの、オーキッドの巣から勝手に寝ね間ま着きを取ってきて着き替がえさせちゃったんですけど、よかったですか？

　──めちゃくちゃ助かるよ、ありがとな。

　どこか遠くからテオの声が聞こえてくる。姿はまだ見えないけれど、夢の中に出てきたみたいだった。

　こんなふうになってから夢に会いにくるなんて、遅すぎる。謝っても許してあげない。夢うつつに思っていると、なぜかナインヘルの声まで聞こえてきた。

　──オラァッ、いつまで抱えさせるつもりだ！　何時間こいつの寝ね床どこ代わりになりゃいいんだよ！

　──わ、悪い。許してくれ、すまん。ごめんなさい。

　──なに？　オーキッド泣かせたのテオだったのか？　どうなってやがる。

　──ナイン、大きな声を出さないで。オーキッドが起きてしまうでしょう。夜も遅いしテオだって疲れてるから……。

　──うるせえ。アナベルは引っ込んでろ。おい、テオ、今はとっとと出て行け。明日あしたぶっ飛ばすからな。逃にげんなよ。

　──ひぃー。

　バタンッと扉とびらが乱暴に閉められる音と、「俺、明日ナインヘルに殺やられちまう……」というテオの声がはっきり聞こえ、オーキッドは目を覚ました。

「………」

　まぶたを閉じたままでいると、寝衣を着た身体がふわふわと揺ゆれる。オーキッドを横よこ抱だきにしたテオは竜の巣へ向かっているのだろうか。テオを詰なじったり責めたりしたいけれど、泣き疲れてぼうっとしていて、思うように身体が動かせない。

　扉の開く音がしたあと、ゆっくりおろされた寝台は、オーキッドの巣にある竜専用のものではなかった。それよりも少し硬かたく、ずいぶん狭せまく、そしてテオの匂においがいっぱい付いている。もっと嗅かぎたくてすんすんと鳴らした鼻先を、きゅっと摘つままれた。

「起きないのか？　だったら俺も寝ちまうかなぁ」

「……だっ、だめ！」

　ぱちっと目を開け、サイドテーブルの明かりをつけている背に抱きつき、その勢いのまま長ちよう軀くを寝台に押し倒たおして仰あお向むけになったテオに半分乗り上げた。

「おわっ。……おぉ、さすがは竜。小さくても力持ちだなー」

「ふざけないでよっ、テオのばか！　なんで冷たくするのっ、どうして突つき放したりするの！　ぼくがいなくなったら捜さがしにきてよ！　昔のテオはすぐに来てくれたっ……」

　よくない言いかたをしているとわかっているのに止められなかった。でもテオは少しも怒おこらずに、それらをすべて聞き入れてくれた。

　せっかく治まっていた涙がまたあふれてきても、ほかのバトラーたちみたいに焦あせったりしない。ウェスト・コート姿のテオは「よいしょ」と言いながら身体を起こし、胡坐の上にオーキッドを座らせる。

　そうしてスラックスのポケットからハンカチを──あの、四つ葉のクローバーのハンカチを取り出し、いつものように涙を拭ふいてくれた。

「ごめんな。今日のは俺が酷ひどかったな。でもオーキッドは巣に帰ったりしなかったし、ちゃんと議会に出たから偉えらかった。議会が終わったあとすぐに謝って話をするつもりだったけど、こんなときに限って緊きん急きゆう案件がごろごろ入っちまって……オーキッドは悲しい時間が長くなったよな。本当にごめん」

　金色の巻き毛を撫なでてくるテオは、二人きりになるとオーキッドを滅め茶ちや苦く茶ちやに甘やかす。

　突っ撥ぱねられて独りぼっちにされて深く傷ついたのに、この一瞬で胸のちくちくが消えるから不思議だった。ハンカチを持っていてくれたことも、バトラーの宿舎の自室に連れてきてくれたことも嬉しくて、テオのシャツをぎゅっと握にぎる。

「ハンカチ、ちゃんとある、よかった……。捨てられ、ちゃったって……思って」

「捨てるってなにを？　どういうことだ？」

「ううん、なんでもない。テオは毎日ハンカチ持ってるの？」

「持ってるよ、って、オーキッドも知ってるだろ。それなのに、おまえ久々に泣いたと思ったらナインヘルなんかに舐なめられやがって。もとをただせば俺が悪いんだが、すげぇ腹が立つ」

「え……？」

　まぶたを閉じて涙を拭いてもらっていたオーキッドは、思いもよらない言葉にぱちぱちとまばたきをする。間近にある綺き麗れいなライトグレーの瞳ひとみと視線がなかなか合わなくて、頰ほおがわずかに赤くなっているのが見て取れた。

「もしかして、テオったら、やきもち？」

「………。好きな仔こがほかの奴やつにあんなことされたら誰だれだって嫉しつ妬とするっての」

「わぁ、好きな仔だって……！　え、へへっ……、──あ、いたっ、痛いよ、テオ」

「ナインヘルまで籠ろう絡らくするとは、この小悪魔め」

　かなり荒っぽくごしごし拭かれて痛かったけれど、「えへへっ」という締しまりのない笑いが止められなかったから、テオもなかなかやめてくれなかった。

　そうして涙が治まると、オーキッドはずっと知りたかったことを訊ねる。なぜ冷たい態度を取るのか、怒って突き放す理由は──せめて一か月のあいだに何度か担当してくれていたら、今日のような衝しよう突とつや擦すれ違ちがいは回かい避ひできたかもしれない。

「どうしてテオはぼくの担当バトラーにならないの？　一か月以上も避さけられて、つらかったし、すごく寂さみしかった」

「避けてなんかねえよ。俺だって今まで通り、月に四、五回は担当したいと思ってる。でもな……また一か月くらい空くかもしれない。難しいんだよ、いろいろと」

「いやだ、なんでっ。いろいろってなに？」

　そう訊きいてもテオは「事情があるんだよ」とだけ言ってごまかそうとするから、オーキッドは首に抱きついて「教えて！　ぼくのこと避けてないんだったら教えて！」と詰つめ寄った。その剣幕に押されてテオはしぶしぶ口を開く。

「リーゼさんにはなにも言うなよ。──俺が考えて組んだ任務内容と担当バトラーを、リーゼさんが最終確かく認にんするんだけど、そのとき修正されるんだ。俺とオーキッドの組み合わせのところだけ……」

「えーっ、リーゼくんったら、どうして？　ぼく、明日リーゼくんに訊いてみる」

「だめだっ、そんなことしたら本当にもう二度と組ませてもらえなくなるぜ」

「よくわかんない。ちゃんと教えて。テオがぼくの担当バトラーにならなかったのはリーゼくんのせいだってわかったけど、じゃあどうしてテオはぼくに冷たくなったの？　今日あんなに怒ったのはどうして？　さっきテオは『話をするつもりだった』って言ったよ？」

「……そうだな。それは一から話す。でも、俺がオーキッドに話したいことは、誰にでも言うことじゃないんだ」

「リーゼくんにも言ってない？」

「言ってないよ。リーゼさんには言葉じゃなくて行動や結果で示さないと意味ないからな。だから、これから言うことは、俺はオーキッドにしか伝えない。オーキッドは誰にも言わないって約束してくれるか？　仲よしのジュストやメルヴィネにも黙だまってられるか？」

「うん。ぼく、テオに約束できるよ。二人だけの秘密だよね」

　綺麗なライトグレーの瞳を見つめて真しん剣けんに伝えると、テオは「そうだ、二人だけの秘密な」と優しく微笑ほほえみ、そして話してくれた。

「……俺、ドラゴンギルドで働くのは嫌いやだったんだ。叔父おじ貴きがすげえ苦労してたのも知ってたし、世界最強の魔ま物ものがうじゃうじゃいる場所なんかに行ったら殺されるって本気で思ってた。叔父貴の面子メンツを潰つぶさない程度に働いて、そのあとすぐに辞やめるつもりだったんだ」

「いやだっ、そんなの……」

「うん。でもあのときオーキッドに会っただろ？　こんなちびの竜りゆうがいるなんて信じられなかった。話しかけても、おまえちっとも俺を見ないでツンツンしててさ。小さい身体からだを丸めて、花びらみたいな唇くちびるを尖とがらせてクローバーいじってんの。長いまつげと金色の巻き毛が風でふわふわして、めちゃくちゃ可愛かわいかった。だからちょっと頑がん張ばってみようかと思ったんだ」

「テオって、単純」

　あの日のことはオーキッドもよく思い出すけれど、テオがそんなふうに思っていたなんて知らなかった。急に恥はずかしくなり、ちょっぴり意地悪を言ってごまかしてしまっても、テオは長軀を揺らしてずいぶん楽しそうに笑う。

「そうそう、男ってのは単純で、まあ、俺だけかもしれないけど、カワイコちゃんに格好いいとこ見せてやろうっていう下心だけで必死に仕事を覚えたわけだ。すぐ辞めるつもりだったのが、半年経たち、一年経ち……ええっと、今どれくらいだっけ……？」

「八年だよ。ぼくたちが出会って八年だもん」

「そうだったな。──今は、ギルドの仕事にプライドを持ってる。世界最強の魔物たちをサポートできるのは俺たちバトラーだけだって思いがある。叔父貴に感謝してるし、使ってくれるリーゼさんにめちゃくちゃ感謝してる。俺は、現場主任なんかで終わってられないんだ。もっと高みを目指す。大それたことだけど、それくらいの意識を持ってなきゃ、筆頭バトラーには一生追いつけないからな。だからもう前みたいに、仕事中にべたべたできない。したらだめなんだ。おまえにちゃんと話したいとずっと思ってたけど、やたら忙いそがしいし、リーゼさんに阻はばまれてぜんぜん担当バトラーに当たらなくて、話す機会を逃のがしつづけてた」

「だから、食堂で冷たかった、の……？」

「オーキッドがくっつきたがる気持ちもわかるんだ。おまえに近づかれたら俺だってグラッとくる。おまえの魔ま性しようを撥ね返すのに、死ぬほど固い意志が必要なんだぜ？　でも意識しすぎて、すげえよくない態度してた。ごめん。今日も、もっと上手うまいやりかたがあったはずなのに、俺が経験不足なせいであんな最低な突き放しかたしてしまって……悪かったと思ってる」

「………」

「でもオーキッドは竜だから、よくわからねえよな？　兄弟は任務を終えて帰き還かんしたらバトラーと好きなようにいちゃついてるし、なんで自分だけだめなんだって思うよな」

「う、ん……わかんない。でも、ぼく──」

　オーキッドは竜だから、テオに触ふれることを我が慢まんしないといけない理由がどうしても理解できない。竜は、守護と支配、そして所有の本能に従って生きる魔物だから。

　でもオーキッドが本能の赴おもむくままテオにくっついたりすると、仕事を頑張っているテオを困らせるということだけはわかった。

「ぼく、お仕事してるテオも大好きだから、ちょっとくらいなら、がまん、できる」

「オーキッド」

　本当は、本能に逆らって耐たえることができるのか不安だった。でもテオが、銀色にも見える瞳をきらきらと輝かがやかせて「すげえ。オーキッドは強い仔だな。ありがとう」と、とても嬉うれしそうに笑ってくれたから、少し頑張れる気がした。

「でも今日みたいなのは絶対しないで。ぼく、悲しくて涙なみだが止まらなくなるの」

「絶対しない。本当に俺が悪かった。二度としないから」

「あと、がまんできた日は、お仕事終わったら、いっぱいギュッてして」

「わかった、ずっとギュッてする」

「あと、あと、手をつないだり、髪かみを撫でたり[image: 鱗]うろこを撫でたりもして。あとね──」

　オーキッドがどれほどわがままを言っても、テオは「うん、うん」とうなずきながらひとつずつ確認してくれる。

「オーケー、全部、約束な。──俺、明日あしたからもめちゃくちゃ頑張るよ。それで、リーゼさんに認められたら、そのときは……、堂々とおまえをもらう」

「も、もらう……！　って、けっこん!?　ぼくたち結けつ婚こんするんだ！　わぁ、嬉しい！」

　若葉色の[image: 鱗]が浮うかぶ両りよう腕うでと、寝しん衣いから出ている両りよう脚あしまで使って、テオにぎゅうっと抱だきついた。今日一日の深い悲しみと先ほどの不安が一いつ瞬しゆんで吹ふき飛ぶ。喜びのあまり、竜の姿でもないのに空を飛んでしまいそうだった。

「けけ、結婚はちょっと早くねえか。いや、早いってだけで、ナシとかじゃなくてだな……」

　テオはつい今まで格好よく話していたのに、急に顔を真っ赤にして、しどろもどろに言ってくる。声が上ずっているのは嬉しいからに違いない。しかし、深く愛し合うバトラーと風竜には、越こえなくてはならない壁かべがあった。

　天を衝つくほど高いその鉄てつ壁ぺきの名は、〝サタン・オブ・ギルド〟──。

　オーキッドは抱ほう擁ようを解き、自分の鼻先をテオの鼻先にそっとあてて訊いた。

「しかばね、埋うめるの？　ずうっと前にリーゼくんが言ってたでしょう」

　過去、テオはオーキッドに関かかわることでリーゼに『ギルドに屍しかばねを埋めるつもりで来い』と言われ、顔面蒼そう白はくになっていた。それを思い出して心配になったけれど、でも目の前のテオは余よ裕ゆうの笑え顔がおをする。

「屍くらい安いもんだ。おまえのためなら、なんだってギルドに埋めてやるよ」

「テオ……、──んっ、……」

　たまらなく格好いいテオを見つめていたかったのに、叶かなわなくなった。

　唇に触れてきた弾だん力りよくのあるそれがテオの唇だと感じたとき、オーキッドは自然とまぶたを閉じる。うなじに手が添そえられて、唇を優やさしく食はまれたから、恐おそる恐る真似まねをした。

「オーキッド……」

　名を呼ばれながら食み合う唇は、心地ここちよくて少し恥ずかしくて、ドキドキふわふわする。

　これまで兄弟やリーゼの頰ほおに何度もしてきたキスとはまったく違ちがう、恋こい人びとのキスだ。

　ちゅっ、と音を立ててテオが唇を離はなしても、ドキドキが消えずにまつげが濡ぬれてくる。

　テオはまた四つ葉のクローバーのハンカチを持ち、「今日は泣いてばっかだなー」と笑いながら丁てい寧ねいに涙を拭ふき取ってくれた。

「見ろよこのハンカチ。もう八年も使ってるってのに、今日買ったみたいにぴかぴかだ。おまえの涙を吸いまくって朽くちることを忘れちまった。百年、二百年経ってもこのままだぜ？　王室御ご用よう達たしの仕立屋テーラーで作った俺の判断は素す晴ばらしく正しかったな」

「テオだって二百年経っても今のままだよ？　ぼくの精液いつ飲むの？」

「バッ、バカヤロウ!!　おまえっ……は、発情もまだのくせして、なに言ってんだ」

　ふわふわした心地のまま訊たずねると、格好よくオーキッドを初めてのキスに導いてくれたテオは、またしどろもどろになる。

　激しく狼ろう狽ばいする彼を放ほうって、オーキッドは人差し指を口元にあてると、魔物専門の医師が言ってくれたことを思い出した。『テオはいつも疲つかれぎみだからね。オーキッドが心配になったら僕のところにおいで。イイお薬あげるから。すごく元気になるお薬だよ──』

「ジュストがね、ええっと……〝せいりょくざい〟っていうのを調合してくれるって。それを飲んだら、お兄さまたちみたいに朝までかちかちのペニスでいられるんだってー」

「やめろっ、やめろ！　くだらねえこと言うな！　──うわぁっ、おまえ、ちょっと待て！　こんなときだけ竜の怪かい力りき使うのはどうかと思うぞ!?」

　必死の形相で抵てい抗こうしてきたけれど、そんなことはおかまいなしでテオの肩かたをトンと突つく。

　それだけでごろんと仰あお向むけに寝ね転ころんだ長ちよう軀くの上にオーキッドはうつ伏ぶせになり、テオの胸むな板いたに両手を乗せ、足をぶらぶらさせた。

「ねーぇ、いつリーゼくんからぼくをもらうの？　あした？」

「………。オーキッド、俺の話を聞いてたか？」

「うんっ、聞いてた！　ねえ、先に交こう尾びしよ？　愛があったらしてもいいんだって。ぼく、早くしたい。すっごく気持ちいいんでしょう？　テオとどろどろに溶とけ合って、愛を確かめ合うんだぁ」

「おまえな……！　それ全部スケベ医師に吹き込まれただろっ？　いやらしいことばっかり言う奴やつはもらってやらん！　早く寝ろ！」

「えー、やだぁ。もっとキスして」

　さっきの心地いいドキドキとふわふわと、大好きなテオの唇をもう一度感じたい。

「おい、寝ろって……」

　窘たしなめてくるのも聞かずに長軀の上をするすると動き、両手でテオの顔を包み込む。テオはオーキッドのどんなわがままでも聞いてくれるから、指で彼の唇くちびるをなぞりながら言った。

「テオ……。キス、して」

「このっ……、魔性──」

　さっきよりも少しだけ乱暴にうなじをつかまれる。触れ合うだけの口づけだと思っていたのに、熱い舌が口の奥まで入ってきて、びくっと身体からだが揺ゆれた。

　性急に下がったテオの手が寝衣の中に滑すべり込み、そこをまさぐってくる。

「あ、っ……テオ」

　自分のものではないような艶つやめいた声が漏もれたその瞬間、尻しりの丸みを撫なでていた手が、ぱっと離れた。

「だめだ。──今は、これ以上は無理。また今度」

「どうして？」

「俺が、キスだけじゃ済まなくなるから」

「そしたらキス以外もしよう？　ぼく、テオといろんなこと、いっぱいしたいの」

「頼たのむよ、いい仔こだから、俺が我慢できてるうちに寝てくれ。おやすみ……」

「えー。どうしてテオががまんするの？」

　わずかに苦く笑しようするテオは自分の身体の上からオーキッドをおろすと、両腕をまわして抱きしめてきた。そして眠ねむりの淵ふちへ落ちる間ま際ぎわに「オーキッド。──あ……」と、意味深げに名を呼んでくる。

「〝あ……〟って、なに？　テオっ、言って！」

　きっと、いや、絶対に〝愛してる〟だ。オーキッドは、ごにょごにょ動くテオの唇に耳を寄せて愛のささやきを待った。

「──あ……あした五時半、起こして、くれ……。風ふ呂ろ、入る……」

「もーっ！　なにそれ！　あっ、一いつ緒しよにお風呂入るってこと？　ねえ、テオってば」

　常に気を張って働いている現場主任はかなりくたびれていて、すぐに「ぐおー」という鼾いびきをかきだした。嬉しくて興奮して眠れないオーキッドはテオの顔に頰をぴったりくっつける。

　眠ってもオーキッドを放さない両腕。人間だけれど背も高いし肩だって広い。整った鼻び梁りようと、多くて短いまつげ。伸のびかけの髭ひげがちくちくする。

「はぁ……、テオかっこいい……好き、だぁい好き」

　でも疲れすぎだと思う。オーキッドは仕事を頑がん張ばったあと、ずうっといちゃいちゃしていたいのだ。だからやっぱり、かちかちになる薬をジュストにお願いしようっと──そう決めて、ぎゅっと抱きつくと、テオは「うーん、うーん、かちかちは勘かん弁べんしろォ……」と魘うなされながらも強く抱き返してくれる。

「おやすみなさい、ぼくだけの旦だん那なさま。夢の中にも会いにきてね」

　オーキッドはテオの頰にキスをして、幸せいっぱいのまま夢の中へと微睡まどろんでいった。
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　帝てい国こく暦れき一八七二年、冬──。

　アルカナ・グランデ帝国最さい北ほく端たんの公こう爵しやく領フェンドールには、今日も粉雪がきらきらと舞まう。

　ドラゴンギルド・フェンドール支社の責任者になったばかりのリシュリーは、毛皮のコートに身を包んでフードをかぶり、仮設の発着ゲートに立っていた。

　望遠鏡をのぞき込み、真っ白な連れん峰ぽうに雪崩なだれの前兆がないか確かく認にんしていると、少し遅おくれてゲートに来たファウストが一通の封ふう書しよを差し出してくる。

「リシュリー。手紙が来た。アナベルからだ」

「えっ、アナベルから？　定期便とは別で届くなんて……どうしたんだろう」

　二週間に一度、本社と支社を行き来する定期便の箱は昨日届いたばかりで、リーゼからの分厚い資料のほかに、竜りゆうの兄弟がファウストのために手配してくれた珍めずらしい酒の小こ瓶びんやチェスセットなどが入っていた。アナベルが箱に入れ忘れた手紙を別で送ってきただけかもしれないが、至急の用件の可能性もあり、少し心配になる。

「ありがとう。ファウストと私宛あてだね」

　ゲートの奥へ移動して受け取った封ふう筒とうには、ドラゴンギルドの紋もん章しようが入っているが速達の表記はない。差出人の欄らんに〝Annabelle〟とだけ書かれていて、どうやらこの手紙はアナベルが自分で切手を貼はりポストに投とう函かんした、私信のようだった。

　ファウスト宛ての手紙でもあるが彼は読まずに、毛皮のコートを着てモコモコになっているリシュリーをうしろから抱だいてくる。ファウストに内容を伝えるため手紙を読みはじめたリシュリーは、思いがけない吉きつ報ぽうに「わぁ」と大きな声を出して振ふり返った。

「すごいっ、竜の卵が孵ふ化かしたそうだよ！」

「なに……俺たちの卵か？」

　ファウストはフェンドールへ来る直前に発見した風竜シルフイードの卵をとても大切に思っている。その愛着は『俺とリシュリーの卵……』と寝ね言ごとを言うほど強い。

　若葉色の卵の孵化に立ち会うことをなによりも楽しみにしているファウストが、ひどくがっかりした表情をするので、リシュリーは身体ごと向き直り、両りよう腕うでを彼の腰こしにまわしてにっこりと笑った。

「違うよ、孵かえったのはファウストの卵のほうではなくて、サラマンダーの卵だよ。ほら、ナインヘルの巣で見せてもらった、とても大きくて綺き麗れいな赤色の……」

「なかなか孵化しないと、アナベルが言っていたやつか」

「うん。でも無事に生まれたんだね。本当によかった！」

　発見から一年以上が経たっているというサラマンダーの卵は、ファウストが見つけたシルフィードの卵よりずっと大きく、そして中で成長してしまったのだろう、幼生体が窮きゆう屈くつそうにしていた。

『狭せまいよ……って、もがくのに、どうしても出てきてくれないんです』──赤い卵を撫でるアナベルの嘆なげきはリシュリーまで悲しくなるほど深いものだったから、無事に孵化できたと知り、嬉うれしくてたまらなくなる。

　今すぐファウストと一緒に本社へ駆かけつけたいくらいだ。彼の腰から両腕を離はなし、手紙のつづきに目を通したリシュリーは笑え顔がおのまま驚おどろきの声を出す。

「おや？」

　そこには幼生体誕生の喜びばかりが綴つづられていると思ったが、少し様子が違ちがっていた。

　孵化までに相当な時間を費ついやし、アナベルを泣かせた幼生体は、孵ってからもいろいろと大変だったようだ。五枚にわたる手紙には、卵の孵化と〝育竜〟を巡めぐるドラゴンギルドの魔ま物ものたちの苦労が──とりわけ魔女と、そして火竜サラマンダーの奮ふん闘とうぶりが書かれている。

「ふふ……幼生体が生まれてからは、どうやらナインヘルが大変な目に遭あったみたいだよ。そう思っているのは彼だけのようだけど」

「ナインヘルが大変とは？　なんて書いてる？」

「ええっとね……」

　リシュリーはファウストの長い腕の中にすっぽりおさまると、アナベルからの手紙を声に出して読みはじめた。








　火竜の幼生体はひときわ手がかかるみたいで、でもナインは頑張ってくれました。ずっと文句を言っていましたけど……。約五十年ぶりに誕生したサラマンダーにギルド本社のみんな、特にリーゼさんはデレデレになっています。

　孵化してくる風竜の幼生体は火竜より育てやすいはずですが、ファウストとリシュリーさまに参考にしてもらえたらと思い、孵化の様子と孵った直後の育てかたをお伝えしますね。

　話は、一年と少し前まで遡さかのぼります──。













～side〝THE WITCH〟Annabelle～






　帝国暦一八七一年、晩秋──。

　復活した竜母神ティアマトーからサラマンダーの卵を託たくされたアナベルは、バトラーの仕事を懸けん命めいに覚える合間に、ナインヘルの巣を埋うめ尽つくすがらくたを少しずつ整せい頓とんしていた。

　ほとんど見えていなかった絨じゆう毯たんも、美しい葡ぶ萄どう蔓つる草くさ模様であることがようやくわかり、広くなったそこにサロメが特製のゆりかごを置いてくれる。柔やわらかなクッションを詰つめたゆりかごに火竜の卵をそっと入れて、半分だけ毛布をかけた。

「ありがとう、サロメ。素す敵てきなゆりかごだね。大きさもぴったり」

「はい。ハーシュホーン通りで買ってきました。これだけ大きければ、孵化したあともしばらく使えます」

「わー、きれいなたまご。はじめまして、ぼくリピンっていうの」

　ほんの少し透すけている卵の上を、リピンが話しかけながらよじ登っていく。小さな魔物の動く様子が卵の内側からもうっすら見えているのだろう、幼生体の金の瞳ひとみがリピンに合わせてきょろきょろ動いていた。同じサラマンダーだから反応しているようで、リピンのほこりでできた身体からだの中心にある赤い[image: 鱗]うろこがぴかぴかと光る。

「あかちゃん、かわいいなー。ねえねえアナベル、いつ生まれるの？　あした？」

「ふふ、明日あしたは無理じゃないかな。いつくらいなんだろうね……サロメはわかる？」

「ほかの竜種は孵化の時期をある程度予測できますが、火竜だけはわかりません。魔女が孵化させるところを見たのも一度だけです。ナインヘルを孵すときでした」

「えっ！　そうなの？　知らなかったよ、素敵だね！　ナインはどんな赤ちゃんだった？」

　現在は世界最大の身体を持っているナインヘルだが、アナベルでも抱けるくらい小さなころがあった。可愛かわいいに決まっている。一度でいいから抱きたかったな──ナインヘルの幼生期に興味津しん々しんのアナベルが張り切って訊たずねると、サロメは丁てい寧ねいに教えてくれた。

「私たち竜は孵化してすぐに自分の殻からをひとくち食べます。残りは二週間ほどかけて少しずつ食べるのですが、ナインヘルは孵った直後にすべての殻をばりばりと食べてしまいました」

「そ……、そう、なんだ……」

「竜の涙なみだが万ばん物ぶつに影えい響きようを及およぼす劇薬となるのは成体後です。幼生体の涙るい液えきの主成分は水分ですから泣いても問題ありません。特に孵化してしばらくは多く泣くものですが、ナインヘルはちっとも泣かずに炎ほのおをいっぱい吐はいて、魔女を困らせていました。本当に可愛かった……」

　小さなナインヘルを思い出したサロメは頰ほおを赤く染めて、ほうっと溜ため息をつく。

　二週間かけて食べるものを一いつ瞬しゆんで食べ尽くし、まったく泣かずに炎を吐いたナインヘルが、孵化のときから異端児で超ちよう弩ど級きゆうの強きよう[image: 靭]じんさを示していたように感じるのはアナベルだけだろうか。

「………」

　否いな、アナベルが知らないだけで、これらが火竜の幼生体の特とく徴ちようかもしれない。そう考えたとき、急に胸が騒さわいだ。

　──どうしよう。僕、なにも知らない……。

　竜の涙が薬になるのは成体後であることも、たった今サロメから聞いて知った。

　ティアマトーから卵を託されたときは喜びと高こう揚よう感かんばかりで浮うかれていたが、初めて不安が生じる。なんの知識も経験もなく、半はん端ぱな魔力しか持っていないアナベルが火竜の卵を孵化へ導くことができるのだろうか。

『よっつある竜種の中でサラマンダーだけは自力で孵化できねえんだ。魔女の力がないと卵は腐くさる』──ナインヘルの言葉が重く伸のしかかり、浮かれる気持ちは完全に消えた。なにを代だい償しようにしてでも絶対に孵化させたい。その思いが強くなるほどに不安が膨ふくらんでいく。

　急に表情を硬かたくしたアナベルのことを、サロメが長ちよう軀くを屈かがめてのぞき込んできた。

「アナベル、どうしましたか」

「経験豊富なサロメでも火竜の卵のことはわからないのに、僕なんかじゃとても……」

「私がナインヘルの孵ふ化かに立ち会えたのは好運でした。そのあとすぐに起こった大規模な魔物狩がりによって、魔女ともナインヘルとも離れてしまい……。ですから孵化の前後に魔女がなにを施ほどこしていたのか、わからないのです。もしかしたら〝魔女の書〟に火竜の卵の孵化方法や育てかたが記き載さいされているかもしれません。ですが──」

「サロメ、すごいっ。きっと載のってると思う！　……でも」

　おそらく同じ考えに至ったのだろう、サロメとアナベルは一いつ緒しよに黙だまってしまった。

　事情を話せば、リーゼは魔女の書を閲えつ覧らんするために必要な大金を出してくれるだろう。

　知識が皆かい無むなアナベルは魔女の書に縋すがりたい。しかしそれ以上に、ドラゴンギルドにいる皆みなで新しい兄弟を孵化させたいという思いがあった。

　不安でいっぱいのアナベルが撫なでても、幼生体は喜んでくれているようで、赤い卵がとくんとくんと脈打つ。それを見たサロメが綺麗に微笑ほほえんで言ってくれた。

「ギルドの皆で卵を守り、必ず孵化させましょう。ここは、エドワード老に知ち恵えを借りるのが最良だと思います」

「……うんっ。まずはリーゼさんに報告と相談だね」

　卵にくっついたまま眠ねむったリピンにも毛布をかけて、アナベルはサロメと一緒に執しつ務む室へ向かった。







「おい。ナインヘルはどうした」

　リーゼの判断と行動は迅じん速そくで、サロメとアナベルが報告を終えると同時に招集をかけてくれた。

〝火竜の卵・孵化チーム〟として集められたのは、年長組にあたるエドワード・サロメ・サリバン・フォンティーン──約九十五歳のフォンティーンは年ねん齢れいだけを見ると兄弟の真ん中に位置するが、比ひ較かく的てきわがままが少なく優ゆう秀しゆうなため年長組に入れられることが多い。

　魔物専門の医師であるジュストが同席し、そして卵と同じ竜種のナインヘルも当然呼ばれたのだが、筆頭バトラーの執務室に彼の姿だけがなかった。

　その理由を、アナベルはおずおずと報告する。

「あ、あの……。ナインヘルは孵かえったときのことについて、なにも憶おぼえてないので、誰だれか知っている兄弟に聞いてくれ……と、言っていました」

「なにぃ。それならそう言いにこさせろよ」

「まあまあ、生まれたときのことなんてぼくたちも憶えてないよ。ジュストもアナベルもリーゼくんだって同じでしょう？　それよりも、どうやっておちびちゃんを孵化させてあげるかだよね。ぼくは魔女の手を離はなれた仔ことしか会ったことないんだよなぁ。エドの爺じいさま、どう？」

「なにか、参考になることがあれば教えてくださいませんか」

「ふむ……。魔ま女じよが孵化させるのを何度か手伝ったんだが、なにしろずいぶん昔のことでな……思い出すから少しだけ待っておくれ」

　エドワードが葉巻をくわえると、ジュストが無む駄だのない動きで火をつける。まぶたを閉じて追つい憶おくを始めたエドワードのことを、リーゼはやや険しい表情のまま腕を組み、サリバンは自分の長い三つ編みをいじり、サロメとフォンティーンは静かに待った。

　手伝ったことがあるなんて、やっぱりエドワードさんはすごい──逸はやる気持ちが抑おさえられないアナベルは手帳を開いてペンを持つ。

　やがて三百年の記憶を辿たどった一族最高齢の竜はまぶたを開き、紫し煙えんを揺ゆらしながら話しはじめた。

「魔女たちが言っていたよ。サラマンダーの卵というものは、とにかく抱だいてやることが必要不可欠だと。そうやって孵化に必要な魔力を少しずつ蓄たくわえさせるそうだ。赤い外がい殻かくには魔女の魔力を吸収する能力が備わっているんだよ」

　ジュストは要点だけをメモしているようで、すぐにペンを止めたが、アナベルは貴重な言葉を一言一句漏もらさずに書き留めたかった。エドワードはアナベルが書き終わるまで待ってくれたあと、つづきを話す。

「充じゆう分ぶんに魔力を蓄えて時期が訪おとずれると、幼生体のほうから外に出たいと意思表示をしてくる。孵化させると決めたら、きっかり半日、抱きつづけないと駄目だという」

「十二時間か。長いな。途と切ぎれた場合どうなりますか？　幼生体は卵から出てこないということですか？」

「そうだよリーゼ。最悪の場合、卵は腐る。孵化したあとも気が抜ぬけない。孵ってからの約二週間は、一日のうち二十時間ほど肌はだを触ふれ合わせておく必要がある。これは魔女じゃなくてもかまわないよ。火竜の幼生体は特に風邪かぜを引きやすいそうだ」

「雛ひなや幼生体に多く見られる例ですね。単体にした途と端たん、体温が急激に下がって死ぬ種もいますが、サラマンダーの幼生体はそれに該がい当とうしそうです」

「ジュスト、おまえさんの言う通りだ。だから放置は厳禁だよ。ほかには、そうだね……風ふ呂ろは沸ふつ騰とうさせた湯が好ましいとか、ローズウッドを燃やして熾おこる炎が好物とか、すぐに炎を吐いてなんでも燃やしたがるから注意しないと駄目だって、ジゼルに言われたな」

「どうしよう……、孵る前も、孵ったあとも命の危険がある……」

　拭ぬぐいきれない不安から、思わずそのような言葉をこぼしてしまったアナベルに、エドワードは目を細めて微笑む。

「そうだね、アナベル。魔物も動物も人間も、命の誕生には多くの危険や苦労を伴ともなうね。そのぶん喜びも大きい。孵化させるのは魔女しかできない重要なことだが、でもアナベルは一人で抱かかえ込まなくていいんだよ。ドラゴンギルドの皆を巻き込めばいいんだ」

　その言葉にリーゼやサロメ、ジュストたちが大きくうなずいて同意を示してくれたから、不安が少しだけ薄うすくなった気がした。当時のことを鮮せん明めいに思い出したのだろう、エドワードは細くしていた瞳ひとみをぱっと開き、おどけながら話してくれる。

「そうだそうだ、ジゼルはふたつの火竜の卵を同時に孵化させたことがあってね、そのときの魔物使いの荒あらさったら……。凄すごかったよ、こう、両りよう脇わきに赤い卵を抱えて、わしにあれこれ言ってくるんだ。『食事を作ってあたしに食べさせておくれ！』とか、真冬だったものだから、『薪まきをじゃんじゃん燃やさないといけないよ！』とかね。いやあ、本当に大変な目に遭あった。あんな無む茶ちやをしたのは、後にも先にもあの子だけだろうなあ」

　エドワードが丸い腹をゆっくり揺らして笑うと、険しい表情で腕うでを組んでいたリーゼが嬉うれしそうに微び笑しようした。それを見たサリバンはにわかに唇くちびるを尖とがらせる。

「無茶もいいとこだよ、エドの爺さま、よく手伝ったよね。ぼくだったら切れちゃってる」

「サリバンは昔からジゼルと喧けん嘩かばかりしていましたね……。似た者同士だからでしょうか」

「うそぉ!?　似た者同士って、なにそれっ、やめてよサロメ！」

　サロメの静かで鋭するどい指し摘てきにサリバンは驚きよう愕がくし、皆が声を出して笑った。フォンティーンとジュストが同時に「勉強になりました」とエドワードに礼を述べて、アナベルも「僕もです、ありがとうございます」とつづく。そしてリーゼが全体に指示を出した。

「アナベルは卵の世話を優先させろ。バトラーの業務はこちらで調整する。ジュストは三日に一度、検けん診しん。不都合や疑問は発生した時点で速すみやかに報告。幼生体が意思表示をしたのちに孵化させる日を決定。孵化当日、我が社は午後より臨時休業とする。──以上」

　エドワードの貴重な助言と皆の協力を得たアナベルは、火竜の卵と過ごす時間を少しずつ増やしていった。自分の魔力が届いているという確かな感覚はないが、卵に触れると時折ぴかぴかと輝かがやき、うっすらと透すけている殻からの向こうで幼生体が笑っているように見えるから、それを頼たよりとした。

　しかし、軌き道どうに乗るはずだった卵の孵化は思いもよらない妨さまたげを受けることになる──ナインヘルが、強い嫉しつ妬とと独どく占せん欲よくをあらわにするようになった。







　冬が終わり、帝てい都とに花か香こうの含ふくまれた風が吹ふくようになっても、ドラゴンギルドに幼生体誕生の喜びは訪れなかった。

　色とりどりの草花で埋うめ尽つくされたこの中庭を、赤い[image: 鱗]うろこの幼生体が転げまわる風景ばかり想像してきたのに──麗うららかな春の午後、エドワードのアフタヌーン・ティーに付き合っているアナベルは、仕事中にもかかわらず落らく胆たんしてしまっていた。

　このところのナインヘルは常に苛いら立だっている。卵に夢中になり、ほかのことを疎おろそかにするアナベルがどうしようもなく気に食わない彼は、卵を抱いているアナベルを力ずくで引き剝はがし、無理やり挿そう入にゆうすることが多くなった。

　火竜の卵の孵化に魔女の魔力が必要不可欠であることはナインヘル自身が最もわかっているのに、所有の本能を剝むき出しにして組み敷しいてくる。アナベルは怒おこるナインヘルに怯おびえながらも懸けん命めいに卵を抱く時間を確保しているが、よく笑ってくれていた幼生体は、最近になってあまり笑わなくなってしまった。

　やはり、アナベルの半はん端ぱな魔力は上手うまく吸収してもらえないのだろうか──。

「このままずっと孵化しなかったら……。僕、は……」

「卵にも個体差があるよ。シルフィードは風を体感したくて比較的早く孵るし、わしらゲノムスは温かい地中にいるのが好きだから、卵のまま二年くらい眠ねむってしまう幼生体もいる。それでもちゃんと孵化するものな。アナベル、焦あせったり不安になったりしてはいけないよ。いつも通りバトラーの仕事をして、巣に戻もどれば卵を抱いて……少しずつ、根気よく、だな」

「……はい。エドワードさん、ありがとうございます」

　ギルドの皆みなに励はげまされ、また気持ちを籠こめて卵を抱くけれど、そのたびにナインヘルは激しく苛立つ。ただ、どれほど怒っても、ナインヘルが卵を傷つけるようなことは一度たりともなく、抑えようのない激情はすべてアナベルにぶつけられた。

　左手の指輪だけだったナインヘルの[image: 鱗]は、晩春に二枚、ピアスにして増やされた。

　夏が来て、ドラゴンギルドは人魚の一族であるメルヴィネをバトラーに迎むかえ、海軍と大規模な海戦を展開する。

　やがて秋が過ぎ、雷かみなりが異様に鳴る冬が訪れたころには、赤い卵はひとまわり以上も大きくなった。

　膨ぼう張ちようして見える卵の中で成長してしまった幼生体は、それでも外へ出る意思を示そうとしない。ほとんど笑わなくなり、まぶたを閉じている時間のほうが長くなった彼は、アナベルの魔力を吸収していないのだろうか。言葉にしたくない最悪の事態を想像して恐おそろしくなり、検診の日でもないのに魔物専門の医師を呼んでしまう。

「ジュストさん、どうしようっ。もしかしたら、このまま……く、腐くさ──」

「大だい丈じよう夫ぶ、絶対に腐ったりしないよ。卵の中の水分はまったく濁にごってないし、なにより成長してるからね」

　ジュストはアナベルを宥なだめながらも、慎しん重ちように卵に聴ちよう診しん器をあてつづける。

「心音や脈動にも異変はないけどねえ。おちびちゃん、ここ窮きゆう屈くつでしょう？　出ておいでよ」

　皆を安あん堵どへと導いてくれる、ジュストの甘ったるくて優やさしい声でも駄目だった。幼生体は狭せまくなった卵の中でもがきながら身体からだをまわし、まだ棘とげの生えていない背を見せてくる。ジュストもこれには参ったようで、「あれ……いやがられちゃった」と困こん惑わくしていた。

　そして冬の盛さかり──。アナベルは、雷竜ヴオルトのファウストと一角獣ユニコーンのリシュリーをナインヘルの巣へ連れてきた。季節を一ひと巡めぐりしてもなお孵ふ化かしないことを、彼らは驚おどろき、心配していた。

「まさか、生きているうちに竜りゆうの卵を見ることができるとは……。しかし、ずいぶん窮屈そうにしているね……」

「はい……。狭いよ……って、もがくのに、どうしても出てきてくれないんです」

　皆は揃そろって首を横に振ふってくれるが、しかし自分の魔力が半端ということ以外に原因が思いつかなかった。

　このままずっと出てこなかったら、腐ってしまったら、僕も生きていけない──泣きそうになるほど落胆するアナベルの肩かたに、リシュリーが優しく手を添そえてくる。ファウストは褐かつ色しよくの大きな手で赤い卵に触れ、金色の瞳をきょろきょろさせる幼生体に「伝えないと、わからないこともある」という短い言葉をかけていた。

　この数日後、フェンドールへ発たつ直前にファウストが風竜の卵を発見する。ドラゴンギルドの本社がふたたび大きな歓かん喜きに包まれる中、アナベルは薄暗い竜の巣で一人、卵を抱だいていた。

「どうして出ようとしてくれないの……？　なにか、理由があるなら教えてよ……」

　そう声をかけても、元気がなさそうな幼生体はまぶたを閉じて知らんぷりをする。

　昨年の秋の終わりに、第一ゲートでナインヘルから手て渡わたされたサラマンダーの卵は、この世界に生まれ落ちたことを喜ぶように、アナベルの腕の中でとくんとくんと脈打ってくれていたのに。

　もう数か月のあいだ、笑うところも赤く輝くところも見ていない。幼生体に振り向いてほしくて、アナベルは何度も話しかけた。

「外に出るのが怖こわいの？　大丈夫だよ、怖くないよ、みんなで守るか、ら──」

　すると突とつ然ぜん、幼生体が四し肢しをばたつかせて短い尾おを振りだした。その力は、アナベルの腕や身体にドン、ドンという振しん動どうが伝わってくるほど強い。腕から飛び出してしまいそうな卵を懸命に撫なでてもおさまらずに、ミシッという恐ろしい音が聞こえて戦せん慄りつが走った。

「だめだっ、そんなに蹴けったら割れてしまう。ど、どうしよう……怖い、誰だれかっ、助け……」

　リーゼやジュストを呼びに行くことすらできず、なす術すべがなくて涙なみだが滲にじんだとき、毛糸玉のベッドで眠っていたリピンが目を覚まし、「こらーっ」と飛んできてくれた。

「アナベルを泣かしたら、だめでしょっ！」

　リピンが卵にくっつくと、ようやく幼生体は暴れることをやめた。しかし、ぎゅっと閉じた瞳を吊つり上げ、口をせわしなく動かして、リピンになにかを訴うつたえている。

　同じ竜種の[image: 鱗]を持っているから理解できるのだろうか、リピンは「うん、うん。そうかー。大きな声だしてごめんね」と会話したあと、自分よりもずっと大きな卵を撫でながらアナベルに教えてくれた。

「あかちゃん、こわがってるのはアナベルのほうでしょーっ、て、怒ってるよ」

「えっ、……僕？」

「ウン。ナインヘルさまが怒るのがこわくて、魔ま女じよの魔力が届いてるか、わからないのもこわくて、アナベルがこわいこわいばっかりだから、だめなんだって」

「………」

「魔力はちゃんと届いてるのに、魔力よりもアナベルの『こわい』のほうがいっぱい届くから、おそとに出られないって。あかちゃんすごくつよいから、こわがらなくても、だいじょうぶ」

　アナベルは目をごしごしこすって落ちそうになった涙を拭ぬぐい取った。

　不安になってはいけないと、エドワードたちも言ってくれていたのに。卵を抱くたび、半端な魔力に不安を覚えていたことも、ナインヘルを苛立たせてしまう悲しさや心細さもすべて、幼生体に伝わっていたのだろう。

　いつまでも自分の魔力に自信が持てずに、アナベルのほうが幼生体を待たせてしまっていた。

「ねえ、アナベル。あかちゃん、『トーチャがんばれ』って言ってるよ」

「……うん、……うん。ありがとう、ごめんね。僕がだめだった。赤ちゃんのほうがずっと強かったね。だって最強種のサラマンダーだもの」

　炎ほのおの結けつ晶しようみたいな卵に頰ほおを近づけると、幼生体がようやくアナベルのほうへ鼻先を向けてくれる。まだ笑ってはもらえないが、ぱくぱくしている口はリピンに教えられた通り、『トーチャがんばれ』と動いているような気がした。

「ねえ、リピン。『トーチャ』って、なんだろう？」

「ウーン、なんだろね？　〝トーチャ〟じゃなくて〝ちゃんと〟って言いたいのかなー？　あかちゃんはまだ言葉を知らないから、ちょっとだけまちがってるのかもしれない」

「そうか、〝ちゃんと頑がん張ばれ〟ってことだよね」

「ウン！　でもアナベルはがんばってる。だからぜったい、あかちゃんに会えるよ！」

「ありがと……助けてくれて、赤ちゃんを守ってくれてありがとうね、リピン」

　もこもこの身体を撫でると、リピンは頰を林りん檎ごみたいに赤くして、卵の上をツーッと滑すべって胸にくっついてくる。アナベルは卵を抱き直し、優しく手を添えて言った。

「僕、頑張ってたくさん魔力を送るよ。だから、外に出てきてくれる？」

　心からの言葉に、幼生体は確かに「ウン」とうなずき、赤い卵は数か月ぶりにぴかぴかと輝いた。







　幼生体が孵化の意思を示したことを報告するために執しつ務む室へ走っていくと、一年も待たせてしまったのに筆頭バトラーは「よくやった」と労ねぎらいの言葉をくれた。リーゼと打ち合わせをしていたテオも、ばしばしと肩を叩たたいて喜んでくれる。

「いよいよか！　やったなアナベル。うわ、どうしよ、俺、緊きん張ちようして眠ねむれねぇ」

「ありがとうございます、テオ、僕も今からすごく緊張して──」

「おい、さっさとスケジュール組み直せ。俺が詫わびなきゃならん顧こ客きやくもいるだろうが」

「あ、はい。イエス・サー」

　そうしてリーゼとテオはあっという間に任務スケジュールを組み直し、各方面へ連れん絡らくを入れ、ドラゴンギルドは明日の午後から臨時休業となった。

　アナベルは十二時間、卵を抱きつづけなくてはならない。

　いつものようにナインヘルとの長く激しい行こう為いを終えた深夜、意を決して事情を伝えると、行為後の満まん悦えつに浸ひたっていた火竜は途と端たんに強い怒いかりをあらわにした。

「半日だと!?　ふざけるな！」

「話を聞いてよ、サラマンダーはみんなそうして生まれてきたんだよ。ナインだって──」

「知るか！　黙だまってりゃ一年もだらだらべたべたしやがって。半日抱くなんかさせるわけねえだろうがっ。絶対に許さねえ」

「……じゃあ卵が腐ってもいいの!?　ナインは弟が死んでもいいの!?」

「最初に言ったはずだ。卵にかまけるなと」

　その冷たく突つき放すような低い声を聞いた瞬しゆん間かん、自分でも驚くほど涙があふれてくる。

　なぜだろう、さっきはちゃんと堪こらえられたというのに。止まらない涙を懸けん命めいに拭うアナベルを見たナインヘルは動どう揺ようし、裸はだかの巨きよ軀くを一度だけ揺ゆらしたが、そのまま背を向けて眠ってしまった。

　寝しん衣いを着てゆりかごのそばへ行き、絨じゆう毯たんに座り込んで赤い卵を抱き上げると、そこにぱたぱたと涙が落ちる。また窮屈そうにもがいていた幼生体は泣いているアナベルに驚いて、卵を伝う雫しずくをどうにか舐なめ取ろうとしてくれた。

「ありがとう。大丈夫だよ……明日、外に出ようね」

　笑え顔がおを作ることはできたけれど、たまらなく悲しかった。アナベルが卵の孵化に心を砕くだいているのはナインヘルのためだというのに。

　もちろんこの仔こを無事に孵かえすことが一番の望みだ。でも、ほかにも理由がある。

　広い世界に火竜がナインヘルしかいないという現実を、アナベルは寂さみしく感じてきた。

　皆みな、兄弟だから絆きずなに変わりはないが、やはり竜種ごとに集まるときがある。シーモアやシャハト、サロメとキュレネーたち、サリバンとガーディアンとオーキッドが戯たわむれているところを見ると、やりきれない思いに駆かられるときがあった。

　ナインヘルに、赤い[image: 鱗]うろこを持った弟竜ができたらどれほど素す晴ばらしいだろう。生まれ変わった竜母神が最初にサラマンダーの卵を産み落としてくれたと知ったとき、アナベルの切望が届いたと思ったのに。

　ナインヘルは同じ竜りゆう種しゆの弟にひどく冷たい。

　暖だん炉ろの火はとうに消えて、真冬の竜の巣は殊こと更さらに寒かった。手足が冷たくなり、色を失なくしていく。卵まで冷えてしまう心配はあるけれど、孵ふ化かさせるため絶対に放さないと心に決めたアナベルは、卵を抱き直して両方の掌てのひらをあて、まぶたを閉じて魔力が流れていくところを思い描えがいた。

「………、──」

　卵を抱きしめたまま、いつの間にか微睡まどろんでいたが、ふいに身体からだを揺さぶられて目を覚ます。赤い[image: 鱗]の浮うかぶ大きな手に腰こしをつかまれているとわかったとき、冷たい身体に戦慄が走った。

「いやだ！　放して！」

　これまでのように寝台へ連れ戻もどされるわけにはいかなかった。今ここで引き剝はがされたら、幼生体は孵化しないどころか、卵が腐くさってしまうかもしれない。冷えきって痺しびれさえ覚えている腕うでで、それでも卵を搔かき抱いだき、躍やつ起きになって足をばたつかせる。

「放してよ！　──卵っ、卵が……！　ナインの弟、やっと孵るのにっ……」

「わかってる。落とさないように持ってろ」

「え……？」

　その声は変わらず低いけれど冷たくはなく、驚おどろいているあいだに卵ごと横抱きにされた。

「ナイン？」

「おまえを抱だいてないと寒くて眠れねぇんだよ」

　文句を言うサラマンダーが暖炉へ向かってふっと息を吹ふきかけると、それだけで火が熾おこり、闇やみ夜よの一色だった竜の巣が明るくなる。ナインヘルは巣の中央にある応接セットのソファに座り、アナベルと卵をまとめて包むように毛布をかぶった。

「あと何時間だ」

「え、と……十時間くらい。──ナイン、ずっとこうしててくれるの？」

　むっとするナインヘルは、うなずく代わりに「さっさと孵して巣から追い出す」と言った。

　冷えきった手足と心が温められていく。ナインヘルを苛いら立だたせてばかりで、甘えることもずっと我が慢まんしてきたけれど、アナベルは逞たくましい肩かたに頰を寄せて端整な顔を見上げた。

「ナイン。あのね、お願いがあって」

「なんだよ」

「もう少し強く……ぎゅって、して、ほしい……」

「そんなことしたら割れちまうぞ。いいのか」

「大だい丈じよう夫ぶ、この仔すごく強いから。殻からも頑がん丈じようなんだよ」

　ああ、そう。という冷めた返事をしながらも、ナインヘルは両腕に力を入れて強く抱きしめてくれる。すると赤い卵がこれまでにないほど鮮あざやかに光り輝かがやき、数か月ものあいだ笑っていなかった幼生体が口をニーッと伸のばして口角を上げた。　>>>♥

「わあ、見て、見て！　笑ってる、やっと笑ってくれた……ナインに抱っこされて喜んでるんだよ。かわいいね」

「……眠い。寝ねる」

「ええっ」

　こんなにもぴかぴかと輝いて喜びを伝えてきているのに、同じ竜種の弟にまったく興味を示さない兄は、本当に寝息を立てはじめてしまった。でも、アナベルと卵を抱きしめる腕の力強さは変わらない。

　心も身体もぽかぽかと温かくなったアナベルの腕に包まれて、幼生体は卵の中で活発に動きだす。これまで見たことのない元気いっぱいの動きは、孵化の前兆だ。幼生体はナインヘルに抱きしめられてからずっと笑っていて、殻越ごしに兄竜の胸むな板いたに頰ずりをする。

「お兄ちゃん、大きくて強くて優やさしいでしょう。お兄ちゃんのこと好き？　僕も大好き」

　ウンウンとうなずいては頰ずりをするその仕草がたまらなく可愛かわいくて、口元がゆるみっぱなしになった。

　竜母神ティアマトーから卵を託たくされて一年。ドラゴンギルドは新しい兄弟を迎むかえる。その瞬間を想像しながら、アナベルはゆっくりと眠りについた。







　午後三時──。臨時休業となったドラゴンギルドは正門を施せ錠じようし、十四機の竜と八人のバトラーが飼育小屋に集まった。

　三機の幼生体が過ごしているここは磨すりガラスで造られており、『小屋』という言葉からは想像できないほど大きい。陽光が降り注ぐ室内には多種多様の樹木や草花、岩場や人工の清流まで配置されていて、非常に開放的な空間となっている。

　筆頭バトラーが、柔やわらかな草の生えている清流のそばを孵化の場所に選んだ。

　赤い光を放ちつづける卵を抱くアナベルは、竜とバトラーでできた輪の中心に座る。両りよう隣どなりにリーゼとサロメが座り、わくわくしているサリバンとオーキッドは並んでしゃがみ込んだ。

　幼生体たちは「たまご、われるの？」「みえないー」「みたいよ、だっこして」と口々に言って、フォンティーンやガーディアンに抱き上げられたりバーチェスの肩かたに乗ったりする。

　ナインヘルだけが輪から外れ、樹木にもたれてこちらの様子を眺ながめていた。

　リピンはアナベルのテール・コートのポケットに入って「あかちゃん、ぼくここにいるよー」と声をかけ、テオやジュストたちバトラーも、そわそわと腕を組んだり卵をのぞき込んだりしている。

「ファウストくんとリシュリーちゃんも来られたらよかったけどねえ」

「急だったからなあ。でもシルフィードの卵が孵化するときは来るって約束してんだろ？」

「おちびちゃんのほうが卵の中からファウストを呼びそうだよね──」

「シッ。始まったぞ……！」

　飼育小屋は一瞬の緊張と静せい寂じやくに包まれる。

　アナベルが草の上に卵をそっと置き、汗あせばむ手を離はなして「大丈夫だよ、出ておいで」と声をかけると、虹にじ色いろの[image: 鱗]を持つ幼生体が「ウーンッ」と力み、赤い卵にひびが入った。

「割れたっ」

「が、頑がん張ばれ、頑張って！」

　ぎゅっとまぶたを閉じる幼生体は短い後あと脚あしで踏ふん張り、後頭部と背を使って外がい殻かくを押し上げる。手を貸したいけれど、絶対に手伝ってはいけない。息を詰つめるアナベルの目の前で、ひびが一気に広がり、パキパキと音を立てて外殻がふたつに割れた。

「わぁっ、出てきたぁ……！」

　卵がころりと転がり、殻の破は片へんを帽ぼう子しみたいにかぶった幼生体が姿をあらわす。

　そっと抱き上げた身体は水気を帯び、翼つばさも濡ぬれていて、鉤かぎ爪づめはナインヘルと同じ黒色だがとても小さくて先せん端たんも丸い。真っ赤な[image: 鱗]は半はん透とう明めいでまだ柔やわらかく、なにもかもが小さいのに、アナベルを見つめてくる金色の瞳ひとみだけが大きくてきらきらしている。

　サラマンダーの幼生体は夢のように美しく、泣きそうになるほど愛らしかった。

「アナベル、殻を食べさせましょう。外界と馴な染じませるためです」

「う、うん。でも、どうしたらいい？」

　もたついてしまったアナベルの代わりにサロメが手て際ぎわよく殻をひとくち食べさせてくれる。それまではよかったが、皆が喝かつ采さいするよりも先に、殻を食べ終えた幼生体が「ギャアー!!」という雄お叫たけびのような泣き声をあげた。

「うわっ」

「すごい声だ、耳が痛い……」

　鼓こ膜まくを刺さすような泣き声にバトラーたちが耳を塞ふさぐ。アナベルがどれだけあやしても駄だ目めだった。幼生体はまだ固まっていない半透明の[image: 鱗]を激しく逆立て、ぎゅっと閉じた瞳から大おお粒つぶの涙なみだをこぼしはじめる。こんなにも泣く幼生体を見るのはリーゼも初めてのようで、困こん惑わくしながら言った。

「アナベル、サロメに抱かせてみろ」

「は、はいっ……」

　しかしサロメが抱いても泣きやむ気配はなく、とうとう小さな炎ほのおの塊かたまりまで吐はいた。おそらくまだ炎を吐ける身体になっていなくて喉のどが痛かったのだろう、幼生体はバタバタと暴れだし、前脚で持つ虹色の[image: 鱗]うろこを放ほうり投げそうになる。

　手のつけられない状態に皆みなが混乱したが、気まぐれなシルフィードの兄弟だけは別だった。しゃがんでいるサリバンが「ぼく、いいこと思いついちゃった」と人差し指を立て、彼とくっついて座るオーキッドが「なぁにー？　どんなこと？」と楽しそうに訊たずねる。

「こういうときはさあ、同じ竜種のお兄ちゃんに抱っこしてもらうのがいいと思うんだ」

「えっ」

　そのサリバンのひとことで、全員の視線がナインヘルに集まる。離れた場所に立っている彼は、なぜ皆が自分を見ているのかわからないようで、きょとんとした。

「なんだ？」

「ナイン、ちょっと！」

　アナベルは、大泣きする幼生体を抱いたサロメと一いつ緒しよにナインヘルのところへ駆かける。面おも白しろがってサリバンもついてくる。状じよう況きようをまったく吞のみ込めていないナインヘルにサロメが幼生体を押しつけ、アナベルは腰にしがみついて言った。

「早く抱だっこしてあげて！」

「はぁ？　なんでおれがそんなことしなきゃならねえんだ」

「まぁまぁ、アナベルを抱くのと同じだって。あ、激しいのはだめだよ、優しいほうね」

　おどけるサリバンがナインヘルの腕うでを取って幼生体にまわし、ナインヘルはそれを全力で拒きよ否ひして、巨きよ軀くを持つ兄弟は攻こう防ぼう戦せんを繰くり広げた。

「いい仔こだから、お兄さまの言うこと聞いて、抱っこしなさいっ」

「てめぇ、ふざけんなサリバンっ。やめろ！　やめろ、って──」

「あらま」

　ナインヘルに抱かれた幼生体は、これまでの大声が噓うそのようにぴたりと泣きやむ。その予想もしなかった光景に全員があっけにとられた。

「ナ、ナイン。すごい、すごいよ。やっぱり同じサラマンダーだから？」

「知るかよ、偶ぐう然ぜんだろうが。もう泣きやんだならいいだろ」

　ナインヘルが幼生体の首根っこをつかんで引き剝はがし、アナベルに渡わたしてきた途と端たん、「ンギャアー!!」という耳をつんざく泣き声が飼育小屋に響ひびいた。これにはサロメもサリバンも驚おどろいて、三人がかりでふたたびナインヘルに抱かせる。するとまた幼生体は泣きやみ、今度は離されまいとナインヘルの軍服をぎゅう、と握にぎった。

「……無事に生まれたぞ！　ドラゴンギルド初のサラマンダーの幼生体だ！」

「アナベル、でかした！」　>>>♥

　幼生体が泣きやんで、ようやく皆が彼の誕生を歓かん喜きし喝采した。胸の高鳴りが止められないアナベルも、サロメやサリバンと笑え顔がおを交かわし、リーゼもいつになく高こう揚ようしてその場を取り仕切る。

「よし！　新たな兄弟の名前を発表する！」

「行きましょう、アナベル」

「うんっ」

「お、おい……ちょっと、待てって。こいつどうすんだよ」

　ナインヘルと彼にしがみつく幼生体をそのままにして、アナベルたちはリーゼのところへ駆け戻もどった。ジュストもメルヴィネもキュレネーたちも皆が笑顔でとても幸せそうだ。ファウストとリシュリーさまもここにいてくれたら、もっとよかったのにな──そう思うアナベルの目の前で、筆頭バトラーが持っていたクリップボードを高々と掲かかげる。

　その瞬しゆん間かん、わいわいと騒さわいでいた声がぴたりとやんだ。

「えー……」

「そりゃないっすよリーゼさん」

「なっ……？　なんだその反応は」

　リーゼが掲げたクリップボードには、大きく〝MEPHISTO〟と書いた紙が挟はさまれていて、それを見たアナベルもびっくりしてしまった。

「メフィストって、悪あく魔まとか、魔物って意味……ですよね？」

「そのままじゃないですか。捻ひねりもなにもない」

「それのなにがだめなんだ？」

「リーゼくんて仕事できるのにそういうセンスぜんぜんないよね。ファウストの竜りゆう種しゆを決めるとき、リシュリーに『必要なのはインスピレーションとセンスだな』みたいなこと言ってたけど、よくそれ言えたよね」

　珍めずらしくバトラー側に付いたサリバンが、フォンティーンの抱いている水竜の幼生体を撫なでながら言った。

「この仔なんかフェアリーって名前でしょ？　妖よう精せいって意味だよね？　妖精ってすごく小さいよね？　将来どれだけ大きくなると思ってんの。その前にこの仔は妖精じゃなくて竜だから」

　お祝いムードが一気にしらけてゆく。「うるせえ、こいつはメフィストだ！　俺がメフィストと言ったらそうなんだよ！」と言いきる筆頭バトラーに、周囲から「職権濫らん用ようはんたーい」と声があがる。アナベルも少しだけがっかりしてしまった。

「もうちょっと格好いいのがよかったな……。もっとこう、サラマンダーっぽいの……」

　そうつぶやいた瞬間にリーゼの片眼鏡がカチャリと鳴り、物もの凄すごい形相で睨にらまれて、アナベルは「なんでもないです」と肩かたをすくませる。結局、魔物たちを愛してやまない筆頭バトラーによって、サラマンダーの幼生体は〝メフィ魔スト物〟と名づけられた。

「おい！　おまえらおれの話を聞け！　こいつどうすんだよっ!?」

　しびれを切らしたナインヘルが輪の中に入ってきたので、アナベルはテール・コートのポケットから手帳を取り出し、エドワードに教えてもらった幼生体の育てかたを朗読した。

「孵かえってからの約二週間は、一日のうち二十時間ほど肌はだを触ふれ合わせておく。体温が下がると死ぬので放置厳禁──そういうことです」

「なに言ってんだアナベル。そういうことですって、なんだ？」

　アナベルはにこっと笑い、サロメも淑しとやかに微笑ほほえむ。サリバンもテオたちも皆が笑顔になってナインヘルを見守った。そして筆頭バトラーが不敵な笑みを浮うかべて言う。

「そういうことだナインヘル。おまえに二週間ばかし育竜休暇をやろう。最近はめっきり寒くなったからな。しっかり抱いて温めてやれ。一日のうち二十時間だ。手ぇ抜ぬくなよ」

「ふざけんなっ。そんなこと絶対しねぇぞ！　フェンドールに出動したほうがましだっ」

「業務命令だ。逆らうことは許さん。サロメとアナベルをサポートに付けてやる。兄の責務を全まつとうしろサラマンダー」

　ふふんと笑うリーゼのうしろで、興奮するアナベルはサロメを見上げて言った。

「サポート頑がん張ばろうね！」

「はい。ナインヘルとメフィストのために、全面協力しましょう」

「アナベル、ぼくにも、できることがあれば……」

「うんっ、ありがとうメルヴィネ」

　二人揃そろって頰ほおを赤くするアナベルとメルヴィネは手を取り合い、身体からだを弾はずませて喜びを分かち合った。

　幼生体が無事に生まれてくれたことも、彼がナインヘルだけに懐なついていることも、嬉うれしくて嬉しくてたまらない。この喜びでいっぱいの出来事を手紙にして、ファウストとリシュリーさまへ伝えよう──。

「絶対に出動してやるからな……！」

　そう息巻くナインヘルの腕の中で、メフィストはすぴすぴと鼻を鳴らしながら心地ここちよさそうに眠ねむりはじめた。
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「なにをやってんだ、おれは……」

　ナインヘルの巣にある大きな暖だん炉ろは十五年のあいだ、がらくたに埋うもれて使っていなかったが、昨年の冬にアナベルが片づけてからは本来の役割を果たすようになった。

　寒いのは非常に苦手なのでありがたいと思う。おかげで真冬になった今も裸はだかで過ごすことができていた。服は煩わずらわしいので着たくないし、そもそも竜の一族にあのような布切れを身に纏まとう習慣はない。

　だから今は快適だ──絨じゆう毯たんに横たえている裸の巨軀に余計なものがくっついている以外は。

「おい、また涎よだれかよ。寝ねるときは口を閉じろって言ってるのがわからねえのか」

　うとうとするメフィストの口から漏もれてきた涎を、アナベルが用意したタオルでごりごり拭ふくと、ちびは「モニュ……」という奇き妙みような声を出して目を覚ます。

　生まれ変わった竜母神ティアマトーは最初にサラマンダーの卵を産み落とした。

　彼女が産んだ卵の隠かくし場所を誰だれかに伝えることはなく、卵の運命は自然に孵ふ化かするか腐くさるか、兄弟や魔物に保護されるか、または人間に見つけられてしまうかのいずれかである。

　だが母親はナインヘルに赤い卵の在り処かを伝えてきた。それは化石のようになってしまった身を再生へ導いてくれたアナベルへの謝意であると、ナインヘルも理解できる。

　しかしアナベルは予想以上に卵を可愛かわいがるようになり、平気で背を向けてくるようになった。仕事中でもわずかな時間ができれば卵を抱きに巣へ戻り、真夜中にナインヘルの腕から抜け出してでも卵を抱く。口を開けば卵、卵──。

　不ふ愉ゆ快かいだった。かまけるなと最初に言っておいたのに、ちっとも聞いていないから、アナベルは誰のものなのかをもう一度その身体に覚え込ませた。それでもアナベルは赤い卵にべったりくっついて離はなれない。

　苛いら立だってばかりの生活が一年もつづいた。耐たえ抜いた己おのれを褒ほめてやりたい。しかし、卵が孵化さえすればこの不愉快な生活は終わるはずだったのに──結果的に悪化した。

「サロメのほうがいいと思うぜ。綺き麗れいだし優やさしいし、すげえいい匂においするしな。どうだ？　今から交代してみねえか」

　リーゼの言う『二週間の育竜休暇』とやらは今日で十一日目となり、ナインヘルは毎日のようにこれを口にしてきた。だがそのたびにメフィストはいやいやと首を横に振ふって頰をすり寄せてくる。

「だりぃ……」

　暇ひまつぶしに暖炉へ薪まきを放ほうり投げると、パチパチと熾おき火びが立った。

　この生活は三日で嫌いやになった。常にメフィストがくっついているため、できることが極きよく端たんに少ない。ストックしていた三箱のジグソーパズルはあっという間に終わってしまったし、フォンティーンが大量の本を貸し出してきたが、ナインヘルは読書家ではないから読むのをすぐにやめてしまった。

　好きなときに眠れるのはいいが、メフィストがびーびー泣いて結局は起こされる。

　極きわめつけは、まともに交こう尾びできていないことだ。これがなによりもナインヘルを苛立たせた。

　もう射精しそうなのに、ちびが泣きだすとアナベルは「抱だっこしてあげて」と言い、さっさとつながりをほどく。

　ふざけるなと怒ど鳴なっても、それが搔かき消されるくらいにメフィストの泣き声は大きく、抱いて泣きやませるしかない。苛立ちながら抱いているのに、ちびはやたら嬉しそうにして、アナベルはにこにこしながら「よかったねえ。メフィストはお兄ちゃん大好きだもんね」などと話しかける。

　射精しかけのものは放ほったらかしでなにが「よかったねえ」だ──。

「あ。まずい。飯の時間過ぎてんのか」

　確かく認にんした壁かべ掛かけ時計は午後二時三十分をさしている。ナインヘルの腹の上で寝ていたメフィストが身体を起こし、キィキィと鳴いて、卵の殻からを食べさせなくてはいけないことにようやく気づいた。

　殻はサロメが飼育小屋で保管している。行くのが面めん倒どうだが二匹ひきだけで巣にいるよりはましだった。寒いのでしかたなく軍服を着るとメフィストは勝手によじ登ってくる。

「だるいが先にリーゼのところへ行く。飯はそのあとだ」

　毎日のことだからそろそろわかってきたのだろう、ちびはウンとうなずいた。







「どうだメフィストー、今日こそ俺に抱かれてみないか」

「………」

　執しつ務む室へ入ると、リーゼが満面に笑みを湛たたえて両手を広げ、メフィストがいやいやと首を横に振る。十一日間つづいている同じやりとりにナインヘルは心底うんざりした。

『二週間ばかし育竜休暇をやろう』と言ったリーゼだったが、そのあとすぐに育竜を任務のひとつとして扱あつかい、ナインヘルは毎日の業務報告を義務づけられた。しかしこの十一日間に業務報告などした憶おぼえがない。リーゼはただメフィストと戯たわむれたいだけなのだ。

　これって職権濫用ってやつじゃねえの──どうでもいいことを考えるナインヘルを放って、二十歳はたち過ぎに見えても中身は親父おやじの筆頭バトラーが必死で幼生体の気を引こうとする。

「まだ無理かぁ……俺が一番優しく抱いてやれるのに。メフィストはちょっと警けい戒かいしすぎだな？　ほら、握あく手しゆくらいはいけるだろ」

　握手と言いながらもリーゼは人差し指だけをメフィストの前に出す。ちびは大きな瞳ひとみをきょろきょろさせてリーゼと指を交こう互ごに見つめ、最後にナインヘルを見上げてきた。

　この面倒極まりない時間は、いったいなんなのだろう。瞳を半開きにしたナインヘルが溜ため息混じりに「握にぎってやれよ」と言うと、メフィストは意を決したようにリーゼの指をぎゅっと握り、しかしすぐに放して軍服に顔をうずめてくる。

「うわ……なんだよその力加減。すげえ照れてんの。たまらねえなぁ」

　リーゼがあまりにも締しまりのない顔でデレデレになるので、少し心配になってきた。

　無敵の〝サタン・オブ・ギルド〟と呼ばれるこの男も、今ここで帝てい国こく軍に攻こう撃げきされたら確実に倒たおされてしまうだろう。

「もう、もう、食っちまいたいくらい可愛いな」

　その親おや馬ば鹿かも甚はなはだしい言葉に思わず「なに言ってんだ、おまえ」とつぶやいてしまった。

　同じサラマンダーなのに、なぜこんなにも扱いが違ちがうのか疑問でならない。メフィストが成体になってギルドで働きだしたとき、ナインヘルと同じくらい扱こき使わなかったら暴れてやると決めた。

　午後三時──。ほぼほぼ意味のない業務報告を終えて飼育小屋へ向かう。

　そこには軍服姿のサロメと、足元に群がる三匹の幼生体だけがいる。今日のサロメにバトラーは付いていないようだった。

「いけませんっ、ちゃんと抱いてください、落ちます……！」

「大だい丈じよう夫ぶだ。こいつ前まえ脚あしも後脚もすげえ力強いから。走っても落っこちないぜ」

　焦あせって駆かけ寄ってくるサロメに、両りよう腕うでをだらんと下げているナインヘルはそう説明した。

　皆みな、過保護にも程ほどがある。たとえ落ちても死にはしないし頭を打ってびーびー泣くだけだ。

　そもそも竜りゆうのくせに泣くのは如何いかがなものか。特にサラマンダーは最強種だ、そのあたりの矜きよう持じをメフィストにも持たせなくてはならない。

「腹が減ったんだと。殻をくれ」

「はい。──ナインヘル、お兄さん業がしっくりきていますよ」

「なに言ってんだサロメまで」

　ふふ、と微笑ほほえむサロメと並んでベンチに座った。「食事のときくらい支えてあげてください」と言われ、しかたなく小さな身体からだに腕をまわすと、サロメが殻を食べやすい大きさに割ってメフィストの口へ運ぶ。この兄竜は、ちびの扱いが天才的に上手うまい。ナインヘルには到とう底てい真似まねできない──真似したいとも思わないが。

　殻を食べるときすら軍服を握って放さないメフィストに視線を落としながら考える。生まれたばかりのサラマンダーの幼生体に肌はだの温ぬくもりが必要とは知りもしなかった。

　誰かに二週間も抱かれつづけた記き憶おくなど、ナインヘルにはない。

　孵化したときのことはひどく朧おぼろげで、魔ま女じよと一いつ緒しよにいた水竜オンデイーヌがナインヘルを抱いていたことくらいしか憶えていなかった。いい匂いを纏まとう水竜がそうしていたのは、サラマンダーの幼生体の体温を下げないようにするためだったのだろうか。しかしそのオンディーヌは一日で姿を消し、しばらくしてナインヘルはエトナ火山に身を隠すことになる。

　そこで二十年以上も眠ねむるあいだに、水竜のいい匂いは忘ぼう却きやくした。幼いナインヘルのそばにあったのは、暗くら闇やみと灼しやく熱ねつとマグマに頰ほおを灼やかれた痛みと、そして孤こ独どくだけだった。

　やがて成体となって覚かく醒せいしたナインヘルは、エトナ火山を出たその日にドラゴンギルドへ連行され、サロメたち竜の兄弟と初めて顔を合わせることになった。それからの十五年は無む秩ちつ序じよと混こん迷めいを極め、竜母神の不ふ死し卵らんを巡めぐってナインヘルは政府や帝国軍と対立し、兄弟からも孤立する。サロメだけは、[image: ]さざなみひとつ立てない澄すみきった水面みなもみたいに中立と静せい謐ひつを貫つらぬいていたが、それでもナインヘルが独りであることに変わりはなかった。

「ン、プ」

「メフィスト、もうお腹なかいっぱいですか？　それではまた明日あすにしましょうね」

　満足そうにウンとうなずいたメフィストは、軍服に頰をすり寄せ、まだ刺とげのない尾おまでナインヘルの身体にくっつけてきた。それを見たサロメは淑しとやかに笑う。

　相変わらず綺麗な雄おすだ。それにすごくいい匂いをさせていて──。

「メフィストは甘えん坊ぼうですね。孵化したときのナインヘルによく似ています」

「……なんだと？」

　おれとこいつを一緒にすんな──口にしかけた言葉を吞のみ、思わず前のめりになってサロメをのぞき込む。形の美しい唇くちびるから、確かに「孵化したときのナインヘル」と聞こえてきた。

　さらさらと揺ゆれる銀色の長い髪かみ。幼いナインヘルを抱く腕に浮うかぶ、藍あいと紫むらさきの水すい紋もんが描えがかれた水色の[image: 鱗]うろこ──サロメの言葉に呼び起こされるように、ひどく朧げだった風景がわずかな鮮せん明めいさを取り戻もどす。

「おれが孵かえったときに魔女と一緒にいたオンディーヌって、まさか……サロメだったのか!?」

「はい。あなたも、今のメフィストのように私と密着していました。少しでも離はなれようとすれば、泣くのではなく炎ほのおを吐はいて怒おこっていましたね。とても可愛かわいくて……離れるのは本当に忍しのびがたいものでした」

「うそ、だろ」

　ナインヘルを孵ふ化かさせた魔女もエトナ火山に隠かくした魔女も、皆が魔物狩がりに遭あい、いなくなっていた。だから幼生体のナインヘルを抱いていた水竜も、とうに狩られたと思っていたのだが、こんなにも近くにいたとは──。

　ナインヘルの驚きよう愕がくにつられるように、サロメは一いつ瞬しゆんだけ驚おどろきの表情を浮かべたが、すぐに柔やわらかな笑みをこぼした。

「知っているとばかり、思っていました。……でも、わずか一日でしたから、確かにナインヘルは憶えていませんよね」

「や……、そりゃ、匂におい、くらいは──」

　ギルドで初めて会ったときから、サロメがいい匂いをさせていると思ったのは、忘却したはずの水竜の匂いを無意識に嗅かぎ分けていたからだろうか。そのようなことを考えながら、気に入っている匂いを吸い込む。

「んっ？」

　ナインヘルはサロメの背を伝う長い銀ぎん髪ぱつを片手で束ね、肩かたの前へ持っていき、首筋に手を添そえて自分のほうへ引き寄せた。あらわになった耳の裏に鼻を強く押しあててすんすんと嗅ぎ、兄竜の匂いを確かめる。

「どうかしましたか？」

「いや、なんでもない」

　そう言いながら首筋にも鼻で触ふれて匂いを何度も嗅いだ。もう少しいい匂いをさせていたはずなのだが、どちらかというとサリバンやガーディアンの匂いに近くなった気がする。

　アナベルの強きよう烈れつな甘い匂いばかり嗅いで鼻がおかしくなったのだろうか。どちらにせよサロメだけが持つあのいい匂いはもうないとわかり、少しだけ惜おしくなった。

「おや……？　アナベルです。なぜ入ってこないのでしょう」

「なに」

　サロメの首筋から顔を離して飼育小屋の入り口を見ると、確かにアナベルが立っている。

　とっさに腰こしを上げたナインヘルは入り口まで走ろうとしたが、それよりも先にアナベルが駆けて飼育小屋を去ってしまった。

「待て、アナベルっ。──なんだあいつ……なんで逃にげるんだ」

　ここに来させたかった。メフィストをサロメに渡わたし、ナインヘルはアナベルを腿ももの上に座らせるのが当然なのに。納なつ得とくがいかないまま腰をおろすと、サロメも不思議そうにした。

「少し様子が違いましたね。当番以外でも来たら必ずこの仔こたちと遊んでくれるのですが」

　三匹びきの幼生体は新しくできた弟に興味津しん々しんで、サロメの足元を離れてメフィストに近づいてくる。しかしまだ互たがいに警戒しているようだった。

「めふぃすと、ちび」「こいつ、なきむし」と幼生体たちにからかわれたメフィストが、大きな金の瞳を潤うるませたので、「おまえらもちびだろうが。いじめたらぶっ飛ばすからな」と本気で言い返す。「さろめ、ないんへるひどいよ」と幼生体たちがわらわらとサロメに寄っていくと、聖母みたいなオンディーヌはこのうえなく優やさしい笑顔で彼らを抱き上げた。

　清せい廉れんで綺き麗れいで淑やかなサロメ。でもナインヘルが気に入っていたあの匂いはもうさせてない。サロメからは、サリバンたちと同じ雄の匂いがした。

　──まぁ、毎晩人魚を抱いてりゃそうなるか……。

　この夏にドラゴンギルドへやってきた、雄の人魚・メルヴィネ。アナベルと背格好がよく似ていて、歳としも近くて、アナベルと仲がいい──。

「………」

　なんでもアナベルにつなげるのが癖くせになっている。先ほど一瞬だけ目が合ったその表情は笑顔ではなく、泣きそうに見えたのがひどく気にかかった。こうなればアナベルを見つけて滅め茶ちや苦く茶ちやに抱だきしめ、逃げた理由を問い詰つめる。ナインヘルは、メフィストを胸にくっつけたまま立ち上がった。

「殻から、ありがとな」

「はい。また明日。ナインヘル、腕を添えてあげてくださいね。メフィストの体温が逃げないように……サラマンダーは特に、寒さに弱いですから」

　自分が孵化したとき世話をかけた兄竜に言われては無視できない。ナインヘルは片腕でメフィストを抱き、もう片方の手を軽く上げて飼育小屋を出て行った。







「アナベルのやつ、どこにいるんだ」

　[image: 鱗]を通してその姿をとらえることはできたが、なぜか不鮮明で、居場所もギルド内のどこなのか確定できない。起こり得ない現象に思わず声を出すと、それに反応するようにメフィストが「トーチャ」という奇き妙みような鳴き声をあげた。

「あ？　おまえ、たまにそうやって鳴くけど、『トーチャ』ってなんなんだ？　食ったばっかりだから、飯って意味でもなさそうだしな……」

　ぶつぶつ言いながら歩いていると、エントランスホールでシャハトとキュレネーに会った。

「あっ、メフィストだー。こんにちは。かわいいなぁ」

「孵化したときより、ちょっと大きくなったね」

　ドラゴンギルドの生き真ま面じ目め組と呼ばれる、素す晴ばらしく穏おだやかな兄竜たちを前にしても、メフィストは小さな身体を強こわ張ばらせて軍服をぎゅっと握にぎってくる。なにがそんなに怖こわいのかさっぱりわからないが、ナインヘルは抱いているほうの手で尻しりをぽんぽんと叩たたいてやった。

　弟が怯おびえていることに気づいたシャハトとキュレネーが残念そうに訊たずねてくる。

「撫なでたらだめ？」

「まだ泣いちゃうかなぁ」

「いけるだろ普ふ通つうに」

　ナインヘルの即そく答とうにメフィストはイヤイヤと激しく首を振ふる。いいかげん腹が立ち、「兄弟だろうがっ、いちいちびびってんじゃねえ！」と怒ど鳴なると、「ナインヘル怖い……」とキュレネーがつぶやいた。

「ほら、怖くないよねー」

「ぜんぜん怖くないよー、メフィストえらいねー」

　穏やかな土竜と水竜に全力で宥なだめさせた末、メフィストは頭や背を撫でられていた。そのとき兄竜たちの左手の甲こうに、それぞれ異なる色の[image: 鱗]が一枚ずつ光っているのが気になったらしく、小さな鉤かぎ爪づめでキュレネーの左手の甲をトントンとつつきながら「イー、イー」と言った。

「色の違ちがう[image: 鱗]が気になるの？　ぼくたち、お互いの[image: 鱗]を交こう換かんしてつけてるんだよ。メフィストも大きくなって大切な仔や大好きな仔ができたら、[image: 鱗]をあげてね」

　キュレネーがなにを言っているかほとんど理解できていないくせに、ちびは鼻息を荒あらくしてウンウンとうなずき、なおも兄竜の手の甲をじっと見つめる。

　ナインヘルは腕うでの中でもぞもぞ動くメフィストを無視してシャハトたちに訊ねた。

「アナベル見なかったか」

「さっき、脱だつ衣い室のほうへ走っていくのを見たよ」

「すごく急いでた。緊きん急きゆう案件でも入ったのかもしれないね」

「なに……」

　エントランスホールを出て行く兄弟たちと別れた途と端たん、メフィストは自分の前まえ脚あしとナインヘルの手の甲を交こう互ごにトントンしてくる。まだ鼻息の荒い弟がなにを言いたいのかは充じゆう分ぶんにわかった。

「キー」

「キー、じゃねえよ、なんでおれがおまえと[image: 鱗]を交換しなきゃならねえんだ。言っとくけどな、[image: 鱗]を抜ぬくのは死ぬほど痛いんだぜ。びーびー泣くおまえにゃ耐たえられねえ痛みだな。こんな柔くて小っさい[image: 鱗]、抜いたら血が出て死んじまうだろうなー」

　本気で怖がらせてやろうと考えたナインヘルは、めいっぱい脅おどして赤い[image: 鱗]を突つついたが、メフィストは突かれたことを喜んで「キャッ、キャ」と笑った。脅しがまったく通じておらず、これでは戯たわむれているだけである。

「おれがばかみてえじゃねえか」

　ナインヘルはメフィストを突くのをやめて脱衣室へ向かった。

　午後四時──。脱衣室では帰き還かんした兄弟たちのまわりで三人のバトラーが慌あわただしく動いている。しかしその中にアナベルの姿はなかった。

「あー！　メフィストだあっ」

「俺、孵ふ化かした日から会ってなかったんだ！」

　メフィストはどこへ行っても人気で、特にサラマンダーの孵化を初めて見たバトラーたちは仕事の手を止めてまで集まってくる。レスターとオリビエとエリスのほか、オーキッドとバーチェス、ガーディアンまで加わってメフィストを囲む小さな輪ができた。

　その人数の多さと見知らぬ顔ぶれに、つい今まで機き嫌げんよく笑っていたメフィストはひどく怯えて、軍服の上着の中へ無理やり入ってこようとする。

「おい、やめろ、服が千切れるだろうが」

「メフィストくんって、ほんとにナインヘルくんにべったりなんだね！　かわいいなぁ」

「ナインヘルだけに懐なつくなんて、ある意味最強だよな」

「こいつのどこが最強なんだよ、オーキッドみたいにびーびー泣いてばっかりだぜ」

「ぼく、そんな泣きかたしないもん！」

　オーキッドが怒おこって皆みなが笑ったとき、現場主任のテオが脱衣室に入ってきた。さらに人数が増え、ナインヘルの片腕の中で小さな身体からだがびくっと揺ゆれる。

「帰還後の最終チェック始めるぞ……、──って、メフィストがいるじゃねえかよぉ」

　先ほどのメフィストの怯える様子を見ていないテオは軽い足取りで輪に加わり、その愛らしい姿に溜ため息をつく。

「めちゃくちゃ小せえ……いいよなぁナインヘルは好きなときに抱けてさ。なあ、一いつ瞬しゆんでいいから抱かせてくれよ」

　なにも知らないとはいえ、あまりにもお気楽な言葉に苛いらついた。

　数分のあいだ愛めでるだけでいいならナインヘルもそうしたい。夜泣きに付き合い、用を足すにも連れて行かなくてはならないこっちの身にもなれと言いたかった。

「いいぜ。ほらよ」

　どのような事態になるかは容易に予想できるが、苛立ったナインヘルはニッと笑い、テオへ向かってメフィストを放ほうり投げる。

「わっ、危ねっ……」

　軽く投げた幼生体が小さな弧こを描えがき、テオの腕におさまった瞬間、「ギィヤァ──!!」という雄お叫たけびのような泣き声が広い脱衣室に響ひびき渡った。その大声には魔ま力りよくが宿っているようで、レスターとオリビエとエリスが同時に耳を塞ふさぐ。

「痛いっ、鼓こ膜まくが……！」

「ナインヘルくん、ひどいよ、やめてあげなよっ」

「──チッ」

　予想通りの事態にはなったが、メフィストの声量は予測を遥はるかに超こえていた。空間が歪ゆがんでいるように感じるほどで、ナインヘルは舌打ちをしながらメフィストを自分の片腕の中へ戻もどす。

　それでも泣きやまず、バトラーたちは耳の痛みに顔をしかめたままだった。すぐにでも脱衣室を出るのが賢けん明めいだろう。

「おい、ここにアナベルはいねえのか」

「い、いないよ。さっきラウンジにいるのを見た気がする……小こ柄がらだったから、たぶんアナベルだと思うよ」

　有力な情報を得たナインヘルは脱衣室を出てラウンジへ向かう。

　廊ろう下かには二匹ひきだけしかいないのに、メフィストはまだギャアギャアと声をあげて泣き、大おお粒つぶの涙なみだをぼたぼた落として軍服に染しみを作った。

「うるせえなあ。いいかげん泣きやめよ。……と言うか、おまえ泣きすぎじゃねえ？　幼生体ってそんな泣くもんか？　おれはまったく泣かなかったぜ。火竜のくせに弱すぎるだろ」

　そう文句を言って、やや後こう悔かいした。いきなり放り投げられたうえ文句まで言われたメフィストは「キイッ！」と抗こう議ぎの声をあげ、一丁前に[image: 鱗]うろこを逆立てて本気で怒る。

「なんだよ……」

　じつのところ、ナインヘルは小さな生き物に泣かれたり怒られたりすることに物もの凄すごく弱い。自分では制せい御ぎよできないくらい守護の本能が働くし、リーゼに怒鳴られても腹が立つだけだがアナベルやリピンが本気で怒ると内心焦あせってしまう。

　今も、ナインヘルの意思とは関係なく、閉じたまぶたを吊つり上げて泣くメフィストを守りたいという衝しよう動どうに駆かられた。

「わかった、わかった、おれが悪かったって。だから機嫌なおせよ」

　しかたなく両腕を使ってメフィストを包み、「ウッ、ウェ」という嗚お咽えつが治まるまで小さな[image: 鱗]を撫でる。

　そうしてラウンジに着いた、午後四時二十分──。柔やわらかなソファでエドワードとシーモアがくつろぎ、談だん笑しようしていた。彼らに付いているバトラーは確かに小柄だが髪かみの色がまるで違う。

「小柄って、……メルヴィネじゃねえか」

　確かに二人は背格好がそっくりだが、なぜ金きん髪ぱつと黒髪を見まちがうのか理解しがたい。

　脱衣室で得た情報がでたらめだったことに腹を立て、ラウンジを去ろうとしたとき、エドワードがメフィストを見ていることに気づいた。

　歳としの離はなれた兄竜の金色の瞳ひとみには、ほんの少しの寂さみしさと、温かな大地のような優やさしさが宿っている。

「………。なあ、メフィスト。もう投げたりしねえから、エドの爺じいさんだけにはおとなしく抱だかれてやってくれねえか」

　落ち着きを取り戻していたメフィストは、また軍服をぎゅうっと握にぎり、ぱちぱちとまばたきをして考え込む。そんなに悩なやむことでもないだろうと思いながら小さな尻をぽんぽんと叩くと、ようやくウンとうなずいたのでラウンジへ足を向けた。

　シーモアが先に気づき、こちらに背を向けて座っているメルヴィネが振り向く。

「ナインヘル、メフィスト、こんにちはー」

「ああっ、メフィストだぁ。ナインヘルさん、お散歩ですか？」

「まあ、ちょっと、な……」

　シーモアもメルヴィネもメフィストと触ふれ合いたいだろうに、ナインヘルの考えを察知したのか、笑え顔がおのまま黙だまって様子を見てくる。ナインヘルはエドワードの隣となりのソファに腰こしをおろすと、「爺さん。ちびが膝ひざに乗りたいんだってよ」と言って、緊きん張ちようのせいで前脚が丸まっているメフィストを兄竜の腿ももにそっと座らせた。

「やあ、メフィスト。ごきげん如何いかがかな？」

「キュ……」

　泣いてくれるなよと気を揉もむナインヘルをよそに、メフィストはすぐに緊張を忘れ、どっしりした土竜の腿の上で足あし踏ぶみをしたり、丸い腹をよじ登ろうとしたりする。

「すごくかわいいなぁ。ナインヘルさん、育竜は大変ですか？　ぼくにも手伝えることがあったら言ってください」

「育竜なんて大層なことしてねえよ。ちびを腹や胸にくっつけてるだけだ。口がでかくて涎よだれが出やすいから頻ひん繁ぱんにタオルで拭ふけってアナベルに言われたくらいだな」

「わかるよー、僕も寝ねるとき涎が出ちゃうもの」

「おまえは成体だろうが。涎もそうだが鼾いびきをなんとかしろよ」

「あははっ……」

　そうして三匹で笑っていると、隣でメフィストを撫なでるエドワードがぽつりと言葉をこぼす。

「本当によかった。ありがとうよナインヘル……」

　ちびが泣かないか心配していたのに、エドワードが泣きだしたのでひどく驚おどろいてしまった。メフィストの誕生に涙しているのかと思ったが違ちがうようだ。でもエドワードが泣きながら礼を伝えてくる理由が、ナインヘルにはわからない。十五年間、みずから孤こ立りつするような真似まねをして、ばかみたいに迷めい惑わくをかけてきただけで、礼を言われるようなことをした記き憶おくはなかった。

「歳を取ると涙もろくなって、よくないな」

　成体の竜の涙は万ばん物ぶつに影えい響きようを与あたえる劇薬であり、安易に落としてはならない。近くにいる兄弟が舐なめ取るのが通例だが、二百五十も歳の離れた兄の眦まなじりに舌で触れるのは、ナインヘルでもためらいがあった。

　柄にもなく逡しゆん巡じゆんしていると、メフィストがエドワードへ前まえ脚あしを伸のばし「キッ、キ」と鳴く。

「早く抱き上げろ、ってよ……」

「ええ？　メフィストが舐め取ってくれるのかい？」

　ウンウンとうなずくメフィストは抱き上げられ、髭ひげもじゃの顔にしがみついた。

　結局エドワードの顔は自身の涙よりもメフィストの涎で濡ぬれてしまったが、ナインヘルは不覚にもその風景に見入ってしまう。涎まみれになったエドワードの顔をハンカチで拭くメルヴィネは笑顔で涙ぐみ、シーモアも「メフィストって、なんてよい仔こなんだろう」と言いながら、グスッと鼻を何度も鳴らして泣くのを堪こらえていた。

　そのあともメフィストは「キャイ、アー、ア。ブゥー」と、よくわからないことを夢中で話し、エドワードが「うん、うん。そうだな」とひとつひとつ丁てい寧ねいに相あい槌づちを打つ。シーモアとメルヴィネは「なんておしゃべりしてるのかなぁ」「ブゥー、ってなんだろうね？」とにこにこしながら見守っていた。

　なにもすることがなくなったナインヘルは脚を組み、ソファに身体からだを沈しずめてまぶたを閉じる。

「………」

　眼前に広がる暗くら闇やみは、エトナ火山で眠ねむっていたときのものと少しも変わらない。だが、ナインヘルを捕とらえて放さなかった灼しやく熱ねつとマグマに頰ほおを灼やかれた痛みと、そして孤独は、今はここに存在していなかった。

　激しく痛む右の頰が爛ただれて嫌いやな臭においを放っても、アナベルは一いつ瞬しゆんのためらいもなくそれらをすべて取り除く。アナベルを抱き、甘い匂においに包まれて眠る日々を送るうちに、ナインヘルは己おのれを苛さいなみつづけた強きよう烈れつな孤独がどんなものだったか思い出せないくらいになった。

　十五年間、夜すがら独りで歩いていた銀の浜はま辺べは、今は必ずアナベルの手を取って歩く。

　ナインヘルの、ギルドからの孤立を打ち消したアナベルは、ナインヘルと兄弟たちとのあいだにあった深しん淵えんのような溝みぞをも埋うめた。

　こんなふうに土竜の兄弟やバトラーと過ごし、穏おだやかな空間でまぶたを閉じる日が来るなどと、誰だれが想像できただろう。同じ竜種の弟に無条件で慕したわれることには戸と惑まどいと、こそばゆさに似たものを覚える。なにもかもすべて、アナベルが齎もたらしたものだ。

　──またあいつのことばっかり考えてる。

　ナインヘルが思考の切り替かえを試みたとき、エドワードやシーモアたちが滲にじませた涙の残り香がみたいなものが漂ただよってきた。

　竜は泣かない魔ま物ものであるのに、泣く兄弟も少なくない。ナインヘルは生まれてから約五十年、一度も泣いたことがなかった。初めて涙を落としたのはつい最近のことで、ファウストの背にある『chimaira014』の烙らく印いんを消したときだった。

　あのとき初めて見たサラマンダーの赤い涙に誰よりも驚きよう愕がくしていたのはナインヘル自身だったと言いきれる。己の身体に涙るい液えきという成分が存在しているとは思っていなかった。だが涙の存在を知ったこの先もナインヘルが泣くことは二度とない。

　最強種である火竜に涙など一滴てきも必要ないと考えるナインヘルが、それでもみずからの意思で落涙するときがあるとするなら、それは一度きり……金髪碧へき眼がんの魔女を失ったとき──。

「………」

　──今すぐアナベルを見つけねえと。

　腕うでの中にいないからといって、うだうだと思い描えがいてばかりいるのはまったく性しように合わない。しかしドラゴンギルド内にいるのに、なぜこうも会えないのだろうか。[image: 鱗]を通して視みる姿は先ほどと変わらず不ふ鮮せん明めいで、今は[image: 鱗]を頼たよりにする気は起きなかった。

　まぶたを開いて立ち上がると、メフィストはエドワードの大きな手をぎゅっと握ったあと腿からおり、ナインヘルの巨きよ軀くをよじ登ってくる。

「おい、メルヴィネ。アナベルはどこ行った？」

「ぼくも午後から会ってないんです……もしかしたら三階の談話室かもしれません。さっき、談話室に入っていく誰かのテール・コートの裾すそが見えたんです。アナベルじゃなかったらごめんなさい」

　メフィストを片腕で抱いたナインヘルはラウンジを出てエントランスホールを抜ぬけ、艶つややかな飴あめ色いろの大階段を上っていく。その踊おどり場に設しつらえられたフロマン社の振り子ホール時計クロツクは午後五時十二分をさしていた。

「おまえ、なかなかやるじゃねえか。成体の涙なみだを舐め取る度胸がある幼生体なんてほとんどいないと思うぜ」

　エドワードに対する態度も含ふくめて素す直なおに褒ほめると、メフィストはまた自分の前脚とナインヘルの手の甲こうを交こう互ごにトントンして[image: 鱗]うろこの交こう換かんをねだってくる。

「キー」

「キー、じゃねえよ、それとこれとは話が別だ」

　三階にある談話室のドアノブをまわすと扉とびらが開いた。この時間帯に施せ錠じようされていないということは、まだ誰かが使っているということだ。アナベルの姿は見えないが部屋の奥から声が聞こえてくる。

　──ん……。あっ、フォン、だめだよ。ここではキスだけっていう決まりでしょう？

　──ならば私の巣へ帰る。今こ宵よいは唇くちびるを吸うだけでは足りない。

　──だめ。僕、時間外労働は好きじゃないの。

　──その台詞せりふは聞き飽あきた。

「最悪だ。メルヴィネのやろう、まちがえるにも程ほどがあるだろ」

　フォンティーンとジュストがいつもの乳ちち繰くり合いをしている。堅かた物ぶつの兄竜は邪じや魔まが入ると物もの凄すごく機き嫌げんを悪くするから、面めん倒どうなことに巻き込まれる前にさっさと出て行ったほうがいい。

　しかし、ナインヘルが踵きびすを返して談話室を出るよりも先に、メフィストがジュストへ向かって「キィー、アー！」と叫さけんだ。

「あーっ、メフィストちゃんじゃない！」

　一瞬前までフォンティーンに唇を吸われていたジュストは、水竜の腿からおりて長い腕をすり抜け、こちらへ駆かけ寄ってくる。

「ねえ、ナインヘルくん、メフィストちゃんは元気？　風邪かぜを引いたりしてない？　しばらく診みてなかったから心配してたんだ。会えて嬉うれしい」

「ばかやろう、ほかの奴やつらにはびびり倒たおしてたくせになんでジュストだけ呼ぶんだよっ」

　きょとんとするメフィストに向かって怒ど鳴なりつけると、ジュストが「えっ、もう会話できるの？」などと訊きいてくる。

　あからさまに機嫌を悪くするフォンティーンに気づいていないはずがないのに、ジュストはなおもメフィストに近づき、両手を広げて言った。

「おいで、メフィストちゃん。僕とイイコトしよう。──少し検けん診しんしたいんだ。やっぱりまだナインヘルくんじゃないと、だめ？」

　魔物専門の医師の妖よう艶えんな誘さそいにも、メフィストはいやいやと首を振ふる。それなら最初から呼ぶなよと怒鳴りかけたが、ちびの謎なぞの行動を見たナインヘルは言葉を吞のみ込んでしまった。

　メフィストが短い前脚をめいっぱい伸ばしたと思いきや、ジュストの胸を──それも乳ち首くびのあたりを、ギュッ、ギュッ、と押した。

「ン、ン」

「あっ、メフィストちゃんってば……」

　信じがたい光景に、ナインヘルが「お、おい、なんで乳を揉もむんだよ」と問い詰つめるのと、駆けつけたフォンティーンが一瞬でジュストを抱だき上げたのは同時だった。

「わぁ、フォン、びっくりするでしょう」

「許しがたいっ……。し、しかし……どうなってる？　孵ふ化かして間もないというのに、まさか弟は……発、情──」

「うそだろ、勘かん弁べんしてくれ」

「あはは！　フォンもナインヘルくんも、おちびちゃん相手になに言ってるの。これは聴ちよう診しん器をあてる真似してるんだよ。孵化する前は三日に一度、卵に聴診器をあててたから。そうだよね？　メフィストちゃん」

　ちびは楽しそうにウンとうなずき、また「ン、ン、キャ」と言いながら、今度はナインヘルの胸をギュッ、ギュッ、ギュウッと押してくる。

「………」

　たぶん、きっと、見る者によっては身み悶もだえする可愛かわいらしさなのだろう。しかしナインヘルとフォンティーンにとっては至し極ごくどうでもいい。

　竜りゆうの兄弟は、精神を集中させることで離はなれていても言葉の伝達を可能にする。目の前で物凄い形相をするフォンティーンが、その精神のほうを使って『早く出て行け』と伝えてくるので、ナインヘルも同じように『おれだっていたくねえよ』と返した。

「おい、ジュスト。アナベル見なかったか？」

「たぶんボスのところじゃないかな？　執しつ務む室の近くの廊ろう下かを歩いてるとこ見たよ」

「はぁっ？　どうなってやがる」

　いったいアナベルはどこでなにをしているのだろうか。

　一日に二度も執務室を訪おとずれるなど面倒でしかたないし、振り出しに戻もどされる気分にもなるが、今度こそアナベルを捕つかまえるためには行くしかない。

　談話室を出て階段をおり、執務室へつづく廊下を歩いていると、うしろから聞き慣れた軽けい率そつな声に呼び止められた。

「ナインヘルーっ。メフィストぉー」

「──チッ」

「なんで舌打ち!?　ひどいっ、お兄さまに向かって……」

　てめぇだけには会いたくなかったからだよ、サリバン──そう言いかけて、どうにか言葉を吞み込む。ナインヘルが望まない育竜休暇を取る羽目になったのは、このへらへらしたシルフィードのせいだった。

　罪悪感などまったく持っていないサリバンは、追いついた勢いのままナインヘルの肩かたにもたれかかり、うしろからメフィストをのぞき込んでくる。

「片腕で抱っこ、さまになってるじゃない。アナベルが孵化させてナインヘルが育てるなんて、まるできみたちの子供みたいだねえ。──パパは優やさしくしてくれてる？　メフィスト？」

　するとメフィストはこれまでのように怯おびえたりせず、「ちがう」と言いたげに首を横に振り、ぷいっと顔を背そむけた。

「えぇ……、ぼく嫌きらわれちゃったの……？」

　ちびのやつ、なかなかわかってるじゃねえか──ナインヘルはふふんと笑い、残念そうにするサリバンを置いて廊下を進んでいく。

「待って、どこ行くの？　もしかして執務室？」

「そうだ。アナベルがいるからな」

「えっ、執務室にはリーゼくんしかいないよ？　リーゼくん、今日はもうお仕事終わってぼくのこと待ってるから迎むかえに行くの。こんなこと滅めつ多たにないんだから邪魔しないでよね」

「なんだと？　じゃあアナベルはどこにいるっていうんだ」

「さぁねえ……。もう陽ひも落ちたし、メフィストのママは巣に戻ったんじゃない……？」

　つかみどころのない風竜シルフイードはその端たん整せいな顔に意味深げな笑えみを浮うかべると、もたれていた肩をポンと叩たたき、廊下を駆けていった。

「………」

　反対に置き去りにされてしまったナインヘルは、冷気の漂ただよいはじめた廊下に立ち尽つくし、腕うでの中でもぞもぞするメフィストを睨にらみつける。

　運よく兄竜や魔ま物ものの保護下で孵化できた幼生体は、生まれて初めて見た者のことを母親と思い込むらしい。ナインヘルには魔女を母親と勘かん違ちがいした記き憶おくはないが。たとえ思い違いをしてもそれは一時的なものであり、自身が持っている一枚の虹にじ色いろの[image: 鱗]うろこと、竜母神が精神に直接語りかけてくることによって、姿の見えない彼女が実母であると理解していく。

　しかし泣いてばかりの甘ったれなこの弟は、まだ勘違いをしているかもしれない。

「おい。おまえ、アナベルのこと母親と思ってないだろうな？　そんなの絶対許さねえぞ」

「ム？」

「あれはおまえの母親でもなければ兄弟のバトラーでもねえ。おれだけのものなんだっ」

「トーチャ」

「………。だから、なんなんだよそれ」

　また例の奇き妙みような鳴き声で返されて、自分だけ息巻いていることがばからしくなる。

　兄弟とバトラー全員に会ったというのに、アナベルだけに会えなかった。誰だれかに付いて議会や帝てい都との中心街へ行っているのかもしれない。そう考えるだけで胸がむかむかする。

　リーゼは『おまえの私情は優先されない』と言うが、アナベルはナインヘルが見つけて連れてきた、ナインヘルだけのものだ。優しい心も綺き麗れいな身体からだもさらさらした金きん髪ぱつの一本までも。

　兄弟たちにさらすのは危険だ。特にシルフィードは油断ならない。サリバンはいいとして、誰彼なしに手を出すガーディアンなんかに触さわられでもしたら──それだけでナインヘルはギルドを燃やし尽くすほどの炎ほのおを吐はける。

「──っ。おい」

　ナインヘルの心情を察したのかは知らないが、メフィストがボウッと炎を吐いた。

　同じサラマンダーなので熱くないし燃えもしないが、これが兄弟やバトラーなら危険極きわまりない。

「いきなり炎を吐くな。みんな怪け我がするだろうが。吐きたくなったらまわりに生き物や燃えやすいものがないか確かく認にんしろ。なかったら吐いていい。次からそうしろよ、わかったか」

　そうして口をぎゅう、と握にぎってみせる。ちびは大きな金色の瞳ひとみをきょろきょろさせたあと、ウンとうなずいたので「よし」と言って手を放してやった。

　幅はばの広い廊下はますます寒くなり、メフィストがクチッとくしゃみをする。しかたなく上着の中に入れて巣へ向かって歩きだすと、なにがそんなに嬉しいのか、ちびは「キャアー」と声を弾はずませた。

　巣に戻り、風ふ呂ろや便所まで捜さがしたがアナベルはどこにもいない。

　眠ねむ気けと疲つかれと、見つからないことへの憤いきどおりを覚えながら確認した壁かべ掛かけ時計は、午後六時ちょうどをさしていた。

「いくらなんでも遅おそすぎるだろうが……くそっ」

　もう一度捜しに出たいが、これ以上メフィストを真冬の夜の冷気にさらすことはできない。暖だん炉ろに火を入れて裸はだかになり、メフィストを抱き上げて寝しん台だいに入る。夜泣きに付き合ったり昼ひる寝ねをしたりで、きちんとした時間に寝ていないせいか妙に眠かった。毛布をかぶってまぶたを閉じるだけで半分夢の中に入ることができる。

　そしてぼんやりとしだした頭で考える。弟には悪いが、ナインヘルが抱きたいのはメフィストでもほかの誰でもない、アナベルだけだ。

　生まれたばかりのちびは肌はだを触ふれ合わせておかないと体温が下がって死ぬと言うが、その前にナインヘルがアナベル不足で参ってしまいそうだった。

　──また噓うそをついてやろうか……。

　ナインヘルが傷を負うことに物もの凄すごく敏びん感かんなアナベルは、右みぎ頰ほおの傷が痛むと言えば、なにもかもを放ほうって痛みを消すことに心を砕くだく。

　だからナインヘルは痛くもないのに『痛い』と噓をついたことがあった。『撫なでられるとましになる』とも。するとアナベルは『じゃあ大だい丈じよう夫ぶになったら言ってね』と優しく笑って、膝ひざ枕まくらをして傷を撫でる。

　たぶん、アナベルはわかっている。傷が痛んでいないことを。それでもナインヘルが『痛くなくなった』と言うまで撫でつづける。そうして一いつ緒しよに微睡まどろんでしまっても、傷を撫でる綺麗な指が止まることはなかった。

　今夜また同じ噓をつけば、アナベルはメフィストを放ってナインヘルの傷を撫でるはずだ。

　アナベルだけに優しくされたいし、それ以上に優しくしたい。あの喉のどが灼やけつくほど甘い匂においがする身体を舐なめ尽くして、その中の深いところにナインヘルの切なさを叩きつけたかった。

　もうまったくアナベルが足りていなくて、心も身体も限界だった。

　アナベルの代わりになるものなどこの世界に存在しないが、小さいところだけは似ているメフィストをぐっと抱だいて、ナインヘルは眠りの淵ふちに落ちていった。







「──ナインっ。どこ行く、の……っ」

「へ……？　どこって、なんだ？　ちびを籠かごに入れる。今日はもう充じゆう分ぶんだろ」

　あれほど捜しつづけたアナベルが毛布の中にいて驚おどろいたが、強い眠気と倦けん怠たい感に負けて、すぐに問い詰つめることができなかった。

　半分以上眠っているような状態でゆりかごまで歩いていき、メフィストを寝かせて毛布をかける。小さな身体が冷えないよう、暖炉に薪まきをたくさん放り込んだ。大泣きされるのは敵かなわないから、熟じゆく睡すいしているリピンを毛糸玉のベッドから摘つまみ出してメフィストに抱かせる。これで朝まで持つはずだ。

　眠くてしかたないので早々に寝台へ戻り、アナベルを抱き寄せながら毛布をかぶった。腕うで枕まくらをしてさらさらの金髪に鼻先を埋うめ、待ち侘わびていた甘い匂いを思いきり吸い込む。

　たまらなく心地ここちいい酩めい酊てい感の中でナインヘルが意識を手放しかけたとき、眦まなじりに柔やわらかなものが触れた。

「……？」

　アナベルが[image: 鱗]うろこに口づけてくる。何度も唇くちびるを押しあててきて、最後は舐めてきた。

　誘さそってやがる──これまで一度もなかったアナベルの行こう為いに強い眠気が吹ふき飛び、下腹が一気に熱くなる。開いている唇を滅め茶ちや苦く茶ちやに吸い、寝衣を剝はぎ取って裸の脚あしを限界まで開かせ、そこに身体を重ねた。

「あっ……ぁ、ナイ、ン……」

「は、っ──、くそっ」

　もう射精しかけているが一滴てき残らずアナベルの中に出したい。指で陰いん茎けいの根元を戒いましめながら窄すぼまりを押し拡ひろげ、挿そう入にゆうと同時に放出する。

　息を乱しながら深く視線をからみ合わせた青い瞳は、なぜか涙なみだで潤うるんでいた。

「なんでそんな泣きそうな顔してるんだ？」

　そう訊きいてもアナベルは首を横に振ふる。巨きよ軀くで細身を押し潰つぶすようにして「言え」と問い詰めると、濡ぬれた唇から恨うらみの籠こもった言葉がこぼれてきた。

「ナイン……今日、飼育小屋で、サロメの首筋に触って……、耳の裏に……キス、してた」

「……！　いや、それは違ちがう」

　思いもよらない言葉に不覚にも狼狽うろたえてしまった。アナベルが顔を真っ赤にして睨みつけてくる。長い金色のまつげでぎりぎり支えられているが、今にも涙が落ちそうでひどく焦あせった。

「違うぞアナベル。よく聞け、あれはな、兄弟なら普ふ通つうにすることなんだ。匂いの確認とか、情報伝達を──、おまえらの言いかたをすれば、竜りゆうの習性ってやつだ」

「……ほんとう？」

「兄弟に訊いてみろよ、フォンティーンとかシャハトとかキュレネーに。おれと同じこと言うぞ。サリバンとガーディアンとバーチェスには絶対に訊くな。あいつらふざけておまえにしてくる」

「………」

　結局、泣かれてしまって駄だ目めだった。嫌いやになるくらい守護と所有の本能がびりびりと働いて、アナベルを搔かき抱いだき、がむしゃらに涙を舐め取る。もう限界だった。思いきり抜ぬき差ししたくて腰こしが勝手に動きだす。それなのにアナベルが「だめ」と阻はばんできた。誘ってきたくせにどういうつもりなのか、いいかげん腹が立ってくる。

「なんだよ、もうこすらせろっ。頭がおかしくなりそうだ」

「習性、なんだね……。でも、今日みたいなこと、は……できれば、あんまりしないで」

「おまえっ、それは──」

　アナベルは狡ずるいだろう。ナインヘルがどれほど嫉しつ妬とに駆かられても、卵、卵と言いつづけたくせに。それでも泣かれるのは本当に嫌だから即そく座ざに言った。

「二度としない。誰ともしない。約束する」

　ぶざまに慌あわててしまった己おのれが許せないが、ようやく微笑ほほえんだアナベルが細い脚を腰にからませてくる。また眦の[image: 鱗]に口づけて、甘くささやいた。

「ナイン……。もっと、奥まで……きて」

「──っ！」

　長くアナベルに触れられない苛いら立だちと、メフィストを中心とした生活の鬱うつ憤ぷんと、自分なりに最善を尽くしているのに責められ、そのあと甘ったるい声で誘われて、ナインヘルの中のなにかが切れた。

　低い声で唸うなりながらアナベルを滅茶苦茶に突つく。きつそうにしていたがそんなもの知ったことではない。白く平たい腹が質量を持つほどに、十一日分の劣れつ情じようをすべて出しきった。

　そうして互たがいの体液に濡れた身体からだを重ね、ようやく問い詰める。

「おまえ、今日どこにいたんだ？　どこをふらふらしてたんだよ」

「………。内緒──」







　夜が明けるよりも先に目が覚めて、ナインヘルは寝台を抜け出す。

　小さくなっていた暖炉の炎ほのおを熾おこし、メフィストとリピンが抱き合って眠るゆりかごのそばに胡坐あぐらをかいた。

　幼い弟の様子が気になって起きる日が来るとは思いもしなくて、ナインヘルはまた戸と惑まどいとこそばゆさを覚える。心の中で苦笑いをしながらその寝顔を見ていると、メフィストの口がモニョモニョと動いた。

「ないんへる……。トーチャ、りぴん……」

「お。しゃべりやがった」

　放っておいても幼生体はいずれ言葉を操あやつりだすし、飛びもするし人型をとるようにもなる。だからメフィストが喋しやべったことにナインヘルはさして心を動かされないが、リーゼやアナベルたちが聞けばパーティーでも開く勢いで喜ぶのだろう。

　どうやらこの巣にいる魔ま物ものの名を呼んでいるようだがアナベルが抜けていた。それに、ちびがずっと言っている『トーチャ』とは、なにを指しているのだろうか。

「おい、メフィスト、もう一回言ってみろ。トーチャってなんだ？」

「ないんへる……とーちゃん、りぴん……すき」

「へっ？　とーちゃん？」

　今、確かにそう聞こえた。ナインヘルとリピンのあいだに挟はさまる『とーちゃん』という魔物は、アナベル以外にいない。

　思い起こせばメフィストは、ナインヘルがアナベルの名を出したときにだけ『トーチャ』と言っていた。ずっとアナベルを呼んでいたということだろうか。

「今までおまえが言ってた『トーチャ』って……とーちゃんって、親父おやじのことか？　もしかしておまえ、アナベルのこと親父と思ってんのか」

　めちゃくちゃ変わった奴やつ──まじまじとゆりかごをのぞき込んで訊いてもメフィストは返事をせず、「とーちゃん、どこ……」と言ったあと、ウワーッと大声をあげて泣きだした。

　ナインヘルは寝しん台だいへ走っていき、幾いくつものクッションに埋うもれて熟睡しているアナベルの肩かたをガクガクと揺ゆさぶる。

「おい、アナベルっ。メフィストが親父を呼んで泣いてるぞ、起きてやれよ！」

「……え、えっ……？　なに、どういう……わ、わ、ナイン、起きるから揺らさないでよ──」







　その日の午後、アナベルの手で軍服をきちんと着せられたナインヘルは、メフィストを入れたゆりかごを持ち、清すが々すがしい気分で飼育小屋へ向かった。そこには三匹びきの幼生体の遊び相手をしているサロメとメルヴィネがいて、驚く彼らにニッと笑って宣言する。

「おれは今から現場復帰するぜ。ちびは飼育小屋に移動させていいとリーゼが言った」

「ええっ、リーゼさんが？　本当に大だい丈じよう夫ぶですか……？」

「メフィストはナインヘルがいないとまだ泣くでしょう？」

「いける。兄弟で話をつけた。──な？　メフィスト」

　ゆりかごを置いてメフィストを片腕で抱き上げると、ちびは機き嫌げんよくキィキィと返事をした。

　望まない状じよう況きようなうえアナベルに泣かれるなんて勘かん弁べんしてほしい。育竜休きゆう暇かは残り三日だったが、ナインヘルはそれを返上すると決めた。

　折しもシューベリー山に火山性微び動どうが確認される。それを鎮ちん静せいできるのは火竜だけで、執しつ務む室に呼び出されたナインヘルはここぞとばかりに休暇返上を申し出た。

　リーゼはひどく渋しぶったが、ちびを抱かせ、もう泣かないことを示してやった。メフィストをようやく抱けた筆頭バトラーは、また見ているこちらが不気味に思うほどの締しまりのない笑顔をする。そうして「おいっ、休み終わりでいいんだろ!?」と大声を出すナインヘルに見向きもせず「おー、いいぞ」と言い、「どうだ、メフィスト、今日ずっと一いつ緒しよに仕事するか」という責任者失格の発言をしていた。

「ナインヘルさん、どうしてメフィストは泣かなくなったのですか？」

「見ろ、これだ」

　メフィストの短い前まえ脚あしを取って見せると、サロメとメルヴィネは同時に納なつ得とくがいったという表情をした。

「ナインヘルの[image: 鱗]うろこをつけてあげたのですね」

「そうだ。こいつと交こう渉しようして[image: 鱗]五枚で話をつけた。アナベルでもまだ三枚しか持たせてないってのに。でもこれでちびの様子がわかるし、おれの[image: 鱗]があればいじめられねえだろ。あと、寂さみしいなら週に一回だけアナベルを呼ぶことも許してやった。おれは気が向いたときここに来てやる約束だ」

「ナインヘルがそのようなことを許すなんて、とても意外です」

「おれが呼ばれるよりましだ。週に一回だけだしな。それにメフィストはアナベルのことを自分の親父だと信じきってる。だから許してやったんだ」

「えっ、アナベルがお父さん!?」

「アナベルのことを母親ではなく、父親と？　……それは非常に珍めずらしいですね」

　幼生体が竜母神以外の者を母親と思い込むことはあっても、父親と勘かん違ちがいすることはやはり稀まれなのだろう、幼い弟たちを見てきた兄竜は不思議そうに首をかしげた。

「本当ですか、メフィスト？」

　長い銀ぎん髪ぱつをさらさらと揺らすサロメが身を屈かがめて訊たずねると、メフィストはしっかりとうなずき、まだ牙きばの生え揃そろっていない口を大きく開く。

「ウン。とーちゃん、きんのかみと、あおいめ、きらきらしてる」

「わぁ！　しゃべったぁ！」

　メルヴィネは頰ほおを赤く染め、「も、もう一回おしゃべりしてみて！」とメフィストに話しかけていた。そしてナインヘルは、驚おどろいたあと綺き麗れいに笑うサロメにメフィストを抱だかせ、そっと手を放す。　>>>♥

「ないんへる……」

　ナインヘル以外の者に抱かれても、叫さけびもせず大泣きもしなくなったメフィストは、まちがいなく最強種の火竜サラマンダーだ。でもサロメの軍服をぎゅっと握にぎり、一いつ瞬しゆんだけ大きな金の瞳ひとみを潤うるませたから、生えかけのふわふわの鬣たてがみを撫なでて言った。

「またな、メフィスト。早くでかくなれよ」

「ウン。またね、ないんへる」

　飼育小屋を出る間ま際ぎわに楽しそうな声が聞こえてきて、ナインヘルは一度だけ振ふり返る。

　サロメに抱かれたメフィストは、メルヴィネや幼生体たちに前脚を見せ、「これね、たからもの。とーちゃんと、りぴんと、おそろい」と誇ほこらしげに説明していた。

　同じ竜りゆう種しゆの弟と過ごした十一日間はそれなりに濃のう密みつで、一いち抹まつの寂しさもないと言えば、それは噓うそになる。しかしやはり解放された安あん堵どのほうが強く、アナベルとの時間が戻もどってくる喜びのほうが遥はるかに大きい。

　ナインヘルは飼育小屋を出ると、アナベルが待っている脱だつ衣い室へ駆けていった。








　──こうしてナインヘルの育竜休暇は終わりました。メフィストは今、飼育小屋でほかの幼生体と過ごす練習をしています。

　風竜の卵も飼育小屋にあって、メフィストが使っていたゆりかごの中にいるのですが、ときどき寂しそうにきょろきょろと瞳を動かして、ファウストを捜さがしています。

　孵ふ化かする数日前に必ず連れん絡らくしますね。ファウストとリシュリーさまが帰ってくる日を風竜の卵と一緒に待っています。


アナベル












あとがき






　こんにちは。鴇とき六む連つらです。このたびは『竜ドラゴンは宝石たちと戯たわむれる～ドラゴンギルド～』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　ドラゴンギルドシリーズ第五弾だんは短編集となりました。秘かに憧あこがれておりました短編集で、テオ＆オーキッド編と、ナインヘル視点の育竜編を書くことができて凄すごく嬉うれしいです。

　弟がアナベルを母親と思うことは「絶対許さねえぞ」と息巻くのに、父親と思うことはなぜ許せるのか……？　とっても謎なぞですよね。ナインヘル独特の感覚であります（ふふふ）。

　編集部さま、担当Ｉさま、短編集の刊行をありがとうございました。

　シリーズ刊行を現実のものとしてくださる沖おき麻ま実み也や先生、本当にありがとうございます。

　カバーイラストにテオとオーキッド、リピンもいて嬉しいです！　大所帯となり申し訳ございません……。どこを見ても誰だれを見ても魅み力りよく的で楽しいですが、ついサリバンに目が行ってしまいます。なんという罪深い美しさ──変態竜なのに（ムフフ）。

　そして、皆みなさまのお力ちから添ぞえを頂ちよう戴だいし、シリーズ五冊目まで辿たどり着つくことができました。

　本当に夢のようです……心より御お礼れい申し上げます。ここまで読んでくださり、ありがとうございます！　今作の制作裏話をブログのほうでお伝えしたく思っていますので、是ぜ非ひお立ち寄りください。お待ちしております！


二〇一七年　七月　　　鴇　六連
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